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　プロローグ




　こんなことはあり得ないし、許されない。だからこれは夢だ、夢に違ちがいない。たったひとりしかいない、薄うす暗ぐらい映画館。その客席の中心で、少女は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

『大たい儀ぎであったな、●』

　スクリーンに映し出されているのは、まるで西洋のお姫ひめ様さま。

　深緑色のドレスを着た彼女は、なぜか少女と同じ顔。その赤い瞳ひとみは、リビングの床ゆかに倒たおれている少年を見つめていた。

『その養分、しかと受け取らせてもらおう』

　彼女は優ゆう雅がにスカートの裾すそを広げて屈かがむと、少年の頭の後ろに手を回し、意識のない彼の上体を支え起こす。そして、もう一方の手を少年の頰ほおに添そえ。

『ままならぬものだな。まさか、我われがこれをやる日が来ようとは……』

　ゆっくりと少年の頭を抱だき寄よせながら、瞳を閉じた。

『んっ……』

　唇くちびると唇が……重なる。

　そして響ひびく、かすかな水音。それはただ触ふれただけなのとは明確に違う、もっと大人の、濃のう厚こうな……。

「そんなの、だめだよぉ……」

　スクリーンを見つめる少女の心臓が、ドクンと脈打った。

　体が火ほ照てる。顔はおそらく、真っ赤になっているだろう。

「こんなの、ちがう……ちがうのに……」

　この上なく残ざん酷こくなシーンを目まの当たりにして、少女は涙なみだながらに頭を抱かかえた。

　プツッと、スクリーンが一度、真っ暗になり、丸数字のカウントが始まる。

　３、２、１……。

　そして、いま見終えたばかりの映像が、もう一度最初から流れ出した。

　自分ではない自分が、また、少年とする。してしまう。

　少女はぎゅっと目を瞑つぶった。なのにスクリーンの映像は、脳のう裏りにくっきり焼きついてしまっていて。

　目を開けても閉じても、少女は同じ光景を見せつけられ。

「もうやめて！　見せないで！」

　少女が涙ながらに叫さけぶ。

　と、その意思に呼応するように、映画館の景色がガラスのごとく割れ砕くだけた。

　少女の体が、落ちていく。深い闇やみへと沈しずんでいく。

「あにー……」

　そんななか、少女は無意識のうちに、胎たい児じのように体を丸め。

　……ドテッ。

「はわぁっ!?」

　ベッドから落っこちて、悪い夢から醒さめたのだった。







　第一章　それぞれの一念発起




　こんなことをしてはいけないのに……スタンドアップ。リビングのソファーでくつろぐいつもの朝。工こう鳴な翔かけるの意思とは裏腹に、思考は桃もも色いろに染まってしまった。




　　　　▼　▼　▼




　トントントントントン。台所で料理する音が、リビングに響ひびいている。

（絶景かな、絶景かな……ふふっ）

　視線の先には、小こ柄がらでぬいぐるみのような印象の少女。押おし掛かけ女によう房ぼうのように工鳴家に通う、お隣となりさんの清せい野のあいすだ。

　鼻歌交じりに台所をちょこまかと動くあいすは、服と呼べるものを着ていない。

　エプロン、オンリー。素晴らしい。

　惜おしげもなく晒さらされている背面。揺ゆれるお尻しり。背中で結び目を作る紐ひもは、腰こしに食い込んでいる。きっとあのあたりの柔やわ肌はだの弾だん力りよくは、二割は増しているに違ちがいない。

　触さわりたい。ぷよん、としたい。見ているだけでは、辛しん抱ぼうたまらない。

　…………たちあがった。

『ん～……も～ちょっと、かな？』

　あいすが鍋なべの汁しるを味見して、首を傾かしげる。

『ねぇ翔ちゃん、もちょっと煮に込んでもいいかな？　十分くらいでいいから』

『そっか、じゃあ……』

『ふひゃっ!?　か、かかかか翔ちゃん!?』

　翔はあいすに忍しのび寄り、背後から彼女を抱だき締しめた。

『僕も味見をしようかな。十分も待てないよ』

『あ、ちょ、い、いきなり!?　やめっ!?　やぁっ!?』

　暴れたところで、ぎゅっと抱いて放はなさない。

　抵てい抗こうも虚むなしく、なんてシチュエーションは、そそられる。

『ふふ……そんな格好をしているのがいけないんだよ？』

　あいすの耳元で、翔はそっと囁ささやいた。

『こ、これはだって、翔ちゃんがそうしろって言うから！』

『いただきます』

　あいすの首筋に舌を這はわせると、かすかに汗あせの味がした。

『ひゃわああああああああぁぁぁっ!?』

　唾だ液えきがあいすの柔肌に乗り、艶なまめかしい光こう沢たくを放つ。

　いま、性のペロリストと化した翔は、彼女のモラルを蹂じゆう躙りんし……。




　　　　▼　▼　▼




　パリン！

　けしからん妄もう想そうから現実へ。ガラスが割れるような音が、翔の意識を引き戻もどす。

（また……くぅっ、ごめん、ごめんよ清野さん……）

　ふつふつと芽め生ばえる罪の意識で、翔は思わず泣きそうになってしまった。

（気をしっかり持て工鳴翔……僕はあんな男じゃない……）

　エッチなことには興味がない。ふしだらな妄想だってしたことがないお堅かたい男。ただただ、妹・工鳴深み彩あやの幸せを願って生きる、妹バカの兄。それが翔という男。

　なのに、あんな妄想をしてしまう……いや、『させられてしまう』のは。

『神しん芽が』と呼ばれるファンタジーな存在をその身に宿した、どこの誰だれとも知らない超ちよう能のう力りよく者のせいなのだった。

「翔ちゃ～ん？　聞こえてる～？」

　トテトテと、あいすがリビングにやってきた。彼女は妄想の中と同じくエプロンをつけていたが、ちゃんとその下には制服を着ていた。

「え、あ……な、何かな？」

「何って……ご飯だよぉ。そろそろできるから、深彩ちゃん起こしてこないと」

　微び妙みように妄想と現実がリンクしている。

　さらにまずいことに、あいすは屈かがんで、ソファーに座る翔と目線を合わせ、

「……翔ちゃん、だいじょぶ？」

　心配そうに翔の顔を覗のぞき込んできた。

　まるでおでこをごっつんこして、子供の熱を計るときのよう。

　距きよ離りが……近い。ドキドキしてくる。このままでは、また……。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ！　僕は別に何も！」

　翔は慌あわてて立ち上がった。

　しかし、あいすは翔の手を摑つかんでおり……？

「……待って。もしかしてまた、しちゃってた？」

　何を？　妄想を、だ。彼女は翔が置かれている状じよう況きようを、誰よりよく知っている。

「ご、ごめん！　僕はそんなつもりじゃなくて！」

「私だったら、むしろ……嬉うれしいくらい、なんだけど」

　聞き取れなかった小声のせいで、背筋を冷たいものが走り抜ぬけた。

　これはきっと……怒おこっている。

　あいすは翔たちが通う英えい知ち学がく園えんの風紀委員長にして、翔など比べ物にならないほどにお堅く、エッチなことに厳きびしい少女なのだ。

「ねぇ、翔ちゃん教えて？」

　翔の手を握にぎったまま、ずいっと、あいすが詰つめ寄ってきた。

「ちょっ、清野さん、近い！　近いって！　おち、落ち着い……くぅっ！」

　ふわっと香かおったシャンプーの甘い匂におい。瞬しゆん間かん、煩ぼん悩のうが歓かん喜きに打ち震ふるえる。

　再び桃色に染まろうとする頭。下半身に流れ込んで行く何か。翔は歯を食いしばってそれらを堪こらえるが、おかげで……動けない。

「どんな風に、したの？　その、もし……もしだけど……」

　言えるはずがない。いまはまだしおらしいが、言ったら確実に彼女は大激げき怒どして、ドラマなんかの女性殺人犯のごとく豹ひよう変へんする。

　虚うつろな瞳ひとみで、口だけで歪いびつに笑い、そして彼女は、低く怖こわい声で言うだろう。

『女の子への気持ちは、真しん摯しで、優しく、慎つつましく。翔ちゃん、自分勝手にエッチなのは、ダメなんだよ？』

　翔の経験からすると、このままでは確実にお仕置きされる。スカートの腰にぶら下がっている彼女愛用の電磁棒スタンロツドで、ビリッと。

　その恐きよう怖ふのおかげか。翔の頭を支配しかけていた桃色の思考が、ふっと萎しぼんだ。

「と、とりあえず深彩を起こしてくるね！」

「あっ……ちょっと翔ちゃん！　話はまだ終わってな」

　ここぞとばかりにあいすの手を振ふり払はらい、大急ぎでリビングから脱だつ出しゆつする。

　バタン。閉めた扉とびらに背を預け、翔は玄げん関かんで、ほっとため息をついた。

「ふぅ。これで、なんとか……」

　だが、安あん堵ども束つかの間。目に入ったのは、白黒ツートンカラーのパジャマ。

「み、深彩っ!?」

　これから起こしに行こうと思っていた妹その人が、二階への階段のところで、頰ほおをぷっくりと膨ふくらませていた。

「なんとか、じゃないよ……もぅ。せっかくいーかんじだったのに」

　寝ね癖ぐせのついた長ちよう髪はつをくりくりしながら、深彩が責めるように翔を見つめる。

「お、起きてたのか。なんだ、それなら入ってくればいいだろうに」

「だって、むちゅ～っ！　ってするのに、わたしがいたらじゃまでしょ？」

　深彩の口がｗの形になるのを見るや、翔は大きくため息をついた。

「またおませなことを……あのね深彩、そんなこと言ったら、清野さんに迷めい惑わくだって」

「そんなことないもん」

「そんなことあるの。まったく、何度言えばわかってくれるんだ」

　深彩といい学園の皆みんなといい、どうしてこうそっちの方向に話を持って行きたがるのか。翔のような妹バカの変態なんかに好かれても、迷惑以外にないだろうに。

（そりゃあ僕だって……って、ダメだダメだ。変なことを考えたらまた……）

「あにー、もっとあいすおねぇちゃんとなかよくしようよぉ～」

「十分に仲良くしてるよ」

「そうじゃなくて……ん～、って！　ぎゅーって、するの～！」

　唇くちびるを尖とがらせたり、両手で自分の体を抱き締めたり。深彩が奇き怪かいなひとり芝しば居いをくり広げる。しかし、やがて深彩はふと、神しん妙みような表情で俯うつむき……？

「じゃないとわたし……あんしんしてしねないよぉ」

　言ってはならないことを口にした。

「こら」ポカッ。「ひゃわっ!?」

　すかさず小こ突づいた。もちろん軽く。

「そういうことは言わないっていう約束だろ？」

　確かに深彩はつい先日まで、実に五年もの間入院していた。インフルエンザがかわいく見える恒こう常じよう的な高熱に苛さいなまれ、体は弱り続け、いつ死んでもおかしくなかった。

　その病気の正体は、『神芽』の元となる『神しん種しゆ』……超能力の種たねを、七つもその身に宿したがゆえの異常。だがその問題は、突とつ如じよ深彩の体に宿った、神種の大元となる精せい霊れい、ティファレの協力もあって、ひとまず片付いている。

「深彩はもう良くなったんだ。何も心配はないんだよ」

　おかげで翔は、女子の着き替がえを覗のぞいたり、不ふ埒らちな男子たちと手を組んで盗とう撮さつをしたりと、大変な悪事に手を染めてしまったが。

　ティファレからもらった神芽『救済イレイザー』の力で、翔が暴走する神芽の宿やど主ぬし……あいすから『養分』を回収したことにより、深彩の病気は治ったのだ。

　だからもう深彩は健康体。治ち療りようはまだ完全ではないらしいが、少なくとも再びティファレが深彩の体に現れるまでは、大丈夫なのだ。

「でも、もしまたおねつがでたら……」

　だが、そうした経けい緯いを一切知らない深彩は、病気への不安を拭ぬぐい切れずにいる。

「大丈夫だ。兄ちゃんを信じろ。兄ちゃんはずっと深彩の傍そばにいるからさ」

「あにーはわたしなんかにかまってないで、しあわせにならなきゃだよぉ！」

「深彩さえ元気でいてくれれば、それだけで兄ちゃんは幸せすぎるくらいだよ」

　と、深彩がまたぷっくりと頰を膨らませ、いきなり翔の体を突つき飛ばした。

「む～……あにーのばか！　ばかちん！　にぶちん！」

　深彩がこっちを向いてあかんべーをしながら、階段を駆かけ上がる。

「深彩！　ちゃんと前を見て走って！」

　翔は慌てて言ったが、遅おそかった。

「だいじょ……にゅわぁあぁぁぁあっ!?」

　深彩がズルッと、階段を踏ふみ外はずす。

　瞬間、翔の火事場の馬ば鹿か力ぢからスイッチがオンになった。

「うおおおおおっ！」ダダダダダッ！　ガシッ！

　翔は光速で階段を駆け上り、深彩の体を背中から抱き止めた。
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「はぁ、はぁ……危な、かった……はぁ」

「あ、ありが……にゅあ？　あ、あ、あに……あにー？」

「ん？　どうした？　まさか足でも挫くじいたのか？」

「ムズムズ……するよぉ……」

　俯いた深彩の横顔。その頰が、若じやつ干かん赤くなっている。

「こ、こういうのは、あいすおねぇちゃんとしなきゃダメだよぉ！　わたしはダメ！　いもうとだもん！　はんざいだもん！」

「え、ちょ、それって……」

　恐おそる恐る、深彩の視線を追うと……ぽよん。

　翔の手が、背後から深彩の将来有望なはずのささやかなお胸を……揉もん？

「ふぁあっ!?」

　瞬しゆん間かん沸ふつ騰とう。翔はすぐさま深彩から離はなれ……すかっ。階段を踏み外した。

「おわあああっ!?」

　階段の角に何度も、強したたかに体を打ちつけて。翔は玄関まで落下した。

　だが、体よりも心が痛い。これはまずい。まずすぎる。

　翔は三度動き出そうとする妄もう想そうの気配に戦せん慄りつし、

　ゴッ！　と、壁かべに思い切り頭ず突つきした。

「くぅっ……くぉぉぉっ」

　湯ゆ気げが立ち上りそうなほどに、頭が痛熱い。しかし、その辛つらさで意識は上書きされ、けしからん妄想は未然に防げていた。

「何てことを、してくれるんだ……っ」

　これまでは、入院中の深彩の世話だのでその裸はだかを見たって平気だったのに。体を拭ふいてやるために何度だって触さわっているのに。

　命よりも大事な妹の胸を触ったところでエッチな妄想が動き出すなんて。そんなこと絶対にあってはならない。許せない。

「あ、あにー、だいじょうぶ～？」

　階段の上から、深彩の声が聞こえてくる。

「あ、ああ、大丈夫だ深彩。兄ちゃんは……大丈夫だ。絶対に……」

　自じ戒かいの念で、何度も何度もそう呟つぶやき。翔はこの時、決意した。

　いつか本当に、冗じよう談だんでは済まない妄想をやらかすまえに。

　深彩の命を巡めぐるあの事件で存在が発覚した、どこの誰とも知らない神芽の宿主。

　超ちよう能のう力りよくで翔の精神に干かん渉しようして、エッチな妄想をさせている犯人を見つけ出して、やめさせる……と。




　　　　◆




　小中高の一いつ貫かん校、英知学園の高等部。多くの生徒が昼食を取る昼休みに、赤茶けたツンツン頭の男子、山やま基き桜さくら之の介すけは中庭を駆けていた。

「こら待て～っ！　待ちなさ～い！」

　電磁棒を振り回すあいすを先頭に、風紀委員の女子たちが追ってくる。

「フハハッ！　超ちよう電磁シューズ！　ＧＯッ！」

　桜之介の運うん動どう靴ぐつが、音声入力でバチバチと電気を帯び、逃とう走そう速度を跳はね上げる。まるでフィギュアスケートのように、桜之介はいまや、高速で地面を滑すべっていた。

「くっ、変態のくせに、なんて速さなの!?」

　みるみるうちに、桜之介と風紀委員たちの距きよ離りが開いていく。

「さて、ここらでひとつ、眼にモノ見せて『もらう』としようか！」

　だが、桜之介はそこで、華か麗れいにＵターン。もう少しで逃にげ切れるという場面になって、進行方向を百八十度変えた。

「ちょっ、なんで……って、このっ！」

　突如逆走してきた桜之介に、あいすが電磁棒を振るう。しかし、高速で滑る桜之介を捉とらえることはできない。それどころか、

「ふひゃあああああああぁっ!?」

　桜之介が駆け抜ぬけた衝撃波により、彼女たちのスカートは、一いつ斉せいにバンザイしていた。

　ふと足を止めて、桜之介は振り返る。

　だが、その邪よこしまな視線は……『ＫＥＥＰ ＯＵＴ』。突如女子たちの腰よう部ぶに現れた秩ちつ序じよの光に阻はばまれ、秘密の花園を拝むことは叶かなわなかった。

「チッ、相変わらずふざけた光だ」

　英知学園に潜ひそむ正体不明の超能力者。まるでアニメの規制のような秩序の光で女によ体たいの神秘を守る、通つう称しよう『モラリスト』の仕し業わざである。

　その存在により、この英知学園では、女性の恥ち部ぶや下着を見ることができない。ゆえに、桜之介が主しゆ宰さいする、思春期の青い欲よつ求きゆうを持て余す男子の組織『アンダーハート』は、秩序への『性戦』を挑いどんでいるのだが。

　いま桜之介の手に、桃とう源げん郷きようを収めるべきカメラはなかった。

　これは写真を撮さつ影えいするための作戦ではなく、発見されそうになっていたアンダーハートの第二秘密基地（エログッズの宝庫）を守るための、緊きん急きゆう陽動なのである。

「皆！　絶対にあいつを捕つかまえるよっ！」

　暴風がおさまると、あいすたちが再び動き出した。

「よしよし、その調子だ」

　桜之介は再びスピードを調節して、風紀委員たちを引きつける。

　中庭から、校舎間の渡わたり廊ろう下かを横断して、次は校舎の脇わきを走り抜けて、また往復。　　そうして風紀委員たちを十数分引きつけ続けた桜之介はやがて、

「まあ、今日はこんなところか……」

　さらに加速して、追っ手をあっさり振り切った。だが、そうして校庭に飛び出した桜之介を待っていたのは。

「うふふ……そこまで、ですわよ、桜ちゃん」

　ふわふわな長い髪かみと、トレードマークだが似合わない眼帯。竹刀しないを手にした体は男子顔負けに身長が高い、ボン！　キュッ！　ボン！　な理想的ナイスバディ。

『快楽煩ぼん悩のうキラー』こと、斎さい藤とう悠ゆう子こ。超ちよう人じんと呼んで差し支つかえない武力を誇ほこる風紀委員……最強の敵が、校庭の中央で仁に王おう立だちしていた。

「覚かく悟ごはよろしくて？　秘密基地の場所、今日こそ吐はかせて差し上げますわ」

　この女のせいで、先日は三つある秘密基地のひとつを潰つぶされ、アンダーハートからは恐きよう怖ふに駆られた脱だつ退たい者しやが相次いだ。おかげでモラリストとの『性戦』はいまや、下心の陣営が極きわめて劣れつ勢せい。組織は壊かい滅めつの危機にすら瀕ひんしている。

　おそらくここで桜之介がやられてしまえば、本当にアンダーハートは終わる。滅ほろぼされることになってしまうだろう。

　だが……。

「生あい憎にくと、もうおまえにやられるわけにはいかねぇ」

　本番はここからだと、桜之介は気を引き締しめた。

　やられれば終わりだとわかっているからこそ、桜之介は毎日寝ねずに新兵器……いや、新エロ器の開発を重ねてきたのだ。

「下心の底力ってやつを見せてやるぜ！　全力全開ッ！」

　桜之介は九十度方向転てん換かんし、超電磁シューズのギアをトップに入れた。

　その速度は音速の領域。桜之介は常人の目では捉えられぬ風となって、広い校庭の端はしから端へと、トリッキーに動き回る。

　だというのに……ドガン！　校庭の砂が爆ばく発はつさながらに巻き上がると。

「うふふ……その程度で、逃げられるとでも思っていましたの？」

　悠子は狐きつねのように目を細め、平然と桜之介についてきていた。

「この、化物め……」

　それから何度ターンしても、悠子を振り切れない。ついてくる。

　ならばと桜之介は、左手首につけたブレスレット状のリモコンに右手を当てた。

（恐れるな、わかっていたはずだ。逃げられんのなら勝ち取れっ……できるはずだッ！）

　緊きん張ちようで激しく活動する心臓。脳で過か剰じように分ぶん泌ぴつされるアドレナリン。そして体の内から異様に湧わき上がってくる底力が、自信へと繫つながって。

「だが、これ以上好きにはさせねぇ……」

「無む駄だ口ぐちを叩たたく暇ひまがありまして？」

　悠子の竹刀が閃せん光こうと化す。それは過去何度もやられてきた、超怪かい力りきの一いち撃げき。しかし、いまの桜之介には……読めている。

　初手はいつだって必ず、脳天狙ねらい。それをかわせば、次に悠子がやるのは……。

「急ブレーキ！」

　桜之介が超電磁シューズにブレーキをかけた瞬しゆん間かん、一撃目の竹刀が目の前を通過し、校庭の地面を叩き割った。

「あら？　……でもッ！」

　再び煌きらめく閃光。悠子が下から上に、竹刀を切り返す。

　だが、それは想定の範はん囲い内。桜之介はバックステップで二発目もかわし、同時に左手の中指にはめた指輪を、腕うでごと悠子に突つき出した。

「越えるぜ、俺は！　くらえっ！」

　ビュビュッ！　指輪からピンクの透とう明めいな粘ねん液えきが噴ふん出しゆつする。

　トリモチと衣類溶よう解かい剤ざいを合体・発展させたその液体は、空中でみるみるうちに体積を増し……バシャン！

　空から振ぶりで無防備な悠子のボインにぶっかかると、今度は逆に収縮した。

「なっ!?　あ、くっ!?」

　悠子の体が地面に倒たおれ、トリモチ効果でその場に縫ぬい付けられる。

「ふ、ふは……ふははははっ！　やれたじゃないか！」

　未だに半信半疑ながら……宿敵を上回った。ついにしてやった。桜之介は歓かん喜きに打ち震ふるえ、倒れた悠子の体を衝しよう動どうのままに視し姦かんする。

「ククク……どうだぁ？　動けまい！　アーッハッハッハァ！」

「この液体は…………くぅっ!?」

　桜之介の下心はいまや、幼い頃ころに見た戦隊ヒーローものなんかで、ピンクが緊きん縛ばくされていた時のような興奮に浸ひたっていた。

「本当に……動けない？　そんな……」

　悠子の頰ほおが朱しゆに染まる。苦労して透明にした甲か斐いもあって、トリモチの向こう側で、制服が虫に食われるかのようにどんどん溶とけていくのが丸見えだ。

　漂ただようぬめぬめのエロチシズム。肌はだ色いろ。どれほど柔やわらかいのか想像もつかない巨きよ乳にゆうの上乳に下乳、引き締まったくびれ。

「最ッ高にいい眺ながめ…………チィッ！」

　モラリストの光のせいで、溶かしたブラの下をすべて拝めないのは、まったくもって腹立たしい。だが……、

「わたくしが、こんな……ッ」

　恥ち辱じよくにまみれた悠子の表情を特等席で眺めるのは、やはり気分が良かった。

　この光景が持つ意味は、大きすぎて余りある。

　アンダーハートが壊滅寸前？　否いな。ここからは、再起だ。

　桜之介の勝利を知れば、下心の勇者たちは必ず立ち上がることだろう。

「本当に越えられた、というのなら……わたくしは……ッ！」

「悪いなキラー。勇者たちの下心を鼓こ舞ぶするのに、一役買ってもらうぜ？　勝利の証あかしに、一枚、ってな」

　ポケットから小さなカメラを取り出し、悠子に向ける。

　そうして嬉き々きとして覗のぞき込んだファインダーには、

「……ん？」

　どアップの竹刀が写っていた。
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　本校舎の屋上に、ひとりの少女がいた。

　デフォルメした桜の花を真っ二つにしたような形の白。そんなヘアピンが飾かざられた長い髪は、生まれ持った黄金色。海のような蒼あおい瞳ひとみもまた、作り物ではない本物。

　一見しただけで、ナンパな男ならまず放ってはおかない、そうでなくとも意識はしてしまうだろう、非現実的な美しさを漂わせる少女は、しかし。

「また、やっちゃった……」

　整った顔に影かげを落とし、一人ぼっちで、盛大なため息をついていた。

「どうしてこういつもいつも……あたしは、ただ……」

　少女は屋上のフェンスをがしっと摑つかみ、悔くやしそうに俯うつむく。

　と、その時、空から悲鳴が聞こえてきて？

「おあああああああああっ!?」

　ズドーン！　突とつ如じよ、屋上のコンクリートが破は砕さいされ、粉ふん塵じんが舞まい上がった。

「きゃあっ!?　って、何？　何何何なの!?」

　風で粉塵が晴れていけば、まず現れたのは、穿うがたれたクレーター。その中心で。

「痛ァッ!?　バカな……アレを千切った、だと……」

　ついさっきまで校庭にいた桜之介が、腹を抱かかえて倒れていた。

「くそっ！　クソッ！　ふざけるなよキラー！　次こそはおまえを……ッ」

　涙なみだながらに地面を叩く桜之介に、少女が駆かけ寄よる。

「そ、空から男の子？　普ふ通つうこういうのは女の子じゃ……って、まさか、新あら手ての告白!?　さすがにそこまでしなくても良くない!?」

　やがてよろよろと立ち上がった桜之介が、ようやく少女の存在に気付いた。

「む？　お、おまえは『ゴールデンヴィーナス』？　なぜこんなところに……」

「なぜって……アンタこそ、空から降って来て何のつもり？　そこまでしてあたしにアピールしたかったわけ？」

　少女が腰こしに手を当て、偉えらそうに言った。しかし、桜之介は、

「…………これは、ツイている……か？　ならば……良し、よしヨシッ！」

　まったく話を聞いていなかった。

「無視とか……いったい何なの？　意味わかんないんだけど！」

　少女が桜之介に詰つめ寄ると、桜之介はまるで哀あわれな者を見下すような目になった。

「高たか飛び車しやを気取って、楽しいか？　相変わらず寂さびしい女だ」

　この指し摘てきに、少女は激げつ昂こうした。

「ハァ!?　あ、あたしは別に、寂しい女なんかじゃないわよ！」

「冗じよう談だんはよせ。俺はおまえのことを熟じゆく知ちしている」

「さらっと変態的なことを言ってくれちゃって……でも、勘かん違ちがいとかやめてくれる？　あたしは別に寂しい女じゃない。友達だって、その……た、たくさんいるんだから！」

「……はいはい、そうだな」

「何よその態度。信じてないわね？　い、いいわ、それなら今から、何人か呼びましょうか？　あたしが頼たのんだら、皆みんな心配してすぐ飛んで来てくれるんだから！」

「いや必要ない。言ったはずだ、俺は知っている。それよりも、だ」

　桜之介は強引に話を切り上げ、ニヤリと、口元を歪ゆがめた。

「なぁヴィーナスよ、これも何かの縁えんだ。この俺とひとつ、取引をしてみないか？」

「とり……ひき？」
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「説明を要求する！　とでも言いたそうな顔ですね、先せん輩ぱい」

　長く艶つややかな黒くろ髪かみを優ゆう雅がに払はらい、体操服姿の後こう輩はいが言った。

　放課後、翔は本校舎の隣となりの特別教室棟とうの屋上にあるプレハブ小屋……第二図書室へとやって来たのだが。

　私物化されたこのオタク部屋の主あるじ、虹にじ元もと夢む依いを前にして、呆あきれ顔でため息をつくはめになっていた。

　一年生の学年首席でありながら、自じ称しようプロのオタクな彼女は、何かとゲームの『イベント』になぞらえて翔をからかう。きっとこれも、その一いつ環かんなのだろうが。

「とりあえず、何かはこうよ……」

　いま彼女の股また一帯を隠かくしている奇き妙みような光は、紛まぎれもなくモラリストによる秩ちつ序じよの光である。それが現れている以上、あの向こう側は、つまり。

「はいていますが何か？」

「え？　じゃあ、なんで光が出てるのさ」

「それはあのペタンコに聞いてください」

「あの清野さんが誤作動、なんて思えないけど？」

　公おおやけには秘密だが、モラリストの正体はあいすである。

　指定したエリア内……英知学園に秩序の光を自動展開させるほか、独立した物理的なバリアとしても使える、というのが、彼女の神芽『輝愛ゴツドライト』の能力なのだった。

「心が狭せまいんですよ、あの女は。まったく、とんだイベント妨ぼう害がいです」

「と、言われましても……」

「しかし、無む駄だなこと。フフフ」

　憤ふん慨がいした様子から一転して、口元をニヤリと歪められると、嫌いやな予感しかしない。

「私はプロのオタ充じゆうですからね。この程度の障害、どうということはありません」

　と、夢依は床ゆかに脱ぬぎ散らかしてある制服に、がさごそと手を突っ込んだ。

　取り出されたのは携けい帯たいゲーム機。その画面はいま、虹色に光っていた。

「さあ先輩、行きましょう」

　あいすと同じように、夢依も超ちよう常じようの力を持つ神芽の宿主なのだった。

　彼女のそれは、画面の中の世界に入り込み、創作物のキャラクターが持つ特とく殊しゆ能力を操あやつれる、という神芽、『真世界アナザーデイメンジヨン』。

「ちょ、ちょっと待って！」

　画面から溢あふれた虹色の光が翔の視界を埋うめ尽つくすと、周囲の景色はブロックを積み上げるようにして、妙みように未来的な設備の調った保健室へと再構築されていった。

　そして、『真世界アナザーデイメンジヨン』の中はあいすの『輝愛ゴツドライト』の指定エリアではないため、秩序の光は消え失せて……。

　夢依の際きわどすぎる食い込みラインと、妙にツヤが出ているように見えるお尻しりが

「ぶっ!?!?!?」

　翔は思わず噴ふき出し、手で目を覆おおい隠した。

「なんでパンツしかはいてないんだ！」

「失敬な。これはズボンです」

「君が何を言っているのかわからない！」

　指の隙すき間まから夢依の上半身だけを見れば、彼女はどこから取り出したのか、一冊の文庫本を速読していた。

　瞳には虹色の光。それは夢依が、キャラクターの能力を獲かく得とくするための動作だった。

「イマジネイション……」

　ピコッ、とか、フワッ、とか、そんな感じの音が聞こえて。

　夢依の体に、丸っこい獣けも耳みみと尻尾しつぽが出現した。

　もう見るからにふわふわで、思わずもふもふしたくなってしまう。

「どうでしょう先輩。こういう私は、好みだったりしますか？」

　そう言って夢依が取ったのは、お尻を際立たせる雌め豹ひようのようなポーズ。そんな彼女に、甘い声と上うわ目め遣づかいでおねだりなんてされようものなら……。

「ああもうっ！　まずいって！」

　翔はその場で蹲うずくまり、保健室の床にガンガンと頭を叩たたきつけた。

「ぐ……ぉぉぉ…………」

　危あやうく罪深い妄もう想そうをしてしまうところだった。だが、まだ終わっていない。

　夢依がこれ以上変なことをするまえに、早くこの『真世界アナザーデイメンジヨン』から脱だつ出しゆつしなければ。

「消えてくれえぇぇぇっ！」

　翔が保健室の床を睨にらみつけて叫さけぶと……バリン！

　まるでガラスのように、『真世界アナザーデイメンジヨン』の景色が丸ごと砕くだけ散った。

　さきの深彩の一件で、翔がティファレから借り受けることになった神芽『救済イレイザー』。その大きく三つに分かれる能力のその二、神芽の力を打ち消す『消しよう滅めつ』を使ったのだ。

　ふわり、という無重力感がやってきて、周囲の景色が第二図書室内に戻もどっていく。

　それを確認してから顔を上げて見れば、夢依の腰よう部ぶには再び、秩序の光が現れていた。キャラクターの能力は現実には持って来れないため、夢依の獣耳と尻尾も消えている。

「またつれないことを……」

　夢依は呆れ顔をしていたが、呆れたいのは翔の方である。

「別にいいじゃないですか、エロ妄想くらい」

「よくない！」

「アブノーマルな妄想に使って頂けるのなら、私としては歓かん迎げいですよ？」

「からかわないでくれ！　僕はそういうのに興味はな」

「『噓うそだッ！』ですッ！」

　異常に強い語調だったため、翔は一いつ瞬しゆん気け圧おされてしまった。

「い、いや、噓なんかじゃ……」

「私はちゃんと知っていますよ？　先輩の劣れつ情じようが、どれほど激しいのか」

　夢依の表情がいやらしく歪む。

「それは誤解だ！　僕の意思じゃなくて、誰だれか別の神芽の宿主の仕し業わざなんだって、ちゃんと説明したよね!?」

「ええ。しかし、すでに先輩とひとつになった私には、そんな言い訳は通りません」

「誤解を招く表現はやめてくれ！」

　そんなことをした覚えなんてない。

「いっそこのまま保健体育の実習でもしますか？　いいですよ、その……先輩なら」

　夢依が急に赤面して俯うつむき、もじもじとする。それがまた、演技だとわかっていても、妙にいじらしくて、かわいくて……ガンッ！

　翔は再び床に頭ず突つきした。

「ほどほどにしてくれないとさすがに怒おこるよ!?」

　翔が第二図書室に来たのは、こんなやり取りをするためではない。彼女は摑つかみどころがなさすぎるため、機き嫌げんを損そこねないように大人しくしていたが、もう限界だった。

「はぁ……残念です。またフラれてしまいました」

「だからなんでそうなるんだよ!?　とにかく早く着き替がえて！」

「……まあ、いいでしょう。無茶振ぶりでフラグを折るつもりはないですし、何より、先輩がこの私を頼ってくれたのは、喜ぶべきことですからね」

　夢依が笑みを浮うかべながら、床の制服を拾ひろい集める。

「って、ちょっと待って、頼る、って、なんでそれを？」

「ネタばらしをすると、先輩に貸したゲーム機の中で、今朝私、盗とう聴ちようしてました。まああの流れからすれば、先輩のことですから、こうなるかなと」

　夢依が携帯ゲーム機同士の中を画面内能力でワープできるのは知っているが、不法侵しん入にゆうに加えて盗聴とは、まったくひどい話もあったものである。

　翔は思わず、それは犯罪だと、苦情のひとつも言おうとしたが。

「ああ、ここは目を瞑つぶるところですよ、先輩。だって私、先輩がご所望しに来られた調査、もう終わらせてますから」

　そう言われては、引き下がるしかないのだった。
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　制服に着替えた夢依に連れられて、翔は中庭にやって来ていた。

「しかし、いざ調べると案外わかるものですね。各女子のあだ名と超常の噂うわさ。たとえば『アルティメットイーター』と『奇き跡せきの蛇じや口ぐち』とか、露ろ骨こつに符ふ合ごうしますし」

　あいすの『モラリスト』や、夢依の噂である『第二図書室の妖よう精せい』。この英知学園には、そんな感じで他にも、超ちよう能のう力りよく者の噂がいくつかある。

　翔は以前は気にも留めなくて、全然知らなかったが。それらはほぼ間ま違ちがいなく、神芽の宿主の仕業である。そして、その中の誰かが、翔の精神に干かん渉しようしている犯人であるとの仮定のもと、夢依が目をつけたのが……。

　中庭の芝生しばふの中央にぽつんと立つ、一本の桜の木。

「虹元さん、この木が？」

「ええ、最高頻ひん度どの発生地点です」

　その噂の通つう称しようは、『恋こいの幻げん覚かく』。

「幻覚が見えた状態で告白が成功すると、絶対に幸せになれるらしいですよ？　まあ成功した人間が実在しないので、まるでアテになりませんが」

　成功例がないのに噂になるとはどういうわけなのか、まったく不思議な話である。

「重要なのは数多あまたある失敗の事例……噂を信じた男子がコトを起こした際、相手がとにかく美しく、最高に魅み力りよく的に見えるという幻覚症しよう状じようが起きることです。そして、それを見てなお恋破れた男子は、幸せどころか愚おろかにも……」

「過か剰じように性せい欲よくが高まって、続々とアンダーハートに加入していた……か」

　夢依の考察によるとその効果は、洗脳といった類たぐいの能力。そして、翔が見させられているエッチな妄想。あれもまた、そんなようなものだから。

　容疑者とする条件は、揃そろっているように思えた。

「さて、では先せん輩ぱい……いえ、工鳴、翔先輩」

　と、夢依がゆっくりと木の幹みきに背を預け、真正面から翔を見み据すえた。

　気のせいか、胸に手を当てて目を瞑る彼女の頰ほおは、ほんのり赤くなっているような？

「ど、どうしたんだい虹元さん？　いきなり改まって」

「この場合、正確に引用できないのが癪しやくですが」

　どうも夢依は、彼女らしくないしおらしい感じで……。




「虹元夢依は、工鳴翔を、愛しています。世界中の、誰よりも」




「ッ!?!?!?!?」

　とんだ不意打ちだった。




　　　　▼　▼　▼




　学園の中庭にある桜の木の下で。

　翔は俯く夢依の姿に、口元を歪ゆがめ……鼻で笑った。

　それは普ふ段だんの翔からは想像もできない、もはや別人としか思えない、下げ卑びた笑み。

『確認するよ？　それは僕と付き合いたい、ってことでいいのかな？』

『……ええ、もちろんです』

『なるほど。普段の君から考えたら、本気みたいだね。でも……』

　一歩、また一歩。翔はゆっくり、未だ幹に背を預けている夢依に歩み寄る。

『君の言を借りれば、こういう時は、等価交こう換かん、になるんじゃないかな？』

　夢依はその間微び動どうだにせず、真しん剣けんな眼まな差ざしで、翔を見つめていた。

『僕と付き合いたいのなら、相応の誠意、ってやつを見せてもらわないと』

『私に、どうしろと？』

『ははっ。ひとつになった仲なんだ。それくらい自分で考えようよ。イメージするのは、得意だろう？』

　挑ちよう発はつ的なひと言で、夢依が黙だまる。それから、たっぷり数十秒。

　まるで雰ふん囲い気きを盛り上げるかのように。そよ風が二人の間を駆かけ抜ぬけ、それぞれの髪かみを揺ゆらした。

『……わかりました』

　失笑と共に、夢依は自分の制服に手をかけた。

『先輩の獣じゆう性せいが、この私に疼うずいてくれたというのなら本望。ええ、いいでしょう』

　ベスト、そしてワイシャツと、夢依が自ら制服を、次々と脱ぬいでいく。

『代価はこの身。……捧ささげますよ。その意味するところは、ただひとつ』

　ブラジャーまで外した夢依の胸に、モラリストの光が現れた。

　一糸まとわぬ姿……とはいかず、なぜか縞しま々しまのニーソックスだけははいたままだが。それは彼女なりの矜きよう持じなのだろう。

『貴方あなたの……奴ど隷れいになります』

『ふふっ……いい子だ』

　夢依の宣言を受けて、翔は優しく彼女の頭を撫なでた。

「ちゃんと言えたいい子の期待には、僕としても応こたえてあげないと、だね」

　翔は夢依の細い腰こしに右手を回し、その体を抱だき寄よせる。そして左手は……彼女の小ぶりな胸を鷲わし摑づかみにした。

「あっ……せ、先輩、ここは……せめてキスからにしませんか？」

「大だい丈じよう夫ぶ、目め一いつ杯ぱい優しくしてあげるよ。君はいまから、僕の……ペットだ」

　見下ろした視界に入るのは、照れた夢依の顔と、胸を隠かくすうざったい光。

　胸はすでに摑んでいるが、その変形具合を見られないのは、煩わずらわしいから。

　翔はただ邪じや魔までしかない秩ちつ序じよの光を睨にらみつけ。

「……消えろ」




　　　　▼




　パリン！　割れ砕くだけたのは、翔がやらかしてしまっていた妄もう想そうそのものだった。

　タイムオーバー。翔が持つ神芽『救済イレイザー』の能力その三『減げん衰すい』。翔の身に降りかかる神芽の力が、自動的に本来の百分の一程度の効果にまでカットされたのである。

（だから誰なんだよあれは！　僕は誓ちかってあんなことは言わない！　絶対にだ！）

　正気に戻った翔はまず頭を抱かかえ、その場に蹲うずくまった。

　どうして妄想の中の翔は変に強気だったり気持ち悪かったりナルシシストだったりと、本人の性格からかけ離はなれがちなのか。

「ぬ……おぉぉぉぉぉ……くぅっ……ふざけるな……認めない……ッ！」

「その反応はいくらなんでもヒドくないですか？　……傷つきます」

「え？　……えっと、いや、これは……」

　四よつん這ばいのまま顔を上げれば、夢依が不満そうに、翔を見つめていた。

　そこで翔は、妄想の元げん凶きようとなった状じよう況きようを思い出し、

「い、いやいやいやいや！　その、気持ちは嬉うれしいけどその！　え、ええっと！　ど、どどどどう答えたらいいのか……。僕と虹元さんはつり合わないにもほどがあるというか、あんまりにもいきなりすぎてどう言ったらいいのかわからないというか……」

　すっかり、しどろもどろになってしまったのだった。

「はぁ……これは失敗、でしょうかね」

　しかし夢依はというと、翔を見下ろしながら、周囲をぐるぐると回っていて？

「これだから噂というヤツは無責任です。幻覚、出ませんでした」

「え、え？　あ、あれ？」

　まさか、まさか？　翔が恐おそる恐る夢依と目を合わせると。

「……本気にしてくれました？」

　彼女の顔が、悪漢さながらに歪んだ。

「ま、また僕をからかったのか!?」

「さて、どうでしょうね。しかし先輩は、イイ顔、していましたよ？　フフフ」

「うぅぅ……やめてくれないかな、心臓に悪い……」

　おかげでまた妄想をやらかしてしまった。穴があったら入りたい。

　翔は団子虫のように体を丸めて呻うめいた。

　と、そんな時、いきなり夢依の舌打ちが聞こえ？

「翔ちゃん、大丈夫？」

「せ、清野さん!?　どうしてここに!?」

　顔を上げれば、あいすが心配そうな顔で、翔の目の前に屈かがんでいた。

「って、これは違ちがッ、誤解だよ!?　僕は何も！」

　またエッチな妄想をしていたなんて知られたら、きっと彼女は怒おこるから。翔は良からぬことになる前にと、大おお慌あわてで言った。

「大丈夫だよ翔ちゃん。大体、想像はつくから……」

　だが、立ち上がったあいすは、翔ではなく夢依に目を向けていた。

「虹元さん、翔ちゃんをからかうのはやめてって、私、何度も言ったよね？」

　その瞳ひとみからスーッと光が消え、声のトーンが低くなる。

「私は私のイベントをこなす。それだけの話です。サブキャラごときが、メインルートに乱入してこないでください。邪魔です」

　あいすの登場を受けて、夢依もまたなぜか、露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんになっていた。

「勝手なこと言わないで。これ以上純じゆん粋すいな翔ちゃんを弄もてあそぶなら……私、怒るよ？」

「どうぞご自由に。私が貴女あなたに敗やぶれることなど、二度とありはしません」

　夢依が腰のベルト……ブックホルダーから、携けい帯たいゲーム機を取り出す。

「ふぅん。やる気なんだ？　そっちがその気なら、こっちだって」

　あいすもまた、腰にぶら下がる電磁棒を手に取り、構えた。

　空気はもはや一いつ触しよく即そく発はつ。このままではまたいつかのように……。

「ま、待って待って待ってストーップ！」

　翔はすかさず、二人の間に割って入った。

　学園の中庭なんかでやり合ったら、誰だれかに見られてもおかしくない。

　ただでさえあいすは翔の『嫁よめ』なんて揶や揄ゆされて、迷めい惑わくしているだろうに。そこにまた変な噂うわさが加わるようなことは、できれば避さけたいから。

「どうして君たちはすぐそうやって喧けん嘩かするんだ!?　同じ神芽を持つ者同士、せっかく知り合えたんだから、もう少し仲良くしようよ！」

　翔は早口でそう捲まくし立てた。しかし……。

「翔ちゃんのそういうところも……ごにょごにょ、だけど……はぁ」
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「相変わらずなそのニブハートの構造、『わたし、気になります』です。……はぁ」

　揃ってため息をついた二人は、呆あきれ顔になっていて？

「え、あ、あれ？」

　結果的に二人の衝しよう突とつが止まったのはよかったが、なぜかとても、視線が痛い。

「まあ、いいでしょう。先輩に免めんじて引きます。それで？　ペタンコはなぜここに？」

　夢依が気を取り直して腕うでを組み、あいすに尋たずねた。

「まさか先輩に発信機でも仕し掛かけている、なんてことはないですよね？」

「そそそそそそんなことしてないよ!?」

「…………自じ爆ばく乙おつ？」

「違うもん！　私はただ仕事中で……偶ぐう然ぜん翔ちゃんが見えたから、その……ねぇ翔ちゃん、あの変態、こっちに来てない？」

「変態っていうと……」

「あのクレイジーガイ以外にいないでしょうね」

　下心に忠実すぎるエッチな男子たちの組織、アンダーハートの首しゆ魁かい、山基桜之介。

　彼は怨おん敵てきである秩序の光を打ち消せる翔を、組織に引き込もうと躍やつ起きになっていたが、そういえばここ数日は、翔の前に姿を見せてはいなかった。

　それは風紀委員の熱心な活動により、アンダーハートという組織そのものが崩ほう壊かいしつつあるからだろうと、翔は勝手に思っていたのだが。

「あいつ、今日妙みように手て強ごわいの。悠子ちゃんは責任を取るとか言って、妙に張り切ってるんだけど……」

「そういえば、斎藤さんは？」

「まだ追いかけてると思う。はぁ、今いま頃ごろどこかで捕つかまえててくれないかなぁ……」

　あいすの表情が曇くもる。その不安の理由は、翔にもわかった。

　最強の風紀委員である悠子が、桜之介に一いつ杯ぱい食わされた、という衝しよう撃げきの事実は、もう校内に知れ渡わたっていたのだから。

「このままじゃアンダーハートが復活しちゃう。せっかくがんばったのに……」

　悔くやしそうにあいすが呟つぶやく。

「大丈夫だよ。僕はもう二度と、彼らには力を貸さない。僕は清野さんの味方だ。だから、清野さんの神芽があれば、絶対、大丈夫」

　翔にその気がない限り、桜之介たちはあいすの『輝愛ゴツドライト』を破れない。仮にアンダーハートの活動がまた激化しても、彼らが欲ほつする、局部が露ろ出しゆつしているようなエッチな写真は、秩序の光が邪魔でまともには撮さつ影えいできないのである。

「それでももし、その……不安で、僕に何か手伝えることがあるなら、いつでも言って。力になるから」

「ありがとう、翔ちゃん。……そう言ってくれると、嬉しいな」

　あいすが頰ほおを赤らめ、俯うつむく。まるで、甘えたいのに我慢している子犬のよう。

　その仕草のひとつひとつが、翔にはひどく愛らしく感じられて……。

「『させるかっ！』ですっ！」

　その時、夢依が目にも留らぬ早はや業わざで……スパン！「のわぁっ!?」

　翔は不意に足を払はらわれ、転てん倒とうした。

「さっきいい雰ふん囲い気きになった女の前で、他の女を口く説どくのはどうかと思いますよ、先せん輩ぱい」

「えっ？　い、いや、これはそういうのじゃなくて！　僕は純粋にだね！」

　翔は顔を真っ赤にして、腕をパタパタと振ふった。

「そそそそうだよ!?　翔ちゃんにはヘンな下心なんてあるはず……ねぇ、そうだよね？　翔ちゃん」

　もちろん！　と力説したいところなのだが。翔はその時、今朝あいすでやってしまった妄想のことを思い出してしまって。

「そ、そう……だと思う……」

　どうにも返事は歯切れが悪くなってしまったのだった。

「って、そんなことより！　翔ちゃんは、こんなところで何してたの？」

「へ？　い、いや、それはですね……」

　そして今度は、歯切れが悪いどころか言い淀よどむ。本当なら翔は、真っ先にあいすの力を借りたかったのだが。

　彼女には……言えなかった。

　理由は、神芽の暴走だ。宿主の意思に対する否定的な現象が引き金となる暴走は、場合によっては宿主の精神を壊こわしてしまいかねない。

　そしてあいすの神芽『輝愛ゴツドライト』は、全三段階からなる暴走の第一段階が普ふ通つうの状態という、特異な神芽。その暴走の片へん鱗りんが、エッチなことで怖こわく豹ひよう変へんする、あのあいすである。

　もし翔が話せば……巻き込めば。彼女はまたふとした拍ひよう子しに神芽の暴走段階が上がり、以前のように錯さく乱らんして、人体のリミッターも外れて大暴れして、心も体も傷つくことになるかもしれない。

　翔はそれが嫌いやだから……。

　翔は彼女には内ない緒しよで、夢依を頼たよることにしたのだった。

「先輩はただ、私のイベントに拉ら致ちられているだけです。そうですよね？」

「えっ……？」

　突とつ然ぜんの助け船に続いて、交わされるアイコンタクト。その時夢依の口は、『任せて』と、発音せずに動いた気がした。

「それよりペタンコ、貴女は、行かなくてもいいんですか？」

「え……どこに？」

　夢依が唐とう突とつに、中庭の端はし……渡り廊ろう下かの先を指さした。

　翔とあいすが、思わずそちらに目をやると……。

「ふぉおおおおお！　来るな！　来るんじゃねぇえええええええええっ！」

　Ｆ１エフワンマシンが通り過ぎたような音を響ひびかせて。桜之介が渡り廊下の向こう側を滑すべり抜ぬけて行った。

「うふふ……今度こそ、ちゃんと捕まえて差し上げますわ」

　さらに悠子が、爆ばく発はつさながらに粉ふん塵じんを巻き上げつつ、一足飛びに桜之介を追って行く。

「あ───っ！　いた──────っ！」

「清野さん！　早く追いかけないと！」

「え？　えっと……でもっ！」

「おや？　ここでまさかの役職放ほう棄きですか？　おやおやぁ？　いいんですかぁ？　先輩の前でそんなことをして。フフフ……」

「うぅっ……し、しょうがない！　翔ちゃんまたあとで！　虹元さん、これ以上翔ちゃんを弄んだらダメだからね！」

　そして、あいすもまた、本来の仕事を思い出したのか。桜之介と悠子を追って、全速力で駆かけ出した。

「……運が良かったですね、先輩」

　走るあいすの背を見つめながら、夢依がぼそっと呟いた。

「斎藤さんたちが来るって、よくわかったね」

「かすかなサウンドにあり得ないアースヴァイブレーション。私は自分の読みに全力でベットしただけのこと。勝負師なら常識です」

「……ごめん、よくわからない」

「構いません。まあこの程度こなせないようでは、私のランクが上がりませんからね」

「いやますますわからないよ!?」

「私はわかっていますよ？」

　と、夢依は一度ため息をついてから、急に神しん妙みような顔になって……？

「あの女を巻き込みたくない。だから面めん倒どうを承知で私を頼った。……ですよね？」

「ッ!?」

　冗じよう談だんでは色々と言っているが、彼女は一体、どこまで翔のことをわかっているのだろう。『救済イレイザー』の減げん衰すいが発動した覚えはないので、いつかのように画面内の能力で翔の心を読んだ、ということはないだろうに。

　当たりすぎていて、少し、怖い。

　だが、翔の考えを理解し、先回りで協力してくれる彼女の存在は、怖さと同時に頼たのもしくもあった。

「ごめん……ありがとう、虹元さん」

「心から出ただろうその言葉だけで、私は……フフフ、濡ぬれてしまいそうですね。先輩、ひとつ責任、取って頂けますか？」

「そんな風にふざけないでくれると、素直に感謝もできるんだけど」

「私はこういう関係も嫌きらいじゃないですよ。まあ、現状の対戦ダイヤは不服ですが、遠からず、必ずひっくり返してみせます」

「……ダイヤ？」

　宝石か、それとも電車の時刻表？　どちらも違う気がするが……なんだろう。

　やっぱり彼女の発言は、意味がよくわからなかった。




　　　　◆




　あいすと別れてから、翔たちはずっと学園内のあちこちを回り、空が夕焼け模様になってもまだ、『恋こいの幻げん覚かく』が出現するかどうかの検証をしていた。

「ここも出ない、と。はぁ……全部空から振ぶりでしたね」

　中庭から始まって、屋上に保健室に音楽室に体育館。しまいには、いまいる高等部の正門。夢依はそれらの場所すべてで、いちいちさっきのように、翔に告白していた。

「はぁ……虹元さん、それ毎回やる必要ってあるの？」

　冗談だとわかっていても、夢依がその都度ムーディーなフリをするものだから。つい万が一、なんて思ってしまって、妄もう想そうしそうになってしまって。

　おかげでいまや、翔の頭はタンコブだらけである。

「先輩はそろそろ慣れてください。しかし、こうなると困りましたね。私が間ま違ちがえている？　でも現状からして……いえ、さすがにそれは……だとすれば……」

　灰色の脳のう細さい胞ぼうをフル稼か働どうさせているのか。夢依が顎あごに手を当てて考え込む。

「可能性は薄うすいでしょうが、仕方がありません。ひとまず次点をあたりましょう」

　やがて彼女は、口くち惜おしそうにそう言った。

　……その直後。

「どいてどいてどいて────ッ！」

　どこか『遠く』の方から、女の子の叫さけびが聞こえてきた。

「んん……？」

　振り向けば、金きん髪ぱつの女の子が、校庭をまっすぐ、結構な速さで走ってきている。

　どうも彼女は相当急いでいるようなので、翔は三歩大きく下がり、道を空あけた。

　……空けたのだが。

「……って、あれ？」

「ぶつかるでしょバカ───ッ！」

　不幸にも（？）金髪の女の子もまた翔を避さけようとして、動いた翔の方に突つっ込こんできた。

「えぇぇぇぇぇぇっ!?」

　ドンッ！　配はい慮りよも虚むなしく二人は衝しよう突とつし、翔は地面に押おし倒たおされ……、

「い、痛たたた……だ、大だい丈じよう……ッ!?!?!?」

　自分に馬乗りになっている女の子を見るや否いなや、翔は目を見開いた。

　夕日で輝かがやく金髪に、澄すんだ蒼い瞳ひとみ。顔立ちはまるでアイドルみたいにかわいくて。スタイルもモデルみたいに、出る所は出て、締しまる所は締まっていて。

　翔は思わず、見み蕩とれてしまった。

「ゴールデン……ヴィーナス？」

　怪け訝げんそうな夢依の呟つぶやきにより、翔の中で顔と名前が一いつ致ちする。

　名前は確か、美み郷さと・なんとか・エリーザベト。略して、美郷エリー。どこか外国の血が混じったクオーターで、学園きっての美少女と称しようされる二年生だったはずだ。

　なるほど、確かにその評判もうなずける。オーラがある、と言えばいいのだろうか。

　彼女の背後には、やたらとキラキラ輝く薔ば薇らなんかが見えているような気すらする。しかしそれも、彼女の魅み力りよくの前ではただの引き立て役でしかなく……。

「どこ触さわってんのよバカ─────ッ！」

　パシン！「おぶっ!?」

　なぜかいきなり平手打ちされた。

「何!?　何で!?　どういうこと!?」

「うるさいバカッ！　エッチ！　変態ッ！」

　翔に乗っかったまま、エリーが喚わめき散らして暴れる。

　擦こすれる太ふと股ももの感かん触しよく。健康的な肉圧が、翔の股こ間かんを襲おそう。

　困ったことに、彼女が非現実的な魅力を放っているものだから、ムズムズが余計に加速していたたまれない。

（くあっ!?　ま、また妄想がっ!?）

「どうしてくれるのよ……」

　翔が歯を食いしばったのとほぼ同時に、エリーが翔の手を摑つかんだ。

　そして彼女は、いきなりしおらしくなって、俯うつむいて……？

「う、うちの家訓では、胸を触らせた男と結けつ婚こんしなきゃなんだからね……」

「いや触ってないからね!?　わけがわからないよ！」

「わからなくても、その……責任、取ってもらわないと困……ふひゃっ!?」

「そこまでにしてください」

　と、夢依が乱暴に、エリーを翔から引ひき剝はがした。

「急な方向転てん換かんにオワコンまがいの設定……先せん輩ぱいはともかく、この私は誤ご魔ま化かせませんよ。貴女あなた、いまヒット確認しましたよねぇ？」

　まるで昔ながらの不良がガンをたれるように、夢依の眉み間けんに皺しわが寄る。

「虹元さん……どういうこと？」

「自分から先輩にぶつかりに行ったんですよ。この『肉』モドキは。いまのはわざと。さっきの家訓とやらも、間違いなくでっちあげです」

「えっと……そ、そうなのかい？」

　翔は思わず、当人に尋たずねた。

「へ？　い、いや、あの……こっ、これは違ちがッ！　あ、あたしは！　そ、その！」

　エリーが図星ですと言わんばかりに、顔を真っ赤にして立ち上がった。

「か、風が強くて足が滑ったのよ！　変な言いがかりとかやめてくれる!?」

「いま無風ですが？」

　もはや翔ですら苦笑いしてしまう言い訳だった。

「まったく……説得力という言葉を知っていますか？」

　夢依にキリッと睨にらまれたエリーが、後ずさる。

「な、なによ……何か文句あるわけ!?」

「あるに決まっているでしょう。私のイベントの邪じや魔まをした上に、先輩の純心を弄もてあそぼうというのなら、ただでは済ませませんよ？」

「君がそれを言うのもどうかと……」

「先輩は黙だまっていてください」

「は、はい……っ」

　夢依の目があまりに怖こわくて、翔は身を縮ませた。

　エリーに詰つめ寄よる夢依が放つ雰ふん囲い気きは……多分、殺気。その鋭するどすぎる視線に射い貫ぬかれただけで、翔は本当に死ぬかと思った。

「狙ねらいは、何です？」

「あ、あたしは別に……だから勘かん違ちがいだって」

「何か、と聞いているんです」

　一歩、また一歩。夢依が進む度たびに、エリーが下がる。そして、追おい詰められたエリーの背が、校門脇わきのフェンスに当たった。

「三分間……いえ、三秒待ちます。白状なさい。でなければ……」

　夢依が右手の指を三本立てる。一方、翔が死すら感じた視線をモロに向けられているエリーは、みるみるうちに涙なみだ目めになっていった。

「三、二、一……」

　容よう赦しやなく進むカウントダウン。その指が全て折られる直前に、

「ぜ、全部アンタのせいじゃない！」

　エリーは涙目のままテンションを急きゆう上じよう昇しようさせ、ビシッと夢依を指さした。

「アンタがずっといるからタイミング見つからなかったのよ！　このお邪魔虫！　だからもうしょうがないって、あたしは、勇気を出してッ！」

「……何の話です？」

　と、エリーは後退から一転、ずんずんと肩かたをいからせて前進し？

「このバカッ！」

　ガシッと、翔の胸むな倉ぐらを両手で摑んだ。

「え、ぼ、僕!?　何で!?」

「何でって、それは、その……えっと……」

　たったそれだけの問答なのに。なぜかエリーは、みるみるうちに萎しぼんでいった。

　浮うき沈しずみが激しいというか、忙いそがしいというか……。夢依とは違ちがう意味で、彼女はどうにも摑みどころがない。

「ああ、もうっ！　いいわよもう！　言えばいいんでしょ！　言えば！」

　またテンションが急上昇。そしてエリーは、翔の頭を両手で挟はさみ込み。

「な、何をするんだ!?」

「こっち見なさい！　いい!?　一度しか言わないんだからね!?」

　真正面から翔と目を合わせ……たと思ったら、すぐに逸そらした。

「……す…………。…………さい」

　はたして、彼女はいまなんと言ったのか。まるで聞こえなかった。

「ビッチめが……」

　だが夢依は、声を、拳こぶしを……震ふるわせていた。

「……えっと？　け、結局、何？」




「アンタのことが好きだって言ったの！」




　…………？

　翔は何が起きたのか、すぐに理解できなかった。

　隙すき。犂すき。鋤すき。空き。スキ……すき？

「…………えっ？　まさか、好き？」

　いや、そんなはずが……どうして？　何で？　あり得ない。

　そんな思考の果てに、翔の頭は。彼女のたったひとことで。

「翔！　アンタ、あたしと付き合いなさい！　もちろん性的な意味でよ！」

　桃もも色いろに、染まってしまったのだった。




　　　　◆




　夜。工鳴家のリビングに漂ただよう雰囲気は、異様のひと言に尽つきる。

　深彩はそれを、誰だれよりも強く感じていた。

「ねぇあにー、ホントにどしちゃったの？　げんきないよぉ……」

「ソンナコトナイヨ……ハハハ」

　心配しているのに、上うわの空。構って欲しいのに、オウム返し。ソファーに背を預けてぐったりしている翔は、あまりにもらしくない。

「ぶー、そんなことあるもん」

　深彩が頰ほおをぷっくりとさせて不満を訴うつたえても、翔は返事すら寄よ越こさなかった。

「……なんだかヘンだよぉ、しんぱいだよぉ」

　ならばと深彩は、リビングの隣となりの台所まで、トテトテと走って行った。

「あいすおねぇちゃん！　あにーがこわれちゃったよぉ！　なにかあったの!?」

　調理中のあいすの背中に抱だきつき、助けを求める。しかし……。

「翔ちゃんが、翔チャンが……された？　サレちゃった？　あは、ハハ……ハ……」

「にゅあぁ!?　こ、こっちも!?」

　おたまで鍋なべをかき混ぜるあいすは、深彩が見たことのない虚うつろな瞳ひとみをしていた。

「で、でモ、大だい丈じよう夫ぶだよ……ね。うん、きっト、ダイジョウブ。同じ間ま違ちがいはしちゃダメだもン。ダカラ私はいつもどおりに、翔ちゃんのご飯をちゃんと作らなキャ……」

　カラン、カラン、カラカラン。

　金属同士の接せつ触しよく音が、台所に響ひびき渡わたる。

「おなべからっぽだよおねぇちゃん！　しっかりしてぇ！」

「あはは……おいしくな～れ、おいしくな～れ♪」

「ふぇぇ、なんだかこわいよぉ……」

　深彩はかつてない不安に頭を抱かかえ、ぺたんと座り込んだ。

　ちょうどその時……ぐ─────。

　深彩の腹の虫が、盛大に鳴った。

「こ、これじゃあごはんが……おねぇちゃん、あにーのデザートになれないよぉ……」

　未練がましく、しばらくあいすの背を見上げていた深彩はしかし、

「はっ!?　そ、そうだ！」

　やがて勢いよく立ち上がり、リビングの翔のもとへと戻もどって行った。

「あにー！　あにー！　あにーもおねぇちゃんのごはんがたべたいよね!?　おねえちゃんのごはんじゃないとやだよね!?」

　ソファーに座る翔の膝ひざに飛び乗って。深彩は翔の肩を揺ゆさぶった。

「ソンナコトナイヨ……ハハハ」

「ちがうの～！　そうじゃないの～～～っ！」

「ソンナコトナイヨ……ハハハ」

「ううっ……あにーのバカ……ばかちん……」

　くり返される翔のうわ言に脱だつ力りよくし、深彩は四よつん這ばいになった。

「うぅっ……こ、こうなったら、もう……」

　深彩はグーグーと腹を鳴らしながら、ゆっくりと立ち上がった。

　仕方がない。別に他意なんてないが、これはもうやるしかない。

　やったことなんて当然ないが、深彩には頼たよりになる文芸書の数々がある。

　だから、それを参考にすれば、きっと上手にできるはず。

「わたしが、じぶんでごはんをつくるしか……ないもんっ！」




　それから、数十分の後のこと。

「にゅああああああっ!?」

　ガシャーン！　工鳴家には食器の割れる音が響き渡り。

「どどどどどどうした深彩あぁぁぁっ!?」

「みみみ深彩ちゃんなにやってるのアブないよ!?」

　おかしくなっていた翔とあいすは、ようやく正気に戻ったのだった。







　第二章　ゴールデンラッシュ




　空港へと向かうリムジンの中で、夢む依いは眉み間けんに皺しわを寄せていた。父の言いつけによって、朝一番で海外へと飛ばねばならなくなったからである。

　テーブル上を行き来するタブレット端たん末まつ。その画面に映るのは、チェスの盤ばん面めん。

　それは世界統一王者との対戦に備えた事前練習で、対戦相手は向かいの席に座る兄……『あくまで』なセバスチャンに扮ふんしている、虹にじ元もと統とう治じだった。

「色しき欲よくビッチめ……」

　だが、統治との練習には、全然身が入らない。いま夢依の頭の中は、翔かけるとエリーのことでいっぱいだった。

「夢依、心ここにあらずもほどほどにしろ。……画面をちゃんと見るんだ」

「え……あっ」

　統治がタブレットを、夢依の眼前に突つきつける。

　いまや戦せん況きようは惨さん憺たんたる有様。とっくの昔に詰つんでいた。しかも……。

「チェックだ……。間違っても、メイト、とは、言わせるなよ」

　夢依の数あるバイブルの中では、それは演出として使われがちな言葉だが。現実には、熟達者同士の対戦にチェックメイトなどあり得ない。効果的なチェックの時点で、不利側が敗北の確定を察して、それ以上続けないからだ。

　なのに、いま夢依は。死亡確定のコンボを食らい、もうどうにもならないのに、見苦しくも受身ボタンを連打し続けるような真ま似ねをしてしまっていた。

「ごめんなさい、お兄さま」

　パンピーならコンボミスもあろうが、自分以上に完かん璧ぺきな統治にその可能性は皆かい無む。

　夢依は遅おそすぎる降こう伏ふくを宣言し、座席にぐったりと背を預けた。

　目を瞑つぶれば瞼まぶたに映るのは、度し難がたいあの女の告白風景。そして、そこから連想される、今後学園で起きるであろうイベントの数々。

　考えるだけで、心の闇やみが疼うずかずにはいられない。

　本当は、翔の傍そばにいたいのに。

「これだから現実はクソゲーです……」

　この状じよう況きようは夢依が『魔ま法ほうカード・お父様』を使ったための、払はらうべき対価。第二図書室の私物化に、プライバシーの情報漏ろう洩えい、そして今回の調査依い頼らいなど、親族の権力を使ってワガママを通している夢依に、このルールを破ることは許されない。

　だが、それがよりによってこのタイミングで発生するとは、最悪だった。

「お願いだから、迂う闊かつなことはしないでくださいよ……」

　夢依の推測が正しければ、あの女は。美み郷さとエリーは……。

「そんなに工こう鳴なが気になるのか？」

「それは……ええ、そうですね。否定はしません」

「まったくおまえは……まあいい」

　と、統治が珍めずらしく穏おだやかな表情で、夢依の頭にぽんと手を置いた。

「お兄、さま？」

「工鳴は俺が見ておいてやる」

「えちょ……ＷホＨワＹイ？　なぜに？」

「このままではおまえと、場をセッティングした父さんが恥はじをかく。俺が留守中の不安を取り除けば、おまえは勝負に集中できるのだろう？」

　ちょっとまえまでは夢依の神聖な趣しゆ味みに大反対で、犬けん猿えんの仲だったのに。いまでこそ夢依の趣味を理解するためにこんな格好をしているとはいえ。

　まさか統治が自らそう言ってくれるとは、意外だった。

「だからおまえは、統一王者ごとき瞬しゆん殺さつして、最速でトンボ返りしてこい」

「お兄……さま……ありがとう……」

　自然の笑みでテンションゲージがＭＡＸになる。

「……フッ。なに、構わんさ。これでも俺は夢依のためにと常々」

「ではお兄さま、これに目を通しておいてください」

　夢依は自分のカバンから、某ぼう電話帳を軽く凌りよう駕がする厚さのレポートを取り出し、満面の笑みで統治に差し出した。

　統治は幸いにして翔の担任。そして英えい知ち学がく園えん高等部の生徒たちを、恐きよう怖ふという名の秩ちつ序じよで支配する暴君。これ以上の適任者など存在しない。

「ぬ？　夢依、こ、これは……」

　実のところ夢依は、統治が嫌いやと言ってもやらせるつもりだったのである。対統治用の、過去の呼こ称しよう……いまは秘ひ奥おう義ぎとなった『にぃに』を用いて。

「あの女がやらかしやがるだろうあらゆるイベントの想定と、先せん輩ぱいの行動選せん択たく肢しの予想リストです。最悪中の最悪まで、あらゆるケースを記しておきました。お兄さまはそれに従って、先輩をガードしてください」

「ちょっと待て夢依、ポイントＣ・女子寮りよう？　うちの学園にそんなものはないぞ？」

「ああ、先輩の動向には逐ちく一いち注意してくださいね。お兄さま的に、コトを止める理由としては、そうですね……先輩が私以外の女に手を出すことにお兄さまがブチギレた、とでもしておいてください。それから」

「お、おい、夢依？　俺の話を聞け！」

　自分を超こえるスペックを買っているがゆえの信しん頼らい。いまは圧あつ倒とう的てき物量に目を丸くしているが、この兄ならば、大丈夫。

　夢依はそう確信し、イベントを阻そ止しされたエリーの悔くやしそうな顔を思い浮うかべて、

「フフ……フフフ……留守中だろうが、『やらせはせんよっ！』ですっ！」

　車中でひとり、悦えつに入いったのだった。




　　　　◆




　四時間目の開始を告げるチャイムが鳴ったとき。翔は暗く埃ほこりっぽい体育倉庫の中で困こん惑わくしていた。

　翔はただ、体育の授業でバレーボールを終えたあと、教師に言われてネットやボールを片付けていただけなのに。

　なぜか突とつ然ぜん、翔と同じく体操着姿のエリーが入って来て。入り口の鍵かぎを中から閉めて。

「美郷さん？　……って、うわっ!?」

　翔はわけもわからぬうちに、分厚いマットの上に押おし倒たおされてしまったのだった。

「さ、騒さわいだら、ぶつからね？」

　体操着越ごしに送り込まれてくる、弾だん力りよくのある肌はだの感かん触しよく。カビ臭くさい中にふわりと漂ただようシャンプーの香かおりは清せい涼りよう剤ざいにも等しい。

　そして、翔のすぐ眼前にある、たわわに実った女によ体たいの神秘が、

「ドキドキ……する？」

　ぷるん。揺ゆれた。

「なっ……なななな何を考えているんだ君は!?」

　条件反射で手で目を覆おおい、そのままこめかみに爪つめを立て、舌を嚙かむ。

「男の子はさ、その……こういうシチュエーション、大好物だって聞いたから」

「いったい誰だれがそんなこと言ったのさ!?　ぼ、僕は違ちがうよ!?」

「そんなこと言って、ホントは嬉うれしいんでしょ？」

「嬉しくない！　とにかくこんなバカな真似はやめてくれ！」

「だって、お邪じや魔ま虫が多くて、なかなか二人きりになれないんだもん……。もうこうするしかないじゃない。仕方ないじゃない」
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「仕方なくないと思うよ!?」

　翔は何とか腹の上のエリーを退どかせようともがいたが。

「そんなことより……さ」

　エリーは翔の手を押し退のけて、前のめりに体重をかけ。ぐっと、顔を寄せてきた。

　まるで悪漢に襲おそわれている女子のよう。立場が逆で情けない話だが、翔はいまや両手首をエリーに押さえられ、完全に組み伏ふせられてしまっていた。

「は、放してくれ！」

「そろそろ返事……聞かせてよ」

　放たれたのは震ふるえる声。エリーの頰ほおが、赤い。蒼あおい瞳ひとみには、かすかに涙なみだも滲にじんでいた。　その切なそうな顔を見るだけで、自分が悪いことをしている気になるが……違う。

「返事も何も、断ったじゃないか！」

　翔は昨日、エリーの告白にきちんと『ごめんなさい』をしたのである。

　なのに昨晩、家で悶もん々もんとしてしまっていたのは、

「あたしも、あきらめない、絶対に振ふり向かせて見せるって言ったはずよ」

　エリーの、その一言のせい。これまでそんなことはなかったから。ついつい翔は期待を抱いだいて、妄もう想そうを膨ふくらませてしまったのだった。

「だからこういうコトになれば、気も変わるかなって」

「変わらないからね!?　むしろマイナスだ！」

　だが、いまの翔はもう、深み彩あやのおかげで完全に割り切れている。

「あたしは待ってるのよ？　アンタがその、うぅっ……し、してくれるのを！」

　エリーがさらに前屈かがむと、ぽよんと、また揺れた。その桃もももびっくりな胸が、翔の胸むな板いたをかすり、煩悩を刺激する。だが……。

「僕はこんなふしだらなことは嫌きらいだ！　年とし頃ごろの女の子なんだから、もう少し慎つつしみを持つべきだよ！」

　と、エリーは顔を真っ赤にして、

「あ、あああたしだって、恥はず恥ず恥ずかしくないわけじゃないんだからねっ!?」

　これまでの流れが噓うそのように、突とつ如じよとして取り乱しはじめた。

「じゃあやめよう！　いますぐやめよう！」

「それは嫌ッ！　やっと摑つかんだチャンスだもの！　ええ、ええ！　わかったわよ！　じゃあやればいいんでしょやれば！」

　さらにエリーは何やら、ひとり耳に手を当てて、股またをぐりぐりと、翔に擦こすりつけるように、何度も身をよじった。

（くぅっ…………これは、まずい……かも……？）

「ッ!?　チッ、またなの……もぅ」

「え……あ、あれ？」

　と、エリーは突然、ピタリと動きを止めて舌打ちし。

　あろうことか、ぎゅっと。翔の顔をその胸に、抱だき寄よせた。

「えちょもがっ!?」

　埋うまった。




　　　　▼　▼　▼




　胸、胸……胸！　頭を埋め尽つくすのはその言葉のみ。

　翔が知っている胸とは、露ろ骨こつに違う。これが……巨きよ乳にゆう。

『こういうの、好きなんでしょ？』

　エリーが大人びた、そして妖よう艶えんな笑みを浮かべ、胸元の翔を見下ろす。

　彼女の蒼い瞳を直視する翔は、逆になぜか小学生のように幼い容姿で、目だけでエリーを見上げていた。

『どう？　気持ちいい？』

　答えるまでもなく最高である。

『もがっ、もが─────っ！』

　だがせめて呼吸ができれば、もっと堪たん能のうできただろうに。惜おしい。実に惜しい。

　翔は涙を流しながら、窒ちつ息そくと快楽の間で身み悶もだえした。

『そんなに嬉しいんだぁ。あたしにぱふぱふされるの』

（ぱふぱふ？）

『うふふ……ぱふ、ぱふ、ぱふ、ぱふ♪』

　エリーは言うたびに、両手で自分の胸を押し、翔の顔への圧力を強める。

　よくわからないが、気持ちいい。溶とけそうだ。

『くぁｗせｄｒｆｔｇｙふじこｌｐ；＠：「」！！！！！！！』

　そして死にそうだ。

　一いつ瞬しゆん呼吸が復活したと思いきや、すぐにまた気道が塞ふさがれる。おかげで翔の苦しさは、余計に増していった。

　だが、このまま死ねるなら。快楽の中で逝ゆくのなら、それもいいかもしれない。

　翔は薄うすれゆく意識の中、鼻血を垂らしながら笑みを浮かべ、

『ねぇ翔……もっとすごいこと……する？』

『もがっ!?』

　二秒で復活して顔を上げた。

　これ以上にすごいこととは、どう考えても……アレしかない。

　予想を遥はるかに超える申し出に、涎よだれが出そうになる。

　しかし、内心とは裏腹、素直になれない翔は、

『ここ体育倉庫だよ!?　よくないよ！　やめようよ！』

　咄とつ嗟さにそう、幼い声で口にしていた。

『はいはい、アンタがムッツリなのは知ってるわよ』

『ぼ、僕は別に……そういうのにその……興味なんて……』

　ありすぎるくらいなのだが、とても言えない。

　そういう風に、責められるのが好きなんだ、なんて。

『いいわ。じゃあ、アンタがどんな性せい癖へきで、どんな妄想してるのか。全部確かめてやるんだから』

　言っている間にも、エリーは自ら、体操着を脱ぎ捨てた。

　その体の中心線。首からオヘソの下までの、白く艶つややかな肌が露あらわになる。

　見ちゃいけない。この一線は越えちゃいけない。悪いことだって、わかっているのに　……目が、離はなせない。

　そんな背徳感が、翔の心をさらに高こう揚ようさせた。

『アンタ、ムッツリだしどうせＭよね。だったらまずは……えいっ！』

　エリーがいきなり、翔を分厚いマットの上に突つき飛ばす。

『ひぅっ!?』

　その直後、ぎゅっと。いや……にゅっと。

　ちょっとした圧力が股こ間かんにかけられ、

『踏ふまれるのとか、好きでしょ。まったく、どうしようもないエロガキね』

　翔の理性は、一瞬で消し飛ばされた。




　　　　▼　▼　▼




　パリン！　妄もう想そうが、割れた。

（待て待て待てやっぱりおかしいだろ!?　今度は若返って少年でって何でだよ!?）

　ついに性格だけでなく自分の見た目まで変わってしまった。一体全体、翔の妄想はどうなっているのか。まるでわけがわからない。

　だが、いまのは所しよ詮せん妄想だ。

　実際問題、翔はいまもエリーのぽよんな胸に顔を埋うずめているわけで……。

（考えてる場合じゃないまだ終わってない！）

　このままでは立て続けにやらかしてしまう。翔は巨きよ大だいこんにゃくゼリーのような感触に立ち向かうべく、血の味を感じるほどに舌を嚙んだ。

　と、そんな時……ドンドンと体育倉庫の扉とびらが激しく叩たたかれ？

「翔ちゃん！　翔ちゃん！　もしかしてそこにいる!?　いるなら返事してお願い！」

　扉越しに聞こえてきたのは、あいすの声。きっと、教室に戻もどらない翔を心配して、探しに来てくれたのだ。

　救世主の登場。翔は期待を胸に、あいすを呼ぼうとしたが、

「せ…………ッ！」

　咄嗟に踏み留まってしまった。

「お願いだから静かにしてて……」

　瞑つぶられた瞼まぶたの縁ふちには、紛まぎれもない涙。エリーが怪かい獣じゆうかなにかから命からがら隠かくれているような、消え入りそうな小声で。

「お願い、お願いよ……じゃないと……あたし……ッ」

　翔を抱き締しめつつ、そう懇こん願がんしていた。

（ううっ……ぼ、僕は……）

　いま翔が声を上げれば、ただでさえ神しん芽がが不安定なあいすは、不ふ埒らちな現場の目もく撃げきでいつかのように、神芽が激しく暴走してしまうかもしれない。

　仮にあいすが大だい丈じよう夫ぶだったとしても、この現場を見られたエリーと翔は、きっとただでは済まない。状じよう況きようは未み遂すいやからかいではなく、接せつ触しよくという形で……及およんでいるのだ。

（僕は……僕はどうすればいいんだっ）

　結局、その苦く悩のうに答えを出すことはできず。

　ドンドン、ドン！　ドン……トン。荒あら々あらしいノック音は、やがておさまっていった。

「翔ちゃんいないの!?　ここじゃないならどこにいるの!?　体操服じゃわからないよ！　翔ちゃんどこなの────っ！」

　あいすの声が、しだいに小さく、遠ざかって行く。

（ううっ……ごめん、清せい野のさん……）

　心中で謝るのとほぼ同時に、翔の頭を抱かかえるエリーの腕うでから力が抜ぬける。

　翔は息苦しさもあって、顔を上げて胸の圧力から脱だつした。

「あっ……」「あ……」

　至し近きん距きよ離りで見つめ合う瞳ひとみと瞳。共に硬こう直ちよくする奇き妙みような場面から、数秒後。

「ごごごごごごごめ……ってぇ！　アンタ何抱きついてるわけ!?」

「君がやったんじゃないか！」

「うるさいバカ！　エッチ！　死ねッ！」

　パシン！「理り不ふ尽じんっ!?」

「アンタが素直にあたしと付き合わないからこんなことになるんじゃない！」

「君が変な迫せまりかたするから僕は……ってぇ!?」

　エリーがガシッと、翔の顔を両手で挟はさみ込む。

　彼女は目の中に渦うず巻まきが見えるくらいに、錯さく乱らんした様子で？

「もういいわ……ええ！　いいわよもう！　き、既き成せい事じ実じつを……つくっちゃえば万事オーケーなんでしょっ!?」

「オッケーなわけな「でぇいっ！」おぶぁっ!?」

　翔の腹に、エリーの膝ひざが勢い良く突き込まれる。綺き麗れいに鳩尾みぞおちに入ったおかげで、翔の抵てい抗こう力は格段に弱まってしまった。

　これから彼女がやろうとしていることは、間ま違ちがいなく……。

「美郷……さん、落ち着いて！　冷静に……冷静……にッ！」

　翔は懸けん命めいに両手を伸のばし、迫りくるエリーの顔をくい止める。

「……何よ、何なのよアンタ！　自分で言うのもなんだけど、あたしはこれでも学園で一番人気の美少女なのよ!?　そのあたしとキスするのがそんなに不満!?」

「そういう、問題じゃ、ないんだって……こんなの、絶対おかしいよ！」

「あたしにも事情があるのよ！　ほら！　いいから目瞑って！」

「お願いだ、やめてくれ美郷さん……」

　説得も虚むなしく、エリーの唇くちびるがさらに近づいてくる。

　三十センチ。二十センチ。十センチ。

　貞てい操そうの危機。もうダメだ。このままでは……奪うばわれる。

（ごめん、深彩……清野さんッ！）

　そうして翔があきらめかけて、ぎゅっと目を瞑った時だった。

　ズガ─────ン！

　思いもよらぬところからの状況打破。鍵かぎのかかっていた体育倉庫の扉が突とつ如じよ吹ふき飛ばされ、盛大に粉ふん塵じんが舞まい上がった。

「えっ……と？」

「な、なんで!?　どういうことよっ!?　聞いてないわよ説明しなさいバカッ！」

「できるわけないからね!?」

　翔とエリーが体育倉庫の入り口に目をやれば、そこにいたのは……。

「さすがに総当りは時間がかかったが……こういう場合、どう言えば良いのだったか。お迎むかえにあがり……ええぃ、まあいい」

　イケメン俳優顔負けの燕えん尾び服ふく。翔の担任教師にして夢依の兄、虹元統治だった。

「に、虹元先生!?　何で先生が!?」

「たまにはとワガママを聞いてやれば……まったく、難題を押し付けられたものだ」

　珍めずらしく笑みを浮うかべている統治を見て、翔はなんとなく察した。

　翔と統治の共通項こうは……妹バカ。そして夢依は昨日、翔の心がわかっているような先読みを見せ、そして過か剰じようなくらいにエリーを敵視していた。ならばこれもきっと、家の事情で海外に飛んだという夢依の差し金なのだろう。

　本当に優ゆう秀しゆうで、怖こわい後こう輩はいである。

　だが、貞操の危機を脱した安あん堵ども束つかの間。

（待てよ？　でも、だとすれば……）

　翔はふと気がついてしまった。

　状況は言い逃のがれのできない不純異性交遊（一方的）の真っ最中。そして現れた統治は、学園生活における『ルール』を重んじ、秩ちつ序じよという名の恐きよう怖ふで生徒を縛しばる暴君だ。

　となればこのあとは確実に……『仕置く』。授業中、不埒な男子が蹴けり飛ばされて、教室から校庭のサッカーゴールに放り込まれたような、酷ひどい仕置きが待っている。

　そこに、夢依の思惑おもわくが加わっているのであれば。

「そこまでにしておけよ、美郷」

　夢依以上に鋭するどい統治の視線から滲にじみ出るのは、やはり明らかな敵意。

「ひっ……に、虹元せんせ……こ、これは……そのっ……」

　エリーが怯おびえ、翔を置いて後ずさる。彼女もタダでは済まないとわかっているのだ。

　その時、翔の脳のう裏りに、さっきのエリーの言葉が蘇よみがえった。

『あたしにも事情があるのよっ！』

　コトの最中で焦あせっていて、翔はろくに頭が回っていなかったが。あれではまるで、仕方なく翔に迫っている、とでも言うような……。

「工鳴を拉ら致ちしてしけ込むとは……美郷、仕置かれる覚かく悟ごは、当然できているな？」

「あ、あたしは別に……その……ふぇっ……ぐすっ」

　翔の貞操が統治の乱入で救われたのは事実。だが……いいのか？

　エリーはいま、間違いなく本気で泣いている。そしてこれから問答無用で仕置かれる。

　本当に……いいのか？

　心に生じたその波は紋もんは、徐じよ々じよに広がり。

（ああ、もうっ！）

　翔は気がつけば、顔に笑みを貼り付けて、

「助かりましたよ先生！」

　大おお仰ぎように両手を広げ、立ち上がっていた。

「いきなり閉じ込められちゃって困ってたんです！　ははは！」

　いまを穏おん便びんに片付けるにはこれしかない。エリーとはあとでまた、今度はちゃんと落ち着いて、話をすればいい。

「扉を閉めた衝しよう撃げきでちょうど鍵が壊こわれちゃったみたいで……古くなって錆さびてでもいたんでしょうかね」

「なっ……かけ……る？」

「工鳴、まさか……」

　エリーも統治もぽかんとしている。それでも、翔は二人の言葉を無視して、

「ああ先生、さっきのあれはちょっとした事故ですよ？　そう、事故なんです」

　懸命に、道どう化けを演じ続ける。

「どうにか脱だつ出しゆつしないとって思って、二人であれこれ手を探していたら、たまたま転んじゃって、ちょうどそこに先生が来てくれただけなんですよ」

「おまえは本当にその選せん択たく肢しを選ぶのか……」

「いやぁ、本当に良かった！　四時間目が始まっても誰だれも来ないし、先生が来てくれなかったら、ずっと忘れられちゃったかもしれなかったんですから！」

　矢や継つぎ早ばやにそこまで言うと、翔はエリーに駆かけ寄よった。

「美郷さん、怖かったね！　でも、これでもう大丈夫。遅ち刻こくにはなっちゃうけど……さあ、早く教室に戻ろう」

「ちょっ……か、翔、アンタ何で……」

　彼女はまだ困こん惑わくした様子だったが。翔は一いつ瞬しゆんだけ真顔になって、

「あとでちゃんと話そう」

　小声でそう言うと、有無を言わさずエリーの手を取った。

「滑こつ稽けいな読みだと思ったが……笑えんな。だとすれば俺がやるべきは……チッ。本当にそのリスクをわかっているのか、夢依……」

　統治は何やら額に手を当てていたが……無視する。

　この流れを一度でも切ってしまったら、多分、ボロが出るから。

「とにかく先生、本当にありがとうございました！」

　翔はエリーの手を引き、統治の脇わきをすり抜けて、そそくさと体育倉庫から脱出した。

「工鳴、待て」

　背後から統治に呼び止められた時は、正直、ゾッとした。

「え、えっと、何でしょう？」

　だが、恐おそる恐る振ふり向いた翔をよそに、統治は意外にも……。

「夢依が『倉庫』を『女子寮りよう』と呼ぶ理由、おまえ、知っているか？」

「意味がわかりません」

　意味不明な質問をしただけで、翔たちをあっさり見み逃のがしてくれたのだった。




　　　　◆




　帰りのホームルームが終わって、翔は解放感に背せ伸のびをした。

　これまではずっと、翔は放課後になるとすぐに、深彩が入院する病院に駆けつけていた。だが、元気になって学園の初等部に通い出した深彩には、もう友達ができて、よく遊ぶようになっていて。段々と、翔の迎えは必要なくなってきているのだった。

　翔としては本当は、深彩が友達と遊ぶのに同席したいくらいだが、万が一にも翔の存在が、深彩がずっと憧あこがれていた学園生活……お友達との大切な時間を邪じや魔まするようなことがあってはいけないから。

「寂さびしいけど、これも深彩のため……」

　今日も翔は、深彩のお迎えを我が慢まんしたのだった。

　とはいえ、いまは翔自身も解決しなければいけない問題を抱えている。だから実は、これはこれで都合がいい、と言えるのかもしれない。

「休み時間は全然会えなかったけど……」

　昼には色々あったが。ともかくエリーとは一度、ちゃんと話をしなければ。

　翔はそう思って、鞄かばんを手に教室を出たのだが……。

「翔ちゃん、一緒に帰ろっ？」

「工鳴、まっすぐ帰れよ？」

　廊ろう下かではあいすと統治が、共に満面の笑みを浮かべて、翔を待ち構えていた。

「え？　いや今日は僕、ちょっと用があって」

　……がしっ？

「ちょっ!?　何？　何何!?」

　あいすと統治はなぜか息ピッタリで、左右から翔の腕うでを摑つかんでいた。

「今日は深彩ちゃん、翔ちゃん家ちにお友達連れて来るんだよね？　だったら、お兄ちゃんとしてちゃんと挨あい拶さつはしなきゃ」

「いやでも深彩の時間を邪魔しちゃ悪いし」

「挨拶だけして、翔ちゃんの部屋でお勉強でもしよ？　そしたら深彩ちゃんの邪魔にはならないよ」

「妹以上に大切なことなど、おまえにはないはずだろう？　ははは」

「は、放して！　放してくださいって！　清野さん風紀委員の活動は!?」

「今日は非番になったんだぁ～。ね～、先生」

「ああ、何も問題はないぞ。清野の分は俺がフォローするからな」

「なんで先生が!?」

　翔は暴れたが、抵てい抗こうも虚むなしく、あっという間に昇しよう降こう口まで連れて行かれてしまった。

　あいすが下げ駄た箱ばこから翔のスニーカーを取ってくる。

「さあさっ、翔ちゃん。履はき替かえよ？」

　そして彼女は何の躊躇ためらいもなく、翔の足に手を伸のばした。

　さすがにそれは、恥はずかしすぎる。どうも状じよう況きようがよくわからないが、統治がいる以上、おそらく、逃にげるのは不可能だろうし……。

「ひ、ひとりで履き替えられるって！」

　翔はひとまずエリーのことは棚たな上あげにして、自ら上うわ履ばきを脱ぬぎ、あいすが足元に置いてくれたスニーカーに履き替えた。

「あ……れ？」

　スニーカーの爪先に、妙な違物感がある。

　だが、その正体を確かめる暇ひまもなく、翔は再び腕を引っ張られた。

「清野、ちゃんと工鳴を家まで連れて帰るんだぞ？」

「はぁい。わかってま～す♪」

　その力は、ちょっと彼女の細ほそ腕うでからは想像できない強さだった。

（ま、まさか清野さん……また神芽の暴走が進んで、人体のリミッターが外れてる？）

　だが、彼女の神芽が暴走を悪化させるような事態に陥おちいったとは思えない。そんな話も、他のクラスメイトから聞いたりはしていない。

　疑ぎ惑わくとしては、翔とエリーの、体育倉庫での件があるが。翔は何も話していないのだから、彼女がそのことを知っているはずはないわけで。

（思い過ごしならいいんだけど……）

「ねぇねぇ翔ちゃん翔ちゃん、深彩ちゃんたちのおやつ、何作ればいいと思う？」

「え？　何でも大だい丈じよう夫ぶだと思うけど……って、そんなに引っ張らないで！　別にどこにも逃げたりしないから！」

　それから翔は、校庭を縦断し、正門を出て。

　あいすに引っ張られるままに、帰路についた。

「う～ん、翔ちゃん家に材料何があったかなぁ？　どうしよぉ～」

　そして翔は、あいすがおやつのメニューを悩なやむ隣となりで、意外な光景を目まの当たりにすることになった。

（あれは……美郷さん？）

　前方を歩く生徒の一団。その中心に、エリーがいる。だが……。

「安心して美郷さん、私たちがちゃんとガードしてるから、怖こわくないわ」

「そうそう。これだけいれば大丈夫よ」

「アンダーハートの不ふ埒らち者なんか、僕たちが絶対美郷さんには近づけさせません！」

　クラスメイトなのだろうか。エリーの周りにいる男女混合の生徒たちは、そんな風に笑い合っているのに。当のエリーは、

「……ん。ありがと……」

　表情が、ひどく暗い。

　やがてエリーは、何か意を決したように、

「ね、ねぇ……皆みんな、良かったらさ、このままカラオケとか……その……」

　引きつった笑顔になって、そう言った。

　しかし、彼女の周囲の生徒たちは。

「ダメダメ！　美郷さんかわいいから、絶対タチの悪い男にナンパされちゃう！」

「そうですよ！　アンダーハートだけでも手いっぱいなのに、一いつ般ぱん人じんまで来たら……」

「昨日に続いて今日までいきなりいなくなったりして……心配したんだよ？」

「美郷さん、あんまり困らせないで？　私たちは皆、美郷さんのためを思って……」

「あ～……う、うん、そだね、ごめん……」

　エリーがどうも落ち込んだ様子だったが、次の瞬しゆん間かんにはなんと、

「あ、あははっ！　そ、そうよね！　あたしの美び貌ぼうの前じゃ、皆メロメロになっちゃうし？　いや～、人気者は辛つらいわね！　有名税、みたいな!?」

　パッと表情を切り替えて、今度は異様に明るく振ふる舞まっていたのだった。

（あれは……何だ？）

　いま彼女は、多分本ほん音ねを引っ込めた。翔に迫せまってきた彼女なら、最後のようなテンションで、でも自分の希望を押し通しそうな感じなのに。

「おあっ!?」

　そこで突とつ然ぜん腕うでを引っ張られ、翔は戸と惑まどった。

「……ふぇ？　翔ちゃんどしたの？」

　そういえば、あいすが腕を摑んだままだった。気がつけば、家路は見慣れた曲がり角。エリーたちと翔たちとは、進む方向が違っていた。

「ご、ごめん、ぼーっとしてた」

　翔は咄とつ嗟さに言って、何食わぬ顔で再び歩き出した。

　だが、心は完全にエリーの方に向いている。気になって、仕方がない。暗かった彼女の表情が、頭から離はなれない。

（美郷さんの事情って……あれに関係があるんだろうか）

　翔はそれから、家につくまで。あいすが鼻歌を歌っているのをいいことに、エリーの事情とやらについて、悶もん々もんと考え続けた。

　そして、自宅について、玄げん関かんで靴くつを脱いだところで……気付いた。

「たっだいま～！」

「にゅわぁっ!?　あいすおねぇちゃん!?　なんでなんで!?」

　あいすが意い気き揚よう々ようとリビングに入って行き、深彩の喜ぶ声がする。

「すぐおやつ作って退散するから、気にしないで遊んでていいよ～」

「あ、お姉さんもしかして、深彩ちゃんのあにーのおよよめさんですか～？」

「およっ!?　ち、違うよ？　まだ、違うよ？　ねぇ翔ちゃ……って、あれ？」

　そんな声を聞きながら、翔は未だ玄関で、スニーカーを裏返していた。

　中から転がり出てきたのは、爪先の形に変形した、ピンク色の紙くず。

　まさかと思って広げて見れば、それは。

（夜七時に来い、って……これ、美郷さんからの？）

「ねぇ、翔ちゃ～ん？」

「あ、ごめん今行くよ！」

　翔は困こん惑わくしながらも、ひとまずエリーからの手紙をポケットに突つっ込こんで。

　満面の笑みを顔に貼はり付つけ、深彩とその友達が待つリビングへと入って行った。




　　　　◆




　あれは何だ？　不ふ審しん者だ。そうとしか見えない。

　陽が長い夏の夕暮れ時。結局制服から着き替がえずにいた翔は、エリーの手紙で指定された、近所の公園へとやってきたのだが。

「美郷さん……だよ……ね？」

　目ま深ぶかに被かぶったキャスケット帽ぼう。大きなサングラスにマスク。さらに夏なのに、ベリーロングのトレンチコート。

　ただひとり、公園のブランコに座っていた人物は、通りすがりの人に通報されかねないほどに不審者感丸出し。金色の髪かみが見えなければ、翔だって疑いもしないし、尋たずねもしないところである。

　しかし、やはりこの不審者は……。

「来た……ってことは、何とか出し抜ぬけて、ちゃんと気付いてもくれたみたいね」

　声を聞いてやっと確信が持てた翔は、思わずため息をついた。

「何でそんな格好してるんだよ……」

「最悪待ちぼうけじゃない？　ヘンなのに絡からまれないためには、ね」

　彼女なりの自己防衛策、ということか。なるほど、彼女の見た目からして、それならわからなくもないが……。

「だったらなんであんな手の込んだ手紙を使ったんだい？　僕が来るどころか、気づくかも怪あやしいのに……直接言えば済む話じゃないか」

「それができたら苦労しないのよ。お邪じや魔ま虫が多すぎ」

「お、お邪魔虫？」

「気づいてないって、平和よね。だから……なのかもしれないけど。まあいいわ。……っと。ああ、だるかった～。つーか暑い」

　エリーがサングラスとマスクを取って、首を一ひと振ふり。彼女の髪がふわりと舞まう。

　その仕草は妙にさまになっていて、キラキラ輝かがやいても見えて。まるで映画のワンシーンのようだった。

　だが……今日は残念ながら、見み蕩とれている暇がない。

「手紙には大事な話があるって書いてあったけど、僕からさきにいいかな？　できれば、手短に済ませたいんだ」

「はぁ？　何それ。アンタ立場わかってんの？」

「あと十分くらいしか余よ裕ゆうがないんだよ」

　翔は半ば強引に食材の調達を買って出るという形で、家を出てきている。すでにブツは押さえてあるが、あいすには妙みように怪しまれて、すぐに帰ると約束してきたのだった。

「……まあいいわ。それで？　何よ？」

「率直に聞くよ。美郷さんの事情って、何？」

「じ……事情？　な、ななな何のこと？　なんでそんな話になるわけ!?　ないない、事情なんてないわよ!?　あたしはただ！」

　エリーは突とつ然ぜん、両手を振ふって取り乱した。だが、これではさすがに誤ご魔ま化かされない。

「自分で言ったんじゃないか、あたしにも事情があるって」

　瞬間、エリーの顔が、ぼっ！　と、火がついたように真っ赤になった。

「えっ……え？　あ、あたし、そんなこと言った？」

「うん、言ったね。僕を押おし倒たおしながら叫さけんでたね」

「う、うううううう噓うそよね？」

「はぁ……本当だよ」

　彼女は本当に覚えていないのだろうか。だとすればなおさら、あれは咄嗟に本音が出たのだ、とも思えてしまうのだが。

「ま、またまた、アンタ、実はカマをかけただけなんでしょ？」

「じゃあカマをかけて、いま君が引ひっ掛かかってくれた、ってことでもいいよ。とにかく君は何か、止やむに止やまれぬ事情があって、僕に迫ってきたんだよね？」

「えちょ、うぅっ…………くぅっ……」

　エリーが呻うめきながら、大おお仰ぎように後ずさる。もうそれだけで、いま翔が言ったことは全部当たっていますと白状するようなものだった。

　それはそれで、残念だが。そういうことなら、割り切るしかない。

　翔は真しん剣けんな顔で、優しく、諭さとすように話し始めた。

「この呼び出しも、僕をどうこうしなきゃいけないってことの一いつ環かんなんだよね。でも美郷さん。あんな変なやり方なんてしなくていいんだよ。そんなことしなくても僕は」

「なんでよ……」

　しかし、エリーは声と肩かたを震ふるわせながら、翔の言葉を遮さえぎって、

「じゃあアンタなんであたしをかばったのよ！　そこまでわかってたんなら、放っておけばよかったじゃない！」

　いきなり感情を爆ばく発はつさせた。

「ちょ、み、美郷さん、落ち着いて僕の話を」

「あたしは虹元先生にお仕置きされて、改心させられて！　反省して！　それでアンタは、面めん倒どうでふしだらな女のちょっかいから解放されるはずだったじゃない！　なのに、何のつもり!?　あたしに恩を売って脅おどして、エッチなことでもしようっていうわけ!?」

「しようとしたのは君じゃないか……」

　エリーをどうこうしようという気があるならとっくにやっているし、そもそも彼女の告白自体を断らない。

（どうにも、イライラしてくるなぁ……）

　だが、ここで翔が乱れては、話が余計にこじれそうだから。

「まあ、それはもういいよ。とにかく」

　翔は冷静に深呼吸してから、話を再開した。

「僕はさ、君にも事情があるだなんて、あの時まで考えもしなかったんだよ。でも、知ったから。もしかして、って感じたから……流されるんじゃなくて、きちんと話し合わなきゃいけないって思ったんだ」

　あのまま統治がエリーを仕置いてはい終わり、では消化不良にもほどがある。

　ちゃんと事情を聞かなければ納得ができないし、彼女の誘ゆう惑わくに期待を抱いだいてしまった不届きな自分も、叱しかれない。

「だから美郷さん、君が抱かかえていることを教えて欲しい。あんな迫せまり方しなくたっていいんだ。そんなことしなくても、君が困っているのなら、僕はその問題の解決に、全力で協力する気があるんだから」

　翔は両手を広げて、そう熱弁した。

「翔、アンタは……アンタって……」

　エリーが両手を口元に当て、今度は信じられない、といった感じで座り込む。

　蒼あおい瞳ひとみからは……ついに滲にじんでいた涙なみだが零こぼれた。

　こういう反応なら、必ず自分の言葉は彼女に届いているはず。翔はそう確信して、エリーの肩にそっと手を置いた。

「話して……くれるね？」

「嫌いや」

「あ、あれ？」

　思わぬ拒きよ絶ぜつに遭あい、困惑する。

　顔を上げたエリーは、さっきまでの和解の兆きざしが噓のように、翔を睨にらみつけていた。

「この程度で落ちたなんて思わないで。あたしのことは、あたしが決めるわ！」

　エリーがドンっと、翔を突つき飛ばす。

「だから……工鳴翔っ！」

　そして彼女はいつかのように。涙目のまま、ビシッと翔を指さして。

「アンタ、明日あしたあたしとデートしなさい！」

「はいぃ!?　なんでそうなるの!?」

　意味、不明。やっぱり彼女は、わからない。

　いったいどこをどうしたら、意い気き揚よう々ようとデート宣言した直後に、

「で、でも……その、もし、もしもの話だけど……」

　急にしゅんと萎しぼんで、胸の前で手をもじもじと交こう錯さくさせたりするのか。浮うき沈しずみが激しいにしたって、さすがにほどがある。

「もし、デートが終わって、それでもアンタがあたしを襲おそわずにいられたら」

「い、いられたら？」

「その時は、あたしの負けってことでいいわ。全部話すし、こういうのは、やめる」

　つまり、最後の一戦を挑いどませろ、ということか。

　それはそれで、何とも滑こつ稽けいな話だが。

「本当だね？　本当に、一回デートして、僕が君に変なことをしなければ、僕のことはあきらめて、君の事情も全部、話してくれるんだね？」

「もちろんよ……誓ちかって、約束するわ」

　これまでの例をみるに、エリーがそのデートでどんな破は天てん荒こうなことをしてくるかわかったものではないが。それでちゃんとカタをつけられるのなら、翔は、

「…………わかったよ」

　耐たえ切ればいいだけだ。

「交こう渉しよう成立ね……。ふふっ、だったら、これで今日の話はおしまいよ」

　今度は微笑。またも表情を急転させたエリーが、まるでポーズでも決めるかのように華か麗れいに、サングラスとマスクを再装着した。

「それじゃあ明日、せっかく祝日なんだから……そうね。昼の一時に、ここで待ってるわ。遅ち刻こくしたら承知しないんだから」

「あ、ああ……それは、いいんだけど。えっと、なんと言ったらいいのか……」

　その時翔は、彼女の背後に目をやって、指で頰ほおを搔かきながら苦笑した。

「ねぇママー、あのひとあっつくないのかな～？」

「しーっ！　見ちゃいけません！」

　公園の入り口で、幼い子供がエリーを指さしている。さらにその母親が、慌あわてて子供の口を塞ふさぎ、手を引いて去って行った。

「ぐ、ぐぬっ……」

　翔に遅おくれてそれに気付いたエリーは、よほど恥はずかしかったのか。サングラスとマスクの隙すき間まに見える頰を、一いつ瞬しゆんで真っ赤にして。

「こ、子供にこのファッションの良さがわかるはずないじゃない！」

「大人でもわからないと思う……」







　第三章　壊れかけの少女たち




　リビングで時間を潰つぶしていた翔かけるは、おもむろにソファーで前まえ屈かがみになり……パシッ！

　両手で思い切り、自分の頰を引っぱたいた。

（今日は絶対に妄もう想そうなんてしないぞ。気合を入れろ、工こう鳴な翔……）

　エリーとの約束の時間まで、あと少し。もう十分もしたら、家を出る頃ころ合あいだった。

「翔ちゃん、紅茶でよかったよね？」

　カチャリと陶とう器きが鳴る音で顔を上げれば。あいすが笑顔で、昼食後の飲み物を持ってきてくれていた。

「ありがとう……って、清せい野のさん？　これ、コーヒーじゃ？」

「へっ？　あっ……あはは、間ま違ちがえちゃった……ごめんね」

　あいすが自分の頭を小こ突づきながら、ペロッと舌を出す。

「ま、まあ、コーヒーでも。とにかく、ありがとう」

　翔は礼を言ってから、ティーカップに口をつけ、

「ぶふっ!?　清野さんこれすごいしょっぱいよ!?　砂糖じゃなくて塩を入れたの!?」

「ふぇっ？　そ、そんなはずは……あ、あれぇ～？　おかしいなぁ」

　彼女がこういうミスを連発するなんて、珍めずらしい。ということは……。

「今日はどうしちゃったんだい？　もしかしてどこか具合でも悪い？　だったら」

「別に……大だい丈じよう夫ぶだよ？」

「本当に？　無理してない？」

　あいすのことだ。体調不良をおしてきていることもあり得ると、翔は心配したのだが。

「うん、大丈夫大丈夫。ホントだよ？」

　彼女はそそくさと、塩入りコーヒーを片付けに、台所に戻もどっていった。

　本当に大丈夫なのだろうか。

「ぜんぜんだいじょうぶじゃないもん……」

　と、テレビの前に陣じん取どっていた深み彩あやが、頰をぷっくりと膨ふくらませ、翔にジト目を向けてきた。

　聞くまでもない……フキゲンである。

「深彩、何で怒ってるのさ……？」

「ねぇあにー、そんなにおしゃれして、きょーはどこのうまのほねとあそぶの？」

「ちょっ!?」

　一瞬、ドキっとした。確かに翔はいま、エリーとのデートに備えて、普ふ段だんはあまり着ないワイシャツとチノパンで、きちっと身なりを整えているが……。

「み、深彩……なんでそんな変なことを聞くんだ？」

「だって、あにーからおんなのにおいがするんだもん」

「に、匂においッ!?」

　翔は慌てて腕うでを鼻に寄せ、シャツの匂いを確認してしまい？

「やっぱり。あにーのうそつき、ばか」

「えっ……？　み、深彩まさか」

　カマを……かけられたのだ。

「だいっきらい……でーとなら、あいすおねぇちゃんとすればいいのに！」

　深彩が勢い良く、リビングを飛び出していく。

「ちょっと待て深彩！」

　翔は突とつ然ぜんのことに動どう揺ようしながらも、深彩を追って二階へ駆かけ上がった。

　しかし……ガチャガチャッ！　目の前で閉じられた深彩の部屋のドアには、すでに鍵かぎがかかっていた。

「深彩、開けてくれ深彩！」

　心臓が破は裂れつしそうなほどに強く、何度も鼓動を打つ。流れた冷ひや汗あせがもたらすのは、史上最悪の悪お寒かん。もはや気が気ではない。

　翔が。深彩のために生きてきた翔が。こんなことで、深彩に嫌きらわれる？

「誤解だ！　これには事情があるんだよ！」

　それは、自分のことを考えてしまって、深彩をないがしろにしてしまっていた代だい償しようか。いまになって翔の心に、激しい後こう悔かいがこみ上げてくる。

　翔に限ってそんなこと、あり得ないはずなのに。

　絶対にあってはならないことなのに。

　どうして自分は妹を二の次にして、いまのいままでおかしいと思わなかったのか。

　まるで稲いな妻ずまに打たれたみたいに、ショックだった。心の中でパリンと、大事な何かが割れてしまった気すらする。

「ちゃんと全部話す！　行くなって言うんなら行くのもやめる！　だから深彩！　顔を見せてくれお願いだ！　この通りだ！」

　翔は涙ながらに、ドアの前で土下座した。

　しかし、深彩の返事は一度もなく。

「翔ちゃん……」

　その代わりというわけではないだろうが、あいすが穏おだやかな表情で、二階に上がってきた。

「ここは任せて。深彩ちゃんには、私から話しておくから」

　あいすがおもむろに携けい帯たい電でん話わを取り出し、その画面を翔に見せる。

「そろそろ、時間……だよね？　あんまり待たせたりしたら、美郷さんに失礼だよ」

「えっ……ちょっ……なん……で？」

　それは予想だにしなかった、二発目の稲妻で。

　翔は驚きよう愕がくに目を丸め、震ふるえながらあいすを見上げた。

「……知って……たの？」

　当事者以外に、翔とエリーの関わりを知っているのは、あと二人しかいない。だとすれば……そんなはずは、いや、でも。

　翔は疑ぎ惑わくを否定したかったが、哀しいかな、それ以外に考えられなかった。

「大丈夫。大丈夫だよ。翔ちゃんはヘンなことなんてしないって、私、信じてるから」

　神しん芽がが暴走している時の虚うつろな瞳ひとみではなく、いつもの優しい瞳で。あいすがにっこりと微笑ほほえむ。

「だから、行って？　ちゃんと終わらせて……できれば夕飯までに帰ってきてくれると、嬉うれしいな」

「清野さん、でも僕は……」

　このまま深彩を置いて出かけるなんて、できるわけがなかった。

「あにーのばか！　はやくいっちゃえ！」

　突然の声は、ドアの向こうから。瞬しゆん間かん、翔はハッとして。

「深彩！　ごめん！　ごめんって！　兄ちゃん行かないからここを開け」

「れでぃーをまたせるあにーなんてもっともっときらいだもん！　そんなあにーとはぜっこうするもん！　ばか────っ！」

「み、深彩っ!?」

　絶対の指標たる妹の意見で、翔の中で揺ゆれ動く二つの意思が衝しよう突とつする。

　深彩のために行かないか。深彩の言うことを聞いて行くか。

　その衝突の決着は、すぐについた。なぜなら前者は、独ひとりよがり。

「……ごめん。ごめんな、深彩。わかった、兄ちゃん行ってくるから。行ってちゃんと、終わらせて、夕飯までには帰ってくるから……」

　だから帰ってきたら、仲直りをしよう。いや、してくれと。翔は涙なみだながらに言い残し、深彩の部屋の前から駆け出した。




　　　　◆




　工鳴家から出発する翔を見送ったあと。深彩の部屋に招き入れられたあいすは、ベッドの上で泣く未来の義妹を、優しく抱だきしめた。

「深彩ちゃん、大丈夫だよ。翔ちゃんはちゃんと、お断りするために行ったの」

「そんなのわからないもん……こくはくされたら、おっけーしちゃうかもしれないもん！　きのまよいとか、まがさすとか、わかげのいたりとか、いっぱいあるもん！」

　正直、意外だった。自分はともかく、深彩は翔の状じよう況きようを知るはずもないのに。

　全部ではないが、その予想は半分以上当たっていて。あいすが抱いだいた不安とも、怖こわいくらいに似ていた。

「なんでおねぇちゃんはとめないの？　あにーとられちゃうかもなんだよ!?」

　その叫さけびが、胸に刺ささる。本当はあいすだって、止めたかった。でも自分勝手な気持ちで、彼の意思を曲げさせるなんて、やっぱりダメだから。

　止めたかったが、止めなかった。

　だって彼は。あいすの神芽のことを心配して巻き込むまいと、大事にしてくれたのだから。これは、その結果の一いつ端たんなのだから。

　もちろん、蚊か帳やの外は寂さびしくもあるけれど。すでに二度、神芽の暴走で過あやまちを犯している身では、仕方がないと割り切るしかない。

「わたしやだよ……おねぇちゃんじゃなきゃ、やだよぉ……」

「ありがとう、深彩ちゃん。でも、きっと大丈夫だよ……私たちが大好きな翔ちゃんは、ちゃんと約束を守ってくれる。夕飯までには、帰ってくるよ」

　妹と喧けん嘩かして嫌われたとあっては、彼は下手をすると本当に、自殺すらしかねない。そんなのは、絶対に認められない。

　だからいま、彼のために、あいすがやるべきことは……。

「私と一いつ緒しよに映画でも観て、気分転てん換かんしながら待ってようよ。それで、翔ちゃんが帰ってきたら、ちゃんと仲直りするの」

　彼が帰ってくるまでに、深彩の機き嫌げんを直しておく。そう心に決めて。自分の醜みにくい嫉しつ妬となんか、心の奥底に押し込めて、

「私も、翔ちゃんに謝らないといけないことがあるから……一緒に、謝ろう？」

　あいすは深彩の頭を、そっと撫なでた。

　だが、そんな時。

「やだよ……わたし、おねぇちゃんいがいにあにーをあげたくない！　おねえちゃんじゃないなら……わたし……わた……し……が……っ！」

　異変は、唐とう突とつにやってきた。

「えっ？　あっ……くぅっ!?　これ、なんでっ!?」

　左の乳ち房ぶさ。そこにある、螺ら旋せんを描えがく蛇へびのアザ。

　あいすが宿す神芽の印が、その瞬間、ひどく痛み出したのだった。




　　　　◆




　絶対にこのデートを耐たえ抜ぬいて、一刻も早く深彩のもとへ帰ろう。そして謝ろう。

　翔は妹のことだけを考えながら、約束の時間には少し遅おくれて。エリーと待ち合わせた公園へとやってきた。

「さて、反論があるなら聞きますよ？　ヴィーナスさん？　フフフ」

　だが、そこではまたも、予想外のことが起こっていた。

　シフォンワンピースにストールという、まるで何かの式にでも出るような正装で。携けい帯たいゲーム機を手にした夢む依いが、エリーを見み下おろしている。

「意味わかんないんだけど……でもとりあえず、アンタはムカツクわね」

　一方エリーは、黒を基調とした、肩かたに穴が空いているシャツなど、ファッション雑誌なんかでよく見るような『カッコイイお姉ちゃん』といった、カジュアルな格好で。

　……尻しり餅もちを、ついていた。

「甘くないんですよ、この私は。もはや貴女あなたの好きにはさせません」

「ウザ……何様のつもり？　そんなに翔とのデートが羨うらやましいわけ？　邪じや魔ましたくてしょうがないわけ？」

　雰ふん囲い気きは険悪どころの騒さわぎではない。もう二人は互たがいに、殺意すら感じさせる怒いかりの視線を送り合っていた。

「どうやら、来たようですね……」

　と、夢依が急に笑顔になって、公園に入った翔に目を向けた。

「まさか遅ち刻こくするとは思わなかったので、ついさきに始めてしまいましたよ、先せん輩ぱい」

　彼女たちが何を話していたのかは、ちょっと見当がつかないが。

　いま翔は、そんなことより。夢依の顔を見たら、どうしても。

「虹にじ元もとさん、ひどいじゃないか……」

　苛いら立だたずにはいられなかった。

「………………はい？」

「トボけないで。君が清野さんに、僕と美郷さんのことを話したんだろう？」

　翔とエリーの状況を知っている人間は、当事者を除けば、あとは夢依と統とう治じのみ。そんな中で、あいすがすべてを知っていたのだ。

　どこから漏もれたのかなんて決まっている。二分の一ではなく、これは二分の二。

「ちょ、え？　先輩何を言ってるんですか？　私はついさっきまで海外にいて、本当はまだ向こうなのにルーラしてきたばかりなんですよ？」

「じゃあ、虹元先生に言わせたんだね」

　どうして、なんて理由はわからないが。夢依は妙みようにエリーを敵視していたし、統治も彼女の差し金で動いていた。そして昨日あいすは、統治と妙に意気投合し、翔を強制的に下校させた。

　ならばやはり、夢依からそれを聞いた統治に吹ふき込まれた、と考えるべきだろう。

「先輩、落ち着いて話をしませんか？　何か激しく誤解があるような……」

「美郷さん、大だい丈じよう夫ぶかい？」

　翔はエリーを助け起こし、服についた埃ほこりを払はらってやった。

「うん、ちょっとヘンなのに突つき飛ばされたけど、あたしは大丈夫」

「自分で腰こしを抜かしてすっ転ころんでおいて、何をデタラメを……って、せ、先輩!?　なんでそんな軽けい蔑べつの眼まな差ざしで私を見るんです!?」

　信じていた人に裏切られる喪そう失しつ感かんが、こんなに辛つらいなんて、知らなかった。

　だが、そもそも夢依を頼たよって巻き込んだのは翔なのだから、自分にだって非はある。そう思うと、翔は自分を棚たなに上げて、一方的に彼女を責める気にもなれなくて。

「やっていいことと、悪いことがあると思う」

　それだけ言って踵きびすを返すのが、精せい一いつ杯ぱいだった。

「バカな……何なんですかこの展開は!?　先輩、私の話をちゃんと聞いてください！　この女はですね！」

「ごめん虹元さん。この話はあとにしよう。僕は今日、彼女とデートして、ちゃんと耐えきらないといけないんだ」

「翔、行きましょ？　こんなのに構ってたら時間がもったいないわ」

「あ、ちょっと美郷さん!?　そんなに引っ張らないで！」

「ここからは楽しい時間を取り戻もどすわよ！」

　翔はエリーに手を引かれるままに、駆かけ出した。

　どうも朝からトラブル続きで、悶もん々もんとしてしまうが。

（あとで、だ。あとで考えるんだ。僕は、いまは……ッ）

　翔はエリーとのデートをやり遂とげて、彼女に翔をどうこうすることはあきらめてもらって、彼女が抱かかえている事情をちゃんと聞かなければならない。

　そして帰って、深彩と仲直りをするのだ。

　そのために。すべては、もう一度深彩の笑顔を見るために。

（切り替かえろッ！）

　翔は問題を棚たな上あげにして、スッパリと夢依のことを割り切ったのだった。




　　　　◆




「そんな……先輩、どうして……」

　伸のばした手が、届かない。目からは汗あせが零こぼれそう。

　こんなはずじゃなかった。華か麗れいにキマって、感謝されて、新たなフラグが立つはずだった。なのに、なんだってこんな目に遭あうのか。

　衝しよう撃げきに打ちのめされながら、夢依はそれでも、心折れずに思考を巡めぐらせる。こんな形に陥おちいった可能性を考こう慮りよする。そして……。

「あれ……は……？」

　目についたのは、翔を追っていく人ひと影かげ。電信柱に隠かくれているようで、隠れきれていないその人物は……あいすだった。

　しかも彼女は携帯電話……開いたガラケーの画面を見ながら歩いていて。耳には携帯から伸びるイヤホンまでつけていて。

「そういうことですか……」

　糸が繫つながる。答えが導き出される。ヒートアップ。

「むんっ！」

　夢依は怒りに身を任せ、手中の携帯ゲーム機をあいすに投げつけた。

「はうあっ！」

　足にクリーンヒット。あいすがものの見事にすっ転ぶ。

「痛たた……もう、何？　急いでるのに……」

　夢依はあいすにガンダッシュし、その胸むな倉ぐらを摑つかみ寄せた。

「って、えぇ!?　に、虹元さん!?」

「このペタンコ！　ガチで先輩に発信器どころか盗とう聴ちよう器きまで仕込んでやがりますね!?」

「なんでそれ……ッ!?!?!?」

　あいすがしまった、といった感じで、両手で口を押さえ、目を逸そらす。

　……正解だ。

　この女はそれですべてを知り、翔に自分が知っていることを話した。しかしおそらく、知った方法については話していないのだ。だから、夢依が疑われて……。

「おかげで盛大に事故ったじゃないですか……ヤンデレの次はストーカー？　運うん命めい改かい変へんもホドホドにしてください！」

「そ、そういう虹元さんは何でここにいるの!?　おかしいよ！　海外にいたんだから、翔ちゃんの行き先がわかるはずないもん！」

　あいすの意外な逆ギレから、夢依は咄とつ嗟さに目を逸らした。

「そ、それは……その、蛇じやの道は蛇へびと言いますか、なんと言いますか……」

　言えない。統治を使って自分も翔に盗聴器をしかけて、コトの推移をすべて把は握あくしていた、なんて言えない。矜きよう持じにかけて。

「ええぃ！　そんなことはどうでもいいんです！」

　だから、勢いで煙けむに巻まいて、

「先輩を追いますよ！　どうせ考えてることは似たようなモンでしょう!?」

　夢依はあいすの手を摑み取って立ち上がった。

「え、あ、あの、虹元さん？」

　ここで終わらせるつもりだった夢依のソレは、翔の制服についていて、いまは意味を成さない。しかし、あいすのソレはおそらく複数あり、リアルタイムで使える。

　それはこの女が押おし掛かけ女によう房ぼうをやっているからこそ成し得たこと。そのステータスの差には、歯は嚙がみせずにはいられないが。

　とにかくいまは、翔のように割り切って。

「敵の敵は味方。一時、休戦です！」

　夢依はあいすの手を引き、勢いよく駆け出した。




　　　　◆




　エリーとのデートは、のっけから思わぬ展開を迎むかえていた。

　駅からはじめて繁はん華か街がいを歩いていたら、エリーがどうしても見たい店があると言うので、翔はとある裏路地の小さなビルに入ったのだが。

　狭い階段を上がった先。三階の店に入る自動ドアを前に、

「おおおおおおお落ち着いて考え直すべきだよ美郷さんこれはダメだ！」

　手で目を覆おおい、イヤイヤと首を振ふっていた。

「そんなの入ってみなきゃわからないわよ！」

「一いち目もく瞭りよう然ぜんだよ!?」

　壁かべに所ところ狭せましと貼はられた、肌はだ色いろが乱らん舞ぶするチラシ。それだけで翔はもう限界である。

「僕らまだ高校生だよ!?　ダメ！　これはダメ絶対ダメ！」

　そこはいわゆる、大人のお店。入り口の自動ドアにはしっかり、18禁のマークが描かいてある。なのにエリーは、あろうことか翔の手を引っぱり、この危険極きわまる店に入ろうと躍やつ起きになっていた。

「これ女の方が滅め茶ちや苦く茶ちや恥はずかしいんだからね!?　わかってんの!?」

「わかりたくない！　恥ずかしいならやめようすぐに引き返そう！」

「アンタを一人前の男にしてあげるって言ってんのよ！　こういうのも男にとっては憧あこがれなんでしょ!?　一度はやってみたいことランキングに入るんでしょ!?」

「だからそんなこと誰だれに聞いたのさ!?　僕はこういうのは嫌きらいだもっと普ふ通つうがいい！　これ以上こんなバカなことを続けるんならもう帰るよ!?」

　半ば自や棄けになりかけて翔が放った言葉はしかし、どうもエリーには効いたようで？

　彼女は急激に勢いを失い、もじもじと俯うつむいた。

「……じゃあ、普通って、何よ……。言ってみなさいよ、教えなさいよ……バカ」

　頰ほおを赤くした上うわ目め遣づかい。彼女の様子自体は、正直かなりかわいげがあるし、思わず自分を曲げて謝りたくなるほどの破は壊かい力があるのだが。

「デートは男がリードするモンでしょ？　なのにアンタがどこでもいいとか任せるとか適当なことばっかり言うから、あたしは、嫌いやだけどがんばって……」

　やはり、浮うき沈しずみが激しいにもホドがある。あと、場所が場所。どこをどうがんばったらこんな状じよう況きようになるのか、翔にはまったく意味がわからなかった。

　だが……デートは男がリードする、という彼女の言には、一理ある気がして。

「それは……ごめん、悪かった。反省する。だからさ、普通に、デートしようよ」

　翔は気を取り直して、経験のない思考を懸けん命めいに巡らせる。そして、

「でもとりあえず、ここからは出ようね！」

　さっき自分がされたように、エリーの手を取って駆け出した。

　その勢いたるや、まさに脱だつ兎と。壁一面にエッチなチラシが貼られているせいで、どこを見ても頭の中で桃もも色いろが蠢うごめいてしょうがないのである。

「あっ、す、すみません……通してください！」

　翔は階段を上がってきた、真っ黒と真っ白の女子を押し退のけて、さらに階段を下り続ける。彼女たちは奇き抜ばつというか異様で、妙みように痛々しいフリフリ衣装にヘッドドレスまでつけていたが、やはり場所が場所だ。人には色々な趣しゆ味み・性せい癖へきがあるのだし、いちいち気にしていられない。

「今度はちゃんと僕がリードするから、最初からやり直そう！」

「さ、最初って、翔、アンタ!?」

　そうして翔は危険なビルを脱だつ出しゆつして、ひとまず駅前まで引き返したのだった。







「チィッ……これは読めてしかるべきでした。この私ともあろうものが、ファビョって焦あせってしまっていけませんね」

「ど、どどどどどうするの!?　翔ちゃんに見られちゃったよ!?」

　翔とすれ違ちがった白黒フリフリ衣装な女の二人組が、階段で足を止める。

　まるで悪あく魔まと天使のペアのような二人は、とあるファッションショップで着き替がえてきた夢依とあいす。

　黒の夢依は髪かみ型がたをツインテールに変え、濃こいアイラインを引き、頰ほおに星形のシールを貼っている。白のあいすは、頭には大きなリボン。そして、丸眼鏡めがねもかけていた。

「落ち着きなさいペタンコ。人相など変装で容易たやすく誤ご魔ま化かせると言ったはずです。その証しよう拠こに、微み塵じんもバレなかったでしょう？」

「そ、そうだけど……でも、これ、ちょっとっていうかかなり恥ずかしいよぉ」

　あいすがフリフリスカートの裾すそを摘つまんで、赤面する。

「言う割には気に入っているようですが？　実はこういう格好も一度してみたかった、なんて雰ふん囲い気きをひしひしと感じますよ？」

「そ、そんなことないもん！　わ、わわわたしは別に！」

「いちいち羽ばたかないでください。白は汚よごれが目立ちます。それ一式高いんですから」

「い、一応聞くけど……いくら？」

「一パーツごとに諭吉級」

「えちょ、私そんなお金なんて持ってないよ!?　払はらえないよ！」

「ええ、結構な緊きん急きゆう出費です。だから落ち着いてください。そもそも貴女あなたの尾び行こうスキルが低すぎるから、こうして私が懐ふところを痛めているんです」

　夢依が不満そうに、眉み間けんに皺しわを寄せる。

　一方あいすは、夢依とは対照的に、目をキラキラさせていた。

「え、じゃ、じゃあもしかしてこの服……終わったら、私もらっていいの？」
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「コトがコト。来月の新刊プロムーブは厳しくなりますが、この際背に腹は代えられませんからね。どうせ私ではそれ、胸も入りませんし」

「ほとんどサイズ違わないよ!?」

「そんなことより追つい跡せきです。先せん輩ぱいのことだから一から……駅からでしょう。いまのは一いつ瞬しゆんでしたし、見つかってもまだ、またあの人たち、くらいのレベルで済みます！」

　夢依があいすの手を取って、全速力で階段を駆かけ下りる。

「ふぁああっ!?　ちょ、ちょっとおぉ！」

「追いかけますよペタンコ！　早く先輩たちの会話をチェックなさい！」




　　　　◆




　どうするどうするどうすればいい？　エリーの手を引いて、頭の中であれこれと考えながら、翔は駅に向かって歩いていた。

（ちゃんと、やらなきゃ……しっかりしなきゃ）

　ここからは翔がエリーをリードして、真しん摯しな姿勢で、デートを終える。

　エリーに二度とさっきのような暴挙に及およばれないためにも、それがいちばん。むしろ決定権が翔にある分、変なことをされないという意味では大きなプラスなのだ。

　だが、どんなデートにすればいいかなんて、経験のない翔には全然見当がつかなくて。

「そ、それで？　翔、今度はどこに行くわけ？」

「決めてない」

　結局出した答えは、それだった。

「はぁ!?　アンタふざけてるの!?」

「大おお真ま面じ目めだよ。例えば……」

　翔はふと足を止め、すぐ隣となりの壁……複合デパートのショーウィンドウを指差した。

　そこに展示されているのは、深彩の体にティファレが宿ったときのような、豪ごう奢しやでお姫ひめ様らしい紫むらさきのドレスである。

「こういうドレス、僕は嫌いじゃないけど、こんな紫なのはイヤかなぁ。もっと淡たん白ぱくな色ならいいんだけど……美郷さんは？」

「……えちょ、いきなり、何？」

　翔はショーウィンドウのガラスに手を当てて。そこにうっすらと映り込む、背後のエリーに目をやった。

「こうしてさ、ウィンドウショッピングしながらあれこれ話したり、気が向けばお茶したり。あと、どこかベンチとかでゆっくり話したり。そういうのじゃ、ダメかな？」

　エリーは何も言わず、驚おどろいているような、でも、どこか怒おこっているような、どうにも読めない表情で、目を細めていた。

　やはり翔の思い描えがくデートでは、ダメなのだろうか。

「で、でも無理にとは言わないよ？　僕は行ったことないけど、か、カラオケとかもいいかもね！　あとボーリングとか！　美郷さんは、その二つならどっちがいい？」

　翔は少し慌あわてながらも、ひとまず別のプランを持ち出した。

　だが、エリーはそれを聞くや、不満そうに口を尖とがらせて、

「……それじゃあ、友達みたいじゃない」

「みたいも何も友達だし……」

「はぁ!?　あたしとアンタがとととととトモダチ!?」

　なぜか彼女は、焦った様子で仰のけ反ぞった。

「いや、そんなに驚くことじゃないと思うけど？」

「くぅっ……そ、それくらいわかってるわよ！　あたしだって、それくらい！　ああもう！　うっさいバカ静かにして！」

「何も言ってないよ……」

　会話が嚙かみ合っていない気がするのはなぜだろう。

　と、エリーが両手を腰こしに当て、大きく咳せき払ばらいをして？

「い、いいわ！　そこまで言うなら、アンタの好みに乗ってあげようじゃない。でもね！　あたしはちゃんと、やることをやるわよ？」

「や、やること？」

　エリーがずんずんと翔に詰つめ寄よってくる。

　そして彼女は翔の前に立つと、おもむろに手を伸のばし、

　翔の股こ間かんを……？　バチン！

　咄とつ嗟さに彼女の手を弾はじいてしまったのか、乾かわいた音がしたが。

「ちょちょちょぉっ!?　い、いきなり何をしようとしてるんだよ美郷さん!?」

　ともかく翔は、慌てて後ずさった。

「いまの……は……？　まあ、いいわ」

　右手を見つめて茫ぼう然ぜんとしていたエリーが、気を取り直して呆あきれ顔になる。

「翔……なんで逃にげるわけ？　ただちょっと、それを摑つかもうとしただけじゃない」

　だが、彼女が指さしたのは、やはり紛まぎれもなく翔の股間であって。

「最近は手じゃなくて、女子が男子の股間を握にぎるのが流行なんでしょ？」

「…………」

「な、何よ？　あたし変なこと言った？」

「そんな流行あるはずないじゃないか……」

　どう考えても誰だれもやらないし、そんなこと自体言わなさそうだ。仮に言ったとしても、悪質な冗じよう談だんでしかない。

　しかし、エリーはいったい誰に吹ふき込まれたのか。どうやら本当にそんな変な話を鵜う吞のみにしていたようで。

「え？　そ、そうな……の？」

　ピシッと、石になったみたいに固まっていた。

　そして、数秒後。ぼふっ！　と、音が聞こえそうな感じで赤面し？

「あ、あはは！　知ってるわよそれくらい！　冗談よ！　冗談！　何簡単に引っかかっちゃってるの？　恥はずかしいわね！」

　妙に強気になった彼女は、きっと過あやまちを自覚して誤魔化しにかかったのだろう。

　しかし、手て遅おくれ。エリーの声が、大きすぎた。

　道行く人々はもう、さっきのエリーの発言を聞きつけて、彼女に奇き異いの視線を向けている。

　このままここにいたら……まずい。

「と、とりあえず行こう美郷さん！」

　視線の集中砲ほう火かに耐たえられなくなった翔は、エリーの手を取って、

「あちょっ、翔また!?　手を繫つなぐにもムードってモンがあるでしょ!?」

「それどころじゃないし君に言われたくない！」

　咄嗟に複合デパートの中へと駆け込んだ。







　翔たちが入ったデパートの少し手前にある、細い路地。その曲がり角に隠かくれるように、白と黒が密着していた。

「か、翔ちゃんが、翔ちゃんが美郷さんと手を！　手をおおおおおおおお！」

「黙だまりなさい」

「ぐぇぁっ!?」

　夢依が、羽は交がい締じめにしていたあいすの首を絞しめ上げる。

　さきほど翔の股間に向かうエリーの手を弾いたのは、あいすが『輝愛ゴツドライト』で一瞬だけ出した、秩ちつ序じよの光の物理遮しや断だんバリアなのだった。

　翔はそれに気づかなかったが、エリーは、浮うかびかけた『ＫＥＥＰ ＯＵＴ』の文字に気づいた。だから夢依は慌てて、あいすをこの路地に引っぱり込んだのである。

「まったく、上手くやり過ごせたから良かったものの……」

「ご、ごめんつい……でも、だってぇ……虹元さんは平気なの!?」

「腸はらわたが煮にえくり返りそうですが何か？」

　夢依は無表情で言ったが、握った手は言葉通り、怒いかりに震ふるえていた。

「しかし、あまり迂う闊かつに動いてはバレてしまいます。現状、それはいただけません」

「じゃあこのままずっと、ただ見てろって言うの!?」

「辛つらいですが……ね。いま下手に邪じや魔まをすれば、きっと……先輩に嫌きらわれてしまう。貴女もわかるでしょう？　そしてそんなことは望まないでしょう？」

「そうだけど……ぐすっ。そんなぁ……」

「気持ちはわかりますよ。ええ、痛いほどに。でも、いまは指をくわえて堪こらえるしかありません。先輩があのビッチの暴挙のせいで、誰かに助けを求めるような事態。そんなワンチャンスの到とう来らいを、待つしかないんです……」

　夢依はそう言うと、文字通り指をくわえて……いや、嚙んで。翔とエリーを追って、複合デパートへと入って行った。




　　　　◆




　この駅前の複合デパートは比ひ較かく的てき規模が大きく、入っているテナントの数もかなり多い。翔たちはその一階フロアを三十分ほどかけて見回ってから、階段を上がって二階へ。同じようにくり返して、レディスフロアの三階へとやってきた。

「……ああいうのは、その……い、嫌いやなのよね？」

「うん、そうだね……」

　エリーが指さした遥はるか前方に見えるのは、薄うすいエメラルドやピンク、パープルといった色が立ち並ぶ、男にとって最大の鬼き門もん店てん舗ぽ……ランジェリーショップである。

　さすがに、翔はあそこには入れない。入りたくない。そこのところ、さっきの流れでエリーは察してくれたのか。

「まあいいわ。アンタに合わせるって約束だもの」

　その店を避さけるようにフロアを回り始めてくれて。

　さっきまでのドタバタが噓うそのように、デートは平へい穏おんに進んで行った。




「う～ん……やっぱり、う～ん……」

「さっきから唸うなって何？　そんなに女モノの服が珍めずらしい？」

「いや、そうじゃなくて」

　三階フロアを見て回っているうちに、翔はふと思った。それはこの時まで、似合っているな、くらいでしか気にしていなかったことなのだが。

　そこらに立っているマネキンが着ている服のコーディネートより、エリーの方が、ずっといいのだ。

　服ふく飾しよくについて詳くわしくはない翔だから、好みの問題もあるのかもしれないが。おかげで翔は、マネキンを見るたびに彼女とつい比ひ較かくしてしまって。

「美郷さん、センスいいんだね……」

　気がつけば自然と、彼女を褒ほめていた。

「へ、へぇ……意外と言うわね、アンタ」

　と、エリーは何やら自慢気に、肩かたにかかった髪かみをパッと払はらい。

「女にとって、オシャレは超ちよう重要なんだからね？　気づくの遅おそいわよ、バカ」

「ご、ごめん……こういうの、慣れてなくて」

「今日だって化け粧しようとコーディネートに軽く三時間はかけて、悩なやみに悩み抜ぬいたんだから。ま、気に入ってくれたなら、甲か斐いがあったわ。ふふっ……」

　エリーが、くすりと微笑ほほえむ。

　彼女のそんな自然な笑顔を見るのは、きっと、初めてで。

　翔は変な意味ではなく、純じゆん粋すいにドキッと、というかキュンと来てしまったのだった。




「アンタさ、ずっと言おうと思ってたんだけど、もう少し垢あか抜ぬけない？」

　四階のメンズフロアに着くと、エリーが今度は、翔の衣類についてあれこれと世話を焼き出した。

「ワイシャツはご丁てい寧ねいにズボンＩＮ、ボタンも当たり前みたいに全閉めだし？　三十代っていうか、はっきり言って芋いもい」

　これでも翔は精せい一いつ杯ぱい、失礼のない身なりを整えたつもりだったのだが、彼女にかかると、そういう評価になるらしい。

　それからエリーは手近なカジュアルファッションの店に入ると、翔を姿見の前に立たせ、あれこれと服を持って来ては、翔に合わせていった。

「こういうのはイケると思うのよね。アンタ、素すはそこまで悪くないし」

　彼女の持ってくる服は、無意味に袖そでにチャックがついていたり、首元にチェーンがあったりと、ちょっとイメージの軽そうな服ばかりだった。

「僕には似合わないと思うんだけど……」

「似合わないんじゃなくて、似合うようにすればいいのよ。アンタ露ろ骨こつに原石なんだから、磨みがけば絶対様になるわ」

　と、エリーはいきなり、翔を置いて店を出て……。

「ちょっとここで待ってなさい。少しはマシにしたげるから」

　ひとりでどこかに走っていってしまった。

　それから、ものの数分で戻もどってきた彼女は、手に丸いケースを持っていた。

「お待たせっ。さてさて、ではでは♪」

　エリーがニコニコしながら、ケースを開く。中には、白いクリームが入っていて。翔はここで初めて、それがヘアワックスだということに気がついた。

「ちょっ……み、美郷さん？」

「は～い動かないの。これで、こうして、ちょちょいっと……」

　エリーが背せ伸のびをして、翔の髪をいじっていく。

　深彩の髪をとかしたことはあるが、自分がそんなことをされた経験なんてあるはずもなく。すごく、こそばゆい。

　距きよ離りが近づいたからか。さっきまでは気づかなかった、ほのかに甘い香かおりも鼻をついて……ドクン。

（ぬあっ……）

　翔は思わず目を瞑つぶり、舌を嚙かんだ。

「そんでもって、最後にこうして……っと。ほら、できたわよ？」

　しかし、彼女にパシンと背中を叩たたかれて、ふと目を開けると。

「あっ……」

　髪かみ型がたをラフにセットして、ワイシャツの裾すそをズボンから出して、ボタンを開いて、中のＴシャツを覗のぞかせる。たったそれだけの違ちがいなのに。

　姿見に映る自分は、まるで別人みたいになっていた。

「やっぱりそこそこ、いい感じ？　ま、このくらいなら、多分アンタのお堅かたさでも許容範はん囲いよね」

「う、うん、そうだね……ありがとう……」

　ちょっと、照てれ臭くさい。でも、こういうのは悪くない。

　こうでなくては、なんて思ってしまって。

　翔はふと、口元が緩ゆるんでしまった。

「つ、次、次行こうっ！」

　が、ふと脳のう裏りに深彩の顔が浮かんだので、慌あわてて気を取り直す。

　初心忘れるべからず。純粋にデートを楽しんでしまって目的を見失うなんて、いまの翔にはあってはならないことだった。







「わ、わわ!?　なんだか翔ちゃんがイケてる感じに!?　ふぁあああ……いい、あれすごくいいよぉ……」

　通路の角に隠れているあいすが、☆が見えるくらいに目をキラキラさせていた。

「こ、こういう健全なデートだったら……ギリギリ、許せるかも？　美郷さん、あれやり方教えてくれないかなぁ……そしたら、私も翔ちゃんに……」

　あいすはゴキゲンで、うっとりと頰ほおに手を当てる。その心はいまや現金な都合も相まって、エリーを許す方向に動き始めていた。

　だがそんな彼女の隣となりでは……ガンッ！

「に、虹元さ……ひっ!?」

　夢依が鬼おにのような形ぎよう相そうで、黒いオーラを立ち上らせていた。

　壁かべを殴なぐったその拳こぶしは、見事にコンクリートにめり込んでいる。

「色しき欲よくビッチめがぁ……私がもらうはずだった先せん輩ぱいの初体験を、イベントを……次から次へと、よくも……ッ！」

「おおおお落ち着こうよ！　大きな音出したらバレちゃうよ!?」

　それぞれ白と黒の一色という奇き抜ばつな格好も手伝ってか、そこかしこのショップの店員たちが、あいすと夢依に注目し始める。

　しかし、二人はそんなことお構いなしで。

「『もう我が慢まんできない』ですッ！　許せない、許してはおけない……」

「ちょおっ!?　だ、ダメだよっ！　もう少しそっとしておこうよ！」

　肩をいからせて角から出ようとした夢依を、あいすが羽は交がい締じめにして止める。

　しかし夢依は、あいすの声が聞こえていないのか。

「こうなったらやはりあの女を『真世界アナザーデイメンジヨン』に拉ら致ちって決着を……ッ！」

「虹元さん聞いてる!?　我慢！　我慢だよっ！　翔ちゃんにバレちゃまずいんでしょ!?　どうしちゃったの!?　何だかヘンだよ!?」

　翔たちを追ってデパートに入ってから、一時間強。

　二人の立場はいまや、建物に入る前とは正反対になっていた。




　　　　◆




　ひとしきり建物内を見て回った翔とエリーは、五階のカフェで一息ついていた。

　若者向けのラインナップなのか。エリーに言わせればそこは、さまざまな流行ドリンクを用意している、女子に人気の店らしい。

「はぁ、こう広いと立ちっぱで、さすがに疲つかれるわね。翔、アンタは何飲むの？」

「アイスティー、かな」

　今朝は紅茶のはずがコーヒーだったこともあって、翔は即そつ決けつした。

「ん。それじゃあっと……すみません、これを、アイスティーでお願いします」

　翔が戸と惑まどっているうちに、エリーが店員を呼び止め、さっと注文を済ませる。

　こういうのは男がやるべきでは……なんて思っていた翔だったが。

「で？　翔、そろそろあたしに惚ほれた？　襲おそいたくなった？」

　店員がいなくなると、エリーはイタズラっぽく微笑んで。テーブルに両りよう肘ひじを突き、組んだ手の上に顎あごを載のせた。

　さらに、そのままずいっと、前屈かがむ。

「これでもあたし、結構いい女、演じたつもりなんだけど」

　そんなポーズをとれば当然、彼女の胸はぎゅっと、圧力で強調され。まるで水風船を手で軽く握ったみたいに変形していた。

　そして、蒼あおい瞳ひとみの上うわ目め遣づかいもまた抜ばつ群ぐんな相乗効果で……。

（って、ダメだ！）

　妄もう想そうの足音を察知した翔は、思い切り自分の太ふと股ももをつねった。

「そ、そういうのは……自分で言ったら台無しなんじゃないかな？」

　少なくとも、さっきのデートが演技と言い切られてしまうと、翔としてはがっかりせざるを得ない。

　せっかく、いい感じだと思ったのに……。

（って、だから違う違う！　そうじゃないだろ僕！）

　もう一度、太股をつねる。力を強めたら、かなり痛くて。思わず目に涙なみだが滲にじんだ。

「涙目になるってことは、実はアンタ、嬉うれしくてしょうがないんでしょ？」

「こ、これには深い理わ由けがあるんだよ……」

「それって……ふふっ。どんな理由なのかしらね？　言ってみなさいよ」

　すっと目を細めたエリーは、これまた急に大人びて見えた。

　その妖よう艶えんな笑みを見ていると、悪いお姉さんに騙だまされているような気になってくる。

「ごめん、できればいまは聞かないで欲しい……」

「……はぁ、強情ね。まあいいわ」

　エリーが前まえ屈かがみをやめて、ソファーにドサッと背を預ける。

　彼女の胸が圧力による強調から解放されると、翔もまた、妄想の予感から解放された。

　しかし、ほっと一息ついたのも束つかの間。

「お待たせしました。こちらカップル限定のスペシャルラヴピッチャーになります」

　ドンッ！　と、次なる試練がテーブルに置かれた。

　それは大食いの人なんかが食べるような、特大パフェにも匹ひつ敵てきする大きさの巨きよ大だいグラス。というかもはや巨大どんぶりとでも呼ぶべきもので。

　色とりどりな各種フルーツやアイスクリームが、ふんだんに浮うかぶその液体には。

　ハート形を描えがく、二ふた股またのストローが挿ささっていた。

「以上でご注文はすべてですね？」

「ええ、ありがとう」

　エリーが冷静に答え、店員が去っていく。

「ちょちょちょちょっと待ってこれ何!?　僕のアイスティーは!?」

　わけもわからず硬こう直ちよくしていた翔は、三み度たび太股をつねりながら叫さけんだ。

「下の液体はちゃんとアイスティーよ？」

「いやいやいやこれ、だって、これって！」

「ふふっ……何か問題ある？」

　そう言うエリーは、したり顔。

　……やられた。

「無理だ！　こ、こんな！　こんなのは！」

　顔を真っ赤にして、思わず立ち上がる。

　しかしその時、翔はすでに、彼女の掌てのひらの上で踊おどらされていた。

「アンタねぇ……恥はずかしいから座りなさいって！　今日はこのために来たのに、何？　いざやると尻しり込ごみなわけ？　意気地のない男ねぇ！」

　エリーがわざとらしく、声のボリュームを上げる。

　それは当然、他の女性客たちにはまる聞こえで。

「ふふふ、か～わいい～」

「若いっていいなぁ。いるよね～ああいう子」

「でもでも、ウブな感じは悪くないと思うよ～」

「『ふざけろ』です……」

　周囲から向けられる微笑ほほえみがこれほど辛つらかったことなんて、かつてない。

　……完全に、油断していた。

「ほら翔、早く座ってよ」

　翔は赤面しながら、体を小さく縮ませて着席した。

「……ううっ……でもやっぱり、こんなのは……無理だって」

「じゃあ何？　口移しならいいわけ？」

「なんで悪化するんだよ！」

　しかも、さっきのエリーの声のボリュームは、また大きくて……最悪だ。

「しょうがないわねぇ……もう」

　エリーがストローを吸って、アイスティーを口に含ふくむ。そして彼女は、目を瞑り。

　唇くちびるを、翔に向けて突つき出した。

「ん～～～～～～」

「無理無理無理無理余計無理！」

　と、ゴクン。エリーが口内の液体を飲み干し？

「あんまり恥はじかかせないでよ……ほら、こっち来る！」

「ちょっ!?　み、美郷さん!?」

　翔は襟えり首くびを摑つかまれ引っ張られ。あっという間に、向かい側の長いソファー……エリーの隣へと移動させられた。

「はい、もっかい。もう逃にがさないわよ？　この一発で、決めてやるんだから」

「待ってくれ美郷さ……おあっ!?」

　強く摑み直される襟首。翔が本気の本気で暴れても、彼女の腕うでは恐おそろしいことに、ビクともしなかった。

　再びエリーの口に含まれるアイスティー。迫せまってくる彼女の唇。

　翔は慌てて顔を背そむけたが……ガッ！　いつの間にか襟首を放したエリーが、今度は両手で翔の顔を挟はさみ込み、向きを調節した。

（ダメだよ、こんなの……間ま違ちがってる、おいそれとやっていいことじゃない）

　パリン！　間が悪く店員がグラスを落としでもしたのか。音が、聞こえた。

　それでエリーの気が逸それないかと、翔は一いつ瞬しゆん期待したが。

「ん～～～～～～～～～」

　エリーのゆっくりな前進に、止まる気配はさっぱりなかった。

　貞てい操そうの危機を前にして、翔の思考が駆かけ巡めぐる。

（ま、待てよ……ここで僕が耐えて……乗り越こえてみせれば……ひょっとすると……）

　導き出されてきた答えは、自分でも意外なことに、あきらめの方向に向いていた。

　これは翔が襲われている状じよう況きようで、エリーを襲っているわけではない。デートの決め事には含まれない誘ゆう惑わくだ。

　ならばこれに耐え、そこまでやってもダメなのだと、彼女に理解してもらえれば。

（ここで、終われるかも？　そ、それなら……）

　翔は目め尻じりに涙を浮かべながらも、割り切って。

　……いや、覚かく悟ごを決めて、目を瞑つぶる。

　その時だった。

　ビシャアアアアッ！

「ぶはっ!?」ビシャッ。

　二度の水音に続いて、顔を押さえるエリーの手の感かん触しよくが消えた。

　何事かと、翔は恐る恐る目を開ける。

「……え？」

　目の前に座るエリーは、ずぶ濡ぬれで呆ぼう然ぜんとしていた。

　鼻筋で二股に割れ、その顔から垂れていくのは、白はく濁だく液。

「この時を待っていました……」

　その声の主ぬしは、さっきまで翔が座っていた椅い子すのところに陣じん取どった女の子。どこかで見たような、黒一色の服を着た少女。

　空のコップを握にぎったその人は、よく見れば……。

「え、に、虹元さん!?　虹元さんなのかい!?」

　普ふ段だんとはイメージが違ちがいすぎて、全然わからなかった。

「リア充じゆう気取りのビッチ風ふ情ぜいが……そこまでにしてもらいましょう」

　夢依が翔を無視して、エリーを睨にらみつけている。

　一方、牛乳かカルピスか、白い液体をぶっかけられたエリーは、声と肩かたを震ふるわせて。

「ッ。何で、よ……何で？　こんな時に……」

　……泣いていた。

　ドクン。鼓こ動どうがひときわ強く脈打つ。

　おかしい。なぜだろう。

　確かに翔は、夢依とは公園で喧けん嘩か別わかれみたいになったままだが。

　いま彼女に助けられて。感謝の念を抱いだいたはずなのに。

「そんな茶番は通さない。決着をつけましょう『ゴールデンヴィーナス』」

「お化け粧しよう、落ちちゃう……あたし、汚よごれて…………ううっ」

「泣けば許されるなどと思わないことです。その涙は安すぎる。これだからリア充女は……。私のイベントを奪うばい続けた罪、万ばん死しをもってしても贖あがなえぬと知りなさい」

　ふつふつと沸わき上がる怒いかりの矛ほこ先さきは。

「虹元さん……とりあえず、ありがとうって、言ってはおくよ」

　あろうことか、窮きゆう地ちを救ってくれた夢依に向こうとしていた。

「でも………………やりすぎだ」

　裏切られた。そう思っていたところに上うわ塗ぬりされたのは……失望。

　頭の良い夢依ならもっと、いくらでも、他の方法を選べたはず。翔は都合よくも、そんな風に思ってしまって。

「先せん輩ぱい、噓うその涙に流されてはいけませんよ。その女こそ、先輩が探していた『恋こいの幻げん覚かく』の元げん凶きよう。この意味……わかりますね？」

「そっか。そう、だったのか……」

　衝しよう撃げきの事実を聞いたはずなのに、まるで他ひ人と事ごと。全然ピンと来なかった。

　聡そう明めいな夢依が言うのだから、それは最低でも、当たらずとも遠からずなのだろう。そして翔は、いますぐエリーに、妄想なんてもうさせないでくれと、言うべきなのだろう。

　だが、しかし……いま翔は、自分でもまるで意味がわからないなんていう滑こつ稽けいさで、どうしようもなく、心、乱れて。

「気合入れて、オシャレして……これからなのに、ここからなのに……っ」

　まず第一に、彼女を落ち着かせてあげたい、なんて思っていたのだった。

　エリーは、よほどショックだったのか、瞳どう孔こうが開いて震えている。

　それもそのはず、だって彼女は、おそらく……。

「虹元さんごめん。この件は僕が決着をつけるから、もう手出しはしないで」

　翔は感謝と失望が混じった、複雑な心境で立ち上がった。

「先輩、何を言っているんですか？　いまこそ私たちは協力してその女を」

「僕は実力行使じゃなくて、できれば話し合いで解決したいんだって、君はわかってくれてると思ってた」

「ッ!?　そ、それは……」

「ごめん……悪かったよ。僕、変なこと言っちゃってるね。君にこんなあたりかたするなんて、お門かど違ちがいもいいところだ。全部、僕が頼たのんだことなのに……」

　胸の中に渦うず巻まいている感情が、気持ち悪い。自分勝手な都合で、これ以上ものを言いたくない。なのに、激情はどうにも抑おさえられそうになくて。

「ふぇっ、ぐすっ……あたし……あたしは、ただ……」

「美郷さん、出よう。とりあえずだけど……送っていくから」

　翔は脱ぬいだワイシャツをエリーの頭に覆おおい被かぶせると、千円札を二枚テーブルに置き、

「すみませんお会計ここに置きます！　お釣つりはいらないので！」

　エリーの肩を抱いて、カフェを出た。

「先輩待ってください！」

　店の外まで追いかけてきた夢依が、翔の手を摑む。

「その女とひとりでやり合うのは危険です！」

「違うよ……ちゃんと話して、わかってもらうんだ。……放して」

「放しません！　気をしっかり持ってください！　きっと先輩はいまもその女に洗脳されかけてるんです！　だからそうやってかばって！」

「『救済イレイザー』は鳴ってない。思い過ごしだよ」

「これからやられる可能性だってあります！　相手はテンプテーションなんですよ!?　減げん衰すいがかかったとしても、どれだけ効果が持続するかわかったものではありません！」

「虹元さん、もう一度言うよ？　彼女のことは、僕に任せて」

　いまこれ以上言い合ったら、取り返しのつかないことを言ってしまう。翔はそんな予感がして、しょうがなかった。だから……。

「あとでお互たがい冷静になってから、ちゃんともう一度話をしよう」

「ふざけないでください！　話をするならいまです！」

　しかし、夢依は今回は、なかなか引いてくれなくて。

「その女の悪行について！　忌いまわしき知略について！　この私がここですべて暴あばい」

「お願いだから放っておいてくれ！」

　翔は苛いら立だちのままに、声を荒あらげた。

「ワガママを言ってるってわかってる。でも、ダメなんだよ。君の顔をちゃんと見れないんだ。どうしてか、ひどい感情を抑えられないんだ……だから……」

　ふと、翔の視界の端はしに、虹にじ色いろの光が映り込む。

　何が起きているのかは、見ずともわかった。

「わかりました……先輩がやれないというのなら、この私が！」

「よしてくれ！」

　翔は振ふり向きざまに、夢依の手にある携けい帯たいゲーム機を睨みつけ……パリン！

　彼女の『真世界アナザーデイメンジヨン』の発動を、『救済イレイザー』の消しよう滅めつで打ち消した。

　こんなところでやったら、多くの人に見られる。騒さわぎが大きくなってしまう。そんなこと、わからない彼女ではないはずだろうに。

「……これ以上、君を見み損そこないたくない」

「なっ、せ、先輩……それって…………ッ!?」

　夢依がその場で、ぺたんと座り込む。

　あきらめて、くれたのだろうか。

　いや、そうでなければ、困る。

　翔はいま、ボロを出してしまったから。

「ごめん、虹元さん……ありがとう。でも、ごめん……」

　そう言い残して、エリーの肩を抱き。

　翔は夢依から逃げるように、早足でエレベーターへと向かった。




　　　　◆




　足が……痛い。立っていられない。

「せん……ぱい……私は…………」

　夢依の視線の遥はるか先で、翔とエリーを乗せたエレベーターの扉とびらが閉まる。

　それはまるで、地じ獄ごくの門。攻こう略りやくルートのロックを暗示するかのような、無情なビジョンだった。

　なぜ我が慢まんできなかった？　なぜ、判断を誤った？

　胸に去来するのは数多あまたのセルフクエスチョン。その結果は、かつて翔の心のカケラと溶とけ合った自分には、ちゃんとわかっていたはずなのに。

　実際問題、やらかした。選せん択たくのタイムリミットとばかりに、蒸気がプシュプシュと言い出した時、夢依個人の憤ふん怒ぬが、誤った選せん択たく肢しを選ばせた。

　そして、エキサイトしすぎて好戦的になっていた夢依のハートビーストは、理性と計算という鎖と足枷グレイプニルを引き千ち切ぎり。

　自分の怒りを鎮しずめるために、彼を無視して、暴れ回ってしまった。

「……虹元……さん、私、何て言ったらいいのか……」

　滲にじむ視界によると、遅おくれてカフェを出てきたあいすが、夢依の肩に手を置いているらしい。が、どうも触しよつ覚かくが消えかけていて、曖あい昧まいだ。

「貴女あなたには偉えらそうなことを言っておいて、『ごらんの有様だよ』……です……」

　もし、人生にセーブができたなら。ロードができたなら。どこからやり直すのがいいだろう。どこからなら、取り返せるだろう。なんて思わずにはいられない。

　だが、考えたって無む駄だなこと。やり直しが利きかないのが、現実というクソゲーだ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ！　翔ちゃん、あとで話そうって言ってたもん！」

「一線を置かれた社交辞令的な会話に、意味なんてありませんよ……」

　頼たよられたというアドバンテージなど、とうにない。

　見損なわれた。ならば、もう……。

「そんなことない！　翔ちゃんは虹元さんのことだって、ちゃんと考えてくれてるはずだよ！　だから、いまだと間ま違ちがえちゃうから、あとでって」

　このライバルのように、ずっと黙だまって、最後まで他人のフリを通すのが真の正解だったのだろうか。ひょっとしたら、そうかもしれない。

　でも、夢依にそんなことはできなかった。

　目の前で彼が奪われるのを見過ごせるほど……この女のように、自分よりも彼の意思を優先できるほど、夢依は人間できていない。

「おめでとうございます。これでひとり、脱だつ落らくですね……」

　言いながら浮うかべた笑みは自じ嘲ちよう。次いで夢依は、手で顔を覆った。

「私のフラグは、もう……折れて…………っ」

　本当に、ドぎつい。これが、主人公に選ばれなかったサブヒロインの心境か。

「ちょっ、どうしちゃったの虹元さん!?　やっぱりさっきからヘンだよ!?」

「放っておいてください……ひとりになりたいんです……」

「虹元さんはもっとこう、ふてぶてしくて、イライラするけど、女の子が憧あこがれる要素を胸以外いっぱいいっぱい持ってて……と、とにかく！　こんなのらしくないよ絶対！」

　どうもこの女は、偽ぎ善ぜんプレイで夢依の傷口に塩を塗ぬり込みたいらしい。そのダウン追い討うちは、まったくもって効果的だが……させない。

　本当は、すぐにでも、なのだが。隠かくした目め尻じりからは、もう零こぼれているのだが。この女にだけは、見せたくない。

　それはきっと、最後の矜きよう持じ。

　だから夢依は、手中のゲーム機を光らせて、そのコンボを断ち切るのだ。

　選ぶ次なる選択肢は……サイクでもブレイクでもない、自分だけのバースト。

「『真世界アナザーデイメンジヨン』……」

「ちょっ……待って虹元さん!?　私の話聞いてる!?」

「聞きたくありません。私は……私の世界に、還かえります」

　画面の向こうの世界こそが、夢依にとってのアルカディア。

　たとえそれが、逃とう避ひでも。

　いまはただ……誰だれを気にすることなく、泣ける場所が欲しかった。







　第四章　折れない心と決意の夜




　壁かべの向こうの水音を聞きながら、翔かけるはベッドに腰こしをかけた。

　八畳じようほどの部屋の面積をほとんど占せん有ゆうしているベッドは、キングサイズ。そこで寝ねながら観られるようになのか、ベッド足側の壁には、薄うす型がたテレビがかかっている。その下には小さな冷蔵庫。さらにすぐ隣となりには、上下のみならずインナーまでコーディネートされた衣類が満まん載さいのハンガーラック。というのが、この部屋にある家具のすべてだった。

　そこはオートロックのついたワンルームマンションの一室……エリーの家。

（珍めずらしい……よな。高校生の女の子がひとり暮らしだなんて）

　ちゃんと話をするために、エリーがシャワーを浴びるのを待つことになる、とは思っていたのだが。まさかこんな形で待たされるとは思わなかった。

　どうにも居い心地ごこちが悪い。この状じよう況きようは、これでは、まるで。

（こういうのはホテ……って、やめよう。そんなことより、いまは）

　エリーの事情と、『恋こいの幻げん覚かく』、そして翔の妄もう想そうのことを、どう切り出すか。彼女が出てくるまでに、考えをまとめておかなければ。

　翔はなるべく部屋を見ないようにして、思考を巡めぐらせ……ガチャリ。

　思ったよりもずっと早く、玄げん関かん脇わきのユニットバスの扉とびらが開いた。

「……覗のぞきにくらい来なさいよ、バカ」

　瞬しゆん間かん、翔は言葉を失った。

「でも、もういいわ。あたしも、覚かく悟ご決めた」

　現れたエリーは、エメラルド色の下着だけを身につけていて。金きん髪ぱつは未だ濡ぬれ、肌はだもほんのり上気していて。まさに水も滴したたるいい女といった風ふ情ぜいだった。

「どう？　いくらアンタが堅かた物ぶつでも、これなら襲おそわずにはいられないでしょ？」

　エリーが目を細めて、妖よう艶えんな笑みを浮うかべる。

　白い肌がひどくキラキラして見えて……眩まぶしい。

　だが、翔は取り乱しも慌あわてもせず、

「美み郷さとさん。もう終わりにしよう」

　彼女の体のただ一点を見つめて、穏おだやかに言った。

「何言ってんの？　これからよ？　ここからがいいトコなんじゃない」

「それどころじゃない」







[image: ]







「ハァ!?　それどころよ！　そのためのデート！　ほら、早くあたしを襲いなさいよ！　あたしがいいって言ってんのよ！　かかってきなさいよ！」

「しないよ、何も。だって……」

　激しすぎる浮き沈しずみに、妙みように性的で奇き抜ばつな行動。シャワーに入るまではずっと泣いていて、会話もままならなかった彼女なのに。いままたこうなってしまっている、その理由は。

「君の神芽は、暴走してる」

　エリーのオヘソの下。パンツの上。子宮が位置する下腹部に、蠍さそりの形をしたアザがある。それは宿やど主ぬしの体に現れる、神しん芽がの印。

　だがその色は、本来の黒色ではなく、真っ赤に染まりきっていた。

　その変色具合が示すのは、神芽の暴走の第二段階。終わりの、始まり。

　具体的な症しよう状じようは個人差こそあれ、多くは閉へい塞そく、錯さく乱らん、狂きよう気き、躁そう鬱うつといったもの。そして、人体のリミッターの解除だ。

　妙に強かった腕わん力りよくは、そういうこと。彼女はきっと、翔に会ったあの時から。

　最初から、壊こわれかけていたのだ。

「暴走？　って、アンタなんであたしの神芽のこと……あ、あれ？　そういえばさっきカフェでも……あれ？」

「そのオヘソの下のアザ、蠍の神芽のせいで、君はやりたくもないこと、思ってもいないことを、そうと気づかずにしちゃってるんだと思う。もう一度、冷静に考えてみて？　どうして君は、僕なんかに告白することになったんだい？」

「そ、それは……アンタには言えないわ！」

「いいから話せ！」ガンッ！

　翔は声を荒あらげ、思い切り壁をぶん殴なぐった。

「ひっ……か、翔？　どうしたのよ、急に……」

「君が心配なんだよ！」

　脳のう裏りをよぎるのは、以前あいすの神芽が大暴走したときの記き憶おく。

　暴走が最後の第三段階に達した彼女は、おかしくなって慎つつましさを失い、心も体も、いっぱいいっぱい傷ついた。

　だが、エリーはまだ、間に合う。そんな気がする。彼女自身が過あやまちに気づけば、きっと自力で正気に戻もどれる。

　ティファレは以前、暴走が第二段階に入った宿主は、人の話をまともに聞くような状態ではなくなると言っていたし、少なくとも、錯乱したあいすはそうだったが。

　エリーは浮き沈みがすごいとはいえ、話自体はまだできているのだ。

「まえにも言ったけれど、僕は僕にできることなら、ちゃんと君の事情とやらに力を貸す。だからお願いだ、話してくれ。でなきゃ僕は……」

　エリーを……襲わなければならなくなる。

　あの神芽のアザにキスをして、彼女を感じさせなければならなくなる。

　翔が持つ神芽『救済イレイザー』は、本来そのためのもの。消しよう滅めつも減げん衰すいもおまけで、暴走する神芽から養分を吸すい出し、宿主を元に戻すのが、最大の機能なのである。

「僕はもうごめんなんだ。友達の心が壊れていくのを、黙って見ていられない」

「と、友達って……あ、アンタねぇ！」

　しかし、困ったことにエリーはいま現在、神芽の暴走でおかしくなって、翔に襲われようとしている。ここで翔が彼女を襲ったら、果たして、どうなるのか。

　神芽の暴走の第三段階は、意思の崩ほう壊かいだ。もし下手に襲って、彼女の本来の意思……神芽を形作った想いの核かくを、否定するような状況に陥おちいってしまったら。

　翔のせいで、彼女の暴走は崩壊へと突つき進んでしまうかもしれない。

　そんな危険は、できれば冒おかしたくないから。翔は、『救済イレイザー』はあくまで最終手段として残すことにして。

　まずは冷静に、彼女に自覚してもらうところから始めることにした。

「そんな格好のままじゃ、風か邪ぜ引くよ」

　ユニットバスの洗面台にかかっていた着き替がえを手に取り、エリーの下着姿を見ないように顔を背そむけて、差し出す。

「とりあえず、服を着て。僕、ここにいるから」

「う、うん……って、翔っ！　ちょっと待ちなさいよ！」

　バタン。問答無用で扉を閉めた。

「アンタ何やってんの!?　新あら手ての立て籠こもり!?」

「君が話してくれる気になるまで、僕、ここから出ないからね！」

「ハァ!?　ふざけないでよ！　それじゃあお風ふ呂ろ使えないじゃない！」

　扉の前に座り込み、それこそ本当に立て籠もりの犯人のように、ドアを押さえる。

　気づいてくれ、届いてくれ。翔はそう願いながら、

「いいかい？　もう一度最初から順を追って、言葉にして並べてみて。少しでもおかしいと思うことがあったなら、そこをよく考えるんだ！」

　扉越ごしに、何度も何度も、エリーに呼よび掛かけ続けた。
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　感覚だけで正確なところはわからないが、翔がユニットバスに籠もってから、大体三十分ほど経たっただろう頃ころ。

　翔の願いと言葉が届いてくれたのか。

「もう十じゆう分ぶんよ……ちゃんとわかったから、翔、出てきて……」

　部屋着に着替えたエリーが、すっかり落ち着いた様子で、翔を呼んでくれた。

　オヘソが出ている服だから、ひと目でわかって。翔は思わず安あん堵どする。

　彼女のお腹にある神芽のアザ。蠍の色が、黒に戻り始めていた。

　まだ赤い斑はん点てんはかなり多いが、その色が示す暴走は第一段階。無意識下での意思の流出や、他者への強要といった症状を引き起こす、言わば暴走の入り口。

　彼女は自力で、本当にちゃんと戻ってこれたのである。

「全部、話すわ。あたしの事情」

　それからエリーは、翔をベッドの隣に座らせて。抱かかえていた事情を話し始めた。

「あたしは……取引したのよ。アンタを落とすって、約束したの、桜さくら之の介すけと。知ってる？　二年の山やま基き桜之介」

「知ってるも何も…………はぁ。彼の仕し業わざだったのか」

　翔は思わずため息をついた。

　エリーの嚙かみ合わない会話に、性的な肉にく迫はく。どこまでが神芽の暴走のせいかはわからないが、それらに桜之介が関わっていたのなら……。

「で、これで、ちょこちょこ指示をもらってた」

　エリーが見せてくれたのは、人の爪つめサイズのイヤホン。その小型通信機が、彼女が時折耳に手を当てていた理由だった。

「まあ途と中ちゆうから、なんか急に悲鳴が聞こえてさ、うんともすんとも言わなくなっちゃったんだけど」

「それは、多分……」

　最近は悠ゆう子こが、執しつ拗ように桜之介を追っていた。だからおそらく、桜之介が彼女に捕つかまってお仕置きされたか、あるいは、通信機の方を壊されでもしたのだろう。

「それにしても……はぁ。まったく山基くんは」

　桜之介の行動は間ま違ちがいなく、翔の下心を覚かく醒せいさせると称しようした、一連の流れによるもの。『救済イレイザー』を持つ翔をアンダーハートに引き込み、モラリストを破るためだ。

　もっとも、翔にそんな気はまったくないわけだが。

　まさかこんな形で無関係の人に害が及およぶなんて、思いもしなかった。

「それで……取引ってことはさ、美郷さんは僕を落として、山基君に何をしてもらうつもりだったんだい？」

　そう尋たずねると、彼女は恥はずかしそうに俯うつむき？

「……欲しかったのよ。とも…………が」

「え……？　何？」

　翔が聞き直すと、エリーは涙なみだ目めになって、赤面して。

「あたしは友達が欲しかったの！」

　大声で、そう叫さけんだ。

「…………」

　どう答えるべきか、わからなくて、絶句する。

「な、何よ!?　文句あるわけ!?」

　クラスメイトから過度に守られていた彼女は、聞くところによるとどうも、上うわ辺べだけでなく、本ほん音ねを汲くんでくれる本物の友達、いわゆる親友というヤツが欲しかったらしい。

　そこで桜之介が、俺が必ず百人は用意してやると取引を持ちかけ、彼女は応じた、ということらしいのだが……。

「親友を作るために自分の貞てい操そうを犠ぎ牲せいにするって、美郷さん、君って……」

「そ、そんな呆あきれた目で見ないでよ。おかしいことくらい、もうわかってるわよ……バカ。全然アンタが靡なびかないから、そんなつもりなかったはずなのに、意地になって突き抜ぬけすぎちゃったっていうか、何ていうか……」

　エリーが言いながら、どんどん体を小さく丸めていく。

　しかし、彼女はもっと大事なところを見落としていた。

「それ以前に美郷さん、君、絶対騙だまされてると思うんだけど」

　桜之介が用意する友達とは、当然組織の構成員。おそらく彼女のエッチな生写真を求める、悪質なファンのことだ。

　仮に彼女が翔を落とすことに成功したとしても、それで親友ができるとは到とう底てい思えない。

「あたしが？　何でよ？」

　なのに本人はこの調子だから、翔はため息をつかずにはいられなかった。

「何でって……山基くんはアンダーハートのリーダーだよ？」

「ハァ!?　アンダーハートって、あの!?　う、噓うそでしょ!?」

「やっぱり知らないで取引したんだ……」

「え？　…………も、もちろん知ってたわよ!?」

「いや、いま完全に驚おどろいてたよね？」

「は……はぁ？　な、何言っちゃってるわけこの翔は。あ、あたしがそんなこと言うわけないじゃない！　あは！　あはは！　あはははは！」

　なんというか……どうにも残念な感じである。

　親友は人から斡あつ旋せんされるようなものではない。普ふ通つうの友達以上に仲良くなって、発展してなる関係だ。なのに彼女は、そんな方法で本当に親友ができる、と思っていたわけで。そうして知り合った人はそれこそ、彼女が望まない上辺だけの関係だと、気づいていないわけで。

「別にそんなところで強がらなくても……」

「強がってなんかないわよ！　わ、わかってるわよ！　取引を破は棄きすればいいんでしょ!?　言われなくても、元々そのつもりだったんだから！」

「えーっと……う、うん、それなら、いいや」

　下手に突っつくと余計にこじれる気がして、翔は思わず引き下がった。

　彼女は神芽が暴走していなくても、素すで抜けている。しかも時々妙みようなところで強がりで、感情の浮うき沈しずみもそれなりに忙いそがしい。

　いわゆる……ちょっぴりネジの緩ゆるんだ、おバカな子。それが美郷エリーという少女なのだと、翔はこの時、苦笑しながら察してしまった。

　ともあれこの分なら彼女はもう、大だい丈じよう夫ぶそう。

　エリーが翔に性的に迫せまるなんていう異常事態は、これで幕引きだ。

　そうすると、あと残る問題は。

（これは違ってる気がするけど……）

　とは思いつつも、やはり聞かないわけにはいかなくて。

「美郷さん、ひとつ聞いていいかな？」

　翔は騒さわいでいたエリーが落ち着いてから、そう切り出した。

「君の神芽の能力と、想いの核のことなんだけど」

「あたしの？　それならアンタ、もうとっくに見てるわよ？　学園で噂うわさになってる『恋こいの幻げん覚かく』そのまんまなんだから」

　エリーがおもむろに立ち上がり、軽く深呼吸した。その途と端たんに、

「あっ……」

　彼女の背景が、キラキラと輝かがやいて見え始める。そこにあるはずのない薔ば薇らなんかもたくさん見えて、彼女の魅み力りよくを引き立てていた。

　自分を美しく見せる、とでもまとめればいいのだろうか。これまたティファレが聞いたら、笑いそうな能力である。

「名前は『麗ハニービジヨン』。想いの核は、え～っと……『美しければ万事オッケー！』とか、そんなところなんじゃない？」

「……何で疑問形？」

「神芽の声は聞こえたし、力を手に入れたのもわかった。でも、想いの核とか言われても、ちょっとよくわかんない。なんで、なんて考えなかったから」

　夢む依いやあいすは、そのあたりはっきり認識していたが。彼女はどうも違うらしい。

「まあでも、大体合ってるとは思うわ。実際全然オッケーにならなかったから、あたしの『麗ハニービジヨン』は暴走しちゃったって考えるほうがわかりやすいかなって」

　本人が語るには、どうもエリーは初対面の人と接した時、自分をより良く見せて友達になれるようにと、咄とつ嗟さにこの力を使ってしまいがちなのだとか。

　そんな彼女を見た男子の大半は、彼女の望みとは裏腹に、友達という過程をすっ飛ばして彼女に惚ほれ、すぐに告白するも断られ。でも芽め生ばえた欲よつ求きゆうを抑おさえ切れず、彼女のエッチな写真を求めて、続々とアンダーハートに入会。そして……。

「告白の相手は美郷さん限定で、男子の願望から出た噂だったのか」

　学園で一番人気の彼女ならでは。『恋の幻覚』の真相はフタを開けてみれば、それはもうひどい悪あく循じゆん環かんだった。

「で、神芽のこと知ってるからには……あのガチオタだけじゃなくて、どうせアンタも同類なんでしょ？」

「ああ、うん。僕のはちょっと、皆みんなのとは違うんだけど」

　翔はエリーの背後を見て、消えろと念じた。

　パリン！　エリーを際きわ立だたせていた幻げん影えいが砕くだけ散る。

「……え、あ、あれ？」

「こういうの。神芽の力を消せたりする」

「あ、もしかして、それであたしの『麗ハニービジヨン』が効かないわけ？」

「美郷さんの能力は、効くとか効かないとかじゃないと思うよ」

　エリーの前では、妄もう想そうの終わり以外にパリンと聞こえた例はない。つまり彼女の『麗ハニービジヨン』に、翔の『救済イレイザー』の減げん衰すい効果は発動していない。

　あのキラキラな幻覚は、夢依風に言えば、相手を『対象』とはしない、きっとＲＰＧなんかでよくある、自分を『強化』する類たぐいのものなのだ。それを見た人が彼女に惚れる、というのは、あくまで個人の価値観の問題で、そういう効果が直接的にあるわけでは……。

　と、考えたところで、翔はため息をついた。やはり、彼女は違う。

「念のために聞くけど……美郷さんは、僕にエッチな妄想をしむけたりとか、そういうことはしてない……んだよね？」

「ああ、それ？　ガチオタも言ってたけど、意味わかんない。確かに『麗ハニービジヨン』はもうちょっと違った使い方はできるけど、誰かに妄想をさせる、なんてことはできないわよ？」

『恋の幻覚』の元げん凶きようたるエリーと、翔に妄想をさせている犯人は、関係がない。

　だとすれば、果たして誰だれが。

　これで翔の精神に干かん渉しようする宿主の捜そう索さくは、完全に振ふり出しに戻もどってしまった。

「ねぇちょっと、あたしは全部ぶっちゃけたんだから、アンタも教えなさいよ」

「えっとね、色々、あったんだ。そのせいで僕は男なのに神芽を持ってるし、山基くんが美郷さんに取引を持ちかけることにもなったんだけど……」

「へぇ。じゃ、一から聞かせてよ」

「ごめん、話すと結構長いんだ。それはまたにしないかい？」

　言いながら翔は、窓の外を指さした。空はもうすっかり夕焼けている。

　翔に妄想をさせている犯人はわからなかったが、エリーのことはちゃんと解決できたし、今日一日色々とあって、気き疲づかれがすごいということもある。

　そこで夕焼け空なんて見たものだから。翔は深み彩あやのもとに一刻も早く帰りたくなって、うずうずし始めたのだった。

「あ、それだったら今日泊まってく？」

「……え？」

「見ての通りひとり暮らしだし。別に構わないわよ？」

　何の躊ちゆう躇ちよもなく、エリーがあっけらかんと言った。

　彼女はこのワンルームにひとり暮らしで、ベッドだってこの大きなひとつきりしかない。そこに……泊まる？

　つまり、それは。そのお誘さそいは……。

　瞬しゆん間かん、翔の脳のう裏りには、あの下着姿のエリーがフラッシュバックし、

（ぐあ……ダメだっ！）

　翔は自分の胸をぎゅっと摑つかんで、苦しそうに体を丸めた。

「どしたの翔？　顔、ずいぶん赤いけど……」

「み、深彩に色々誤解されちゃってて、ちゃんと話をしないとなんだよ。夕飯までには帰るって、約束してるから」

「それって、最初にあたしをフッた時に言ってた、命より大事な妹？」

「うん、今度ちゃんと、紹しよう介かいするよ。それに、その……男が年とし頃ごろの女の子の部屋に遅おそくまでお邪じや魔まするなんて、やっぱり、よくないだろうから……ね」

　翔はエリーから目を逸そらし、指で頰ほおを搔かいた。

　と、彼女はその言葉でようやく、翔の顔が赤い意味に気づいたのか。ぼふっ！　と、顔を真っ赤にして。

「あ、あああああアンタまさか、ヘンなこと考えたんじゃないでしょうね!?」

　仰け反りながら、ビシッと伸ばしつつも震える指を、翔に向けた。

「そそそそそういう意味じゃなくて、あたしは友達として、ただ純じゆん粋すいに言っただけで！」

「さっきまでの君に、ぜひその言葉を聞かせてあげたいね……」

「あれは神芽が暴走してたからよ！　でなきゃあたしがアンタと、あんな……うぅぅ」

「大丈夫だよ、ちゃんとわかってるから」

　だが、しかし、だからといって。

「な、ないからね！　違うからね!?　勘かん違ちがいしないでよバカッ！」

「ぐほぁっ!?　な、なんでそこで叩たたくのさ!?」

　涙なみだ目めですぐ友達にビンタをかますのは、やめたほうがいいと思う翔なのだった。
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　翔が帰宅すると、玄げん関かんにビニール袋ぶくろが置かれていた。

　中身は、コンビニ弁当が二つと、お茶が二本。そして袋の下には、

『ごめん、急用ができちゃった　あいす』

　そんなメモが挟はさまっていた。

　どうやらあいすはいないらしい。留守中、深彩がどんな感じだったのか聞きたかったし、このあとの仲ちゆう裁さいもお願いしたかったのだが。

　彼女にだって、自分の生活がある。急用ができたのなら仕方がない。

（どの道、僕が謝ることに変わりはないもんな……）

　翔は深呼吸して気を取り直し、リビングの扉とびらを開けた。

「ただいま……。いま帰ったよ」

　ソファーの背の上に、深彩の頭がちょこんと出て見える。

　しかし、返事はない。それだけで胸が張はり裂さけそうだった。

　深彩はきっと、まだ怒おこっているのだ。

「……ちゃんと終わらせて、夕飯までに帰ってきたよ、深彩」

　さらに声をかけても、深彩はやっぱり返事をしてくれなかった。

　もう死にたい。

　翔は泣きそうになりながら、湧わき上がる衝しよう動どうのままに駆かけ、

「深彩ごめん！　兄ちゃんが悪かった！」

　ずざーっとソファーの前に回り込み、土下座した。

「仲直りしてくれ！　このとおりだ！　深彩が笑顔を見せてくれるなら、兄ちゃんなんでもするから！　お願いだ！」

　深彩が声を聞かせてくれるまで。許してくれるまで。

　いつまでだって翔は、謝罪を続けるつもりだった。

「……で？　貴様はいったい何をやらかしたというのだ？」

　だが、聞こえてきた呆あきれ声は、あまりに深彩らしくない低さで。

「え、ちょ……まさか」

　背中を走り抜ぬけたのは、冷たい何か。急激に体温が失われていく感覚のなか、翔は……恐おそる恐る顔を上げた。

　まず見えたのは、光。深彩の瞳ひとみで、ぼんやりと光る赤。

　その体はすぐに虹にじ色いろの光に包まれ……パリン！

　光が弾はじけると、衣服は白黒のパジャマから、深緑色のドレスへと姿を変えていた。

「久しいな我が契けい約やく者しやよ。と言っても、まあ一ひと月つきも経たってはおらぬが」

　それは、妹にして妹にあらず。体は深彩のものだが、中身は別人。

　この樂らく乃の市しのシンボル、樂らく山ざんの頂上に立つ樂乃大たい樹じゆ。そこに宿る精せい霊れいにして、神しん種しゆや神芽といった超ちよう常じようの力の大元。

　言っていないことを言ったと言い張る悪あく癖へきを持ち、深彩の口で卑ひ猥わいなことを口走ろうとして翔を脅おどす、その精霊の名は。

「ティファレ……なのか？」

　彼女には、会いたくなかった。できれば、二度と。

「うむ。我われらが再びまみえたことの意味は……もうわかっておるな？」

　ティファレとの再会は同時に、深彩の危機の再来。以前のように深彩に宿る神種が暴走し、その体を壊こわそうとしている。

　それはもちろんわかっているのだが。

　深彩の幸せな日々がまた失われるということを、翔はすぐには認められなくて。

「じょ、冗じよう談だん……だよね？」

「この器うつわ……貴様の妹が、我のふりをしているとでも思うか？」

「だって、いくらなんでも早すぎやしないかい？」

「再発がこれほどに早いとは、我も意外であったよ」

「またまた……そんなこと言って、実は遊びに来ただけ……とかさ」

「器の危機だ。このままでは死ぬ」

「直球で言わないでくれ！」

　せっかく深彩は元気になって、学校にも行けるようになったのに。友達もできて、これからが楽しいところだろうに……。

「あにー、げんじつをみようよ？」

「深彩のフリをして言い直すな！」

「だって、あにーやるきないみたいだから……にゅふ♪」

　その瞬間、翔は嫌いやな予感に支配……いや、蹂じゆう躙りんされた。

　ティファレはまた、清い深彩の口を穢けがす気なのだ。それは翔に対して、これ以上ないほどの効果的な脅しで。許されない所業で……。

　翔はすかさず立ち上がった。

「ちょっと待てティファレ大だい丈じよう夫ぶやる気出てるからストップストップやめてくれ！」

　勢いに怒いかりを乗せて、翔はティファレの両りよう腕うでを摑んだ。

　と、その勢いで……ビリィィィッ！

「あ……」

　ロングの手て袋ぶくろを引っぱったことで、根本で繫つながっているドレスの胸部が、破れていく。紙みたいに、あっさりと、ティファレの服が破れ散る。

　……軽くデジャヴだ。

　以前にもこんなことがあった。それはティファレが、深彩の体の中では本来の力をほとんど使えないからこその脆もろさらしいのだが。

「……翔……貴様というやつは、成長せぬなぁ？　んん～？」

　ティファレがピクピクと口元を震ふるわせながらも、満面の笑みを浮うかべる。

　これも、デジャヴだ。となれば、次は？

「どれ、ひとつその不ふ埒らちな頭を浄じよう化かしてやろう」

　ティファレがピッと、中指を下から上に跳はね上げる。

　翔の足元に形成された虹色の絨じゆう毯たんが、熱を帯び……？

「待てティファレ落ち着けごめんごめんって許しぎゃああああああああああああっ!?」

　翔は火ひ達磨だるまになった。

　パリン！「って、あ、あれ？」

『救済イレイザー』の減げん衰すいのおかげで、翔は一いつ瞬しゆん異様に熱かっただけで、ほぼ何ともなかった。

　だが、翔のその神芽はそもそもティファレから借り受けているものだ。当然彼女が、その能力を知らないはずはなく。

「ふふふ……さあ、続けてゆくぞ？　なぁに案ずるな、死にはせん。我の慈じ悲ひに感謝するのだな、翔」

　悪夢は残ざん酷こくにもくり返され……ゴゥッ！。

「ＮＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯッ！」

　深彩の命を巡めぐる騒そう動どう。そのリスタートは、哀かなしいかな。翔の髪かみがちりちりになるところから始まったのだった。
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　工こう鳴な家の隣となりにある清せい野の家。その自室で、あいすはベッドに座っていた。

『此こ度たびはすでに見つかっておるのか。ならば話は早いな』

　すぐ隣、布団の上には携けい帯たい電でん話わ。そこに繫がるイヤホンからは、最大音量で翔とティファレの会話が流れている。

『というか翔、貴様、暴走する神芽の痣あざを前にしたなら、何な故ぜ致いたさなかったのだ？』

『それは、その、色々あって……』

『まったく、我が現れずとも養分は回収できる。貴様のその身に貯ためておけるのだぞ？　今日致しておれば、事は瞬しゆん時じに済んだものを』

『そういうことは最初に言っておいてよ……』

『？　言ったであろうが』

『……はぁ。僕はできることなら、必要のないアザへのキスなんてしたくないんだ。君が前回それを言い忘れずにいてくれたら、やってたはずだよ。多分……だけど』

　再び深彩の危機が到とう来らいしたいま、翔は深彩のために、暴走する神芽の宿主のアザにキスをして、感じさせて、その養分を回収しなければならない。

　かつてそうされた宿主はあいすだったが、今回は。

「やっぱり、もう私じゃダメなんだね……」

　今回は、一ひと際きわ強く暴れている深彩の神種のひとつと、同じタイプの神芽の養分が必要らしい。

　あいすのアザは左胸の蛇へび。夢依のそれは右股またの一いつ角かく獣じゆう。そして、今回指定された、蠍さそりのアザを持つ神芽の宿主は……。

「美郷さん……かぁ」

　こうなると翔は明日あしたにでもエリーを狙ねらう。いや、まず彼女に頼たのみ込むところから始めるだろう。おあつらえ向きに、彼女の神芽はもう暴走しているのだから。

　しかし、アザへのキスに加えて感じてください、なんてお願いだ。エリーのアザは下腹部にあるわけで、はいどうぞ、とはさすがにならないだろう。

　だからきっと、翔はエリーに誤解され、望まぬ暴挙を強行しなければならなくなって、苦く悩のうするはずだ。

「虹にじ元もとさん、ちゃんと聞こえてたよね？」

　翔とティファレの会話がひと区切りつくと、あいすは電話の隣に置いていた携帯ゲーム機を手に取り、その側面にあるスイッチを押した。

【いちいちスリープを解除しないでください。電池がもちません】

　画面に映ったのは、背を向けて体育座りしている夢依の姿。彼女はアドベンチャーゲームの残念なイベントＣＧのように、暗くら闇やみの中、スポットライトで照らし出されていた。

　翔とのトラブル以降、夢依はこうして、画面の中に引き籠こもってしまったのである。

　それからずっと……彼女はいまも、画面に背を向けたまま。

【放っておいてくださいと言ったはずです。盛大に読み負けて恥はじをかいていることにも気づかず自じ爆ばくした私なんて……】

　エリーは翔に妄もう想そうをさせている犯人ではなかった、という事実を、彼女はまだ引きずっているのだ。

「じゃあ、翔ちゃんのピンチも放っておくの？」

　その時、夢依の肩かたがピクッと動いた。

「……虹元さん、私ね、悪かったって思ってるんだよ？」

　言いながら思い出すのは、夢依がエリーにカルピスをぶっかけたときのこと。

　あの時あいすは、自分も同じようにしたくてたまらなかったが、近くの席に座ったまま、動けなかった。

「私は怖こわくて、できなかった。でも、虹元さんは、私ができなかったことをしてくれた。あんまりいい言いかたじゃないけど……スカッとした」

　その結果夢依は、あいすが怖おそれたとおり……いや、それ以上の災難を被こうむることになってしまったわけだが。

　あいすの中で、それがずっと引っかかっているのである。

【ノーリスクハイリターンおめでとうございます。はいはいよかったですね】

「露ろ骨こつにふてくされないで！」

　そもそもあいすが、自分の欲よく望ぼうに負けて翔に盗聴器なんてしかけてしまって、深彩を見ているつもりだったのに、つい魔まが差して翔を追ったりしなければ、こんなことにはならなかった。

　だが結果から言えば、そうしなければおそらく、翔の唇くちびるは本当に奪うばわれていた。

　それはもちろん、尊重するべき翔の選せん択たくではあるのだけれど……間ま違ちがいなく、翔は割り切っただけで、望んでいなかった。

　だから、これで良かったのだと、あいすは思う。

「ちゃんと続きも聞いてよぉ……」

　夢依は恋こいのライバルで、正直憧あこがれるところは多いものの、やっぱり苛いら立だつばかりで、どうにも気に入らないが。

　ちゃんと翔は、夢依と話す気がある。そして、誤解の引き金を引いてしまったあいすには、罪を償つぐなう責任がある。

　だからあいすは考えたのだ。

　この機に乗じてすべてを丸く収め、状態を数日前に戻もどす方法を。

「絶対、虹元さんにも悪い話じゃないはずだよ」

【貴女あなたの考えることくらい簡単に読めます】

「じ、じゃあ言ってみてよ。当ててみてよ？」

　あいすは思わずカチンと来て、頰ほおを膨ふくらませたが。

【先せん輩ぱいのために悪者やろうってんでしょう？】

「うっ……そ、そうだけど……」

　あっさり当てられてしまった。本当に、イジけていても彼女は鋭するどい。

　翔は口でどう言っていても、よっぽど切せつ羽ぱ詰つまらなければ、女の子を脱ぬがせてアザにキスをするなんてできないような、誠実な男の子なのだ。だからそれを、かつて夢依があいすにやろうとしたように、今度はあいすが、エリーにやる。

　エリーを気絶させて、目を覚ます前に、翔に養分を回収してもらう。これならエリーと翔は揉もめずに済む。生じるはずの誤解は彼のために、すべて自分が引き受ける。

　あいすが考えていたのは、そういうこと。

【やるならひとりでやってください。私には心の休養が必要です】

「らしくないよ！　虹元さんそういうキャラじゃないでしょ!?」

　あいすはゲーム機を両手で持ち、画面に向かって叫さけんだ。しかし、中の少女は振ふり向くことすらせず……。

【ええ、そうですね。否定はしません。でもいまの私は２Ｐカラーなので。どのくらい違うかっていうと、修しゆ羅らと羅ら刹せつくらい違います】

「そんな違いはどうでもいいの！　フラグとか読み負けとか、そんなのも関係ない！」

　あいすは、夢依が怖かった。いつもいつも、翔を盗とられると本気で焦あせらされてしまってばかりで、彼女とは、あれこれと衝しよう突とつをくり返しているけれど。

　そしてこれは、敵に塩を送る行こう為いそのものだけれど。

「虹元さんは翔ちゃんと仲直りしたくないの!?」

　夢依だけではなく、翔もきっと……いや絶対に、あんな喧嘩別れはイヤなはずだから。

「チャンスがあるのに棒に振る？　そんな薄うすっぺらい気持ちじゃないはずでしょ!?」

　あいすは、もし自分がこう言われたら、と思う言葉を、夢依にぶつけた。

【それ……は…………っ】

「虹元さんがしたくないなら、いい。私はひとりでもやるもん。ちゃんと上手くやって、虹元さんのフラグなんて全部へし折って、翔ちゃんと幸せになってやるんだから！」

【…………ガッデム。煽あおってくれますね、ペタンコの分際で……】

　噓うそでもなんでもなく、あいすは仮にこのままひとりでもやる。

　でも、成功の可能性は、やはり高いほうがいい。自分の心の負おい目だって、スッキリさせておきたい。だから……。

「はっきり聞かせて。虹元さんは翔ちゃんと仲直りしたいの？　したくないの？　ここで言えないくらいなら、私、虹元さんを軽けい蔑べつする」

【どうぞお好きに。私はとっくの昔に貴女を軽蔑しています】

「えちょ、それヒドくない!?」

　その返答は意外で、あいすは思わず取り乱した。

　しかし、それは一いつ瞬しゆん。すぐに杞き憂ゆうだと気がついた。

【恋のライバルとは、そういうものです】

　ずっと背を向けていた画面の中の夢依が、いつの間にかこちらに目を向けている。

【眠ねむれる私の獣じゆう性せいを呼び醒さましたこと、後こう悔かいしても知りませんよ？】

　その顔には、いつものように。不ふ遜そんで、悪漢みたいな笑みが貼り付いていた。







　第五章　ブレイク・ザ・チェイン




　翔かけるとあいすは翌朝、深み彩あやではなくティファレに登校を見送られていた。

「僕が帰るまで、お願いだから大人しくしててよ？」

「そんな不安たっぷりの目で我われを見るでない」

「外出は禁止。誰だれか来ても出なくていいし電話が鳴っても無視。わかってるね？」

「再三聞いた。もう少し信しん頼らいせよ……何もせぬ。実際、それどころではないからな」

　以前は必要なときだけ表に出てきたティファレだが、今回はずっと出ずっぱりなのだった。

　深彩が募つのらせる想いはいま、暴発寸前。こうしてティファレが深彩の意識ごと抑おさえ続けなければ、深彩が死に瀕ひんした数週間まえと同じように、赤い雷かみなりなんて滑こつ稽けいなものが降り注そそいで、樂らく乃の市しが吹ふっ飛ぶことになるらしい。

　だからこれは、そうならないためには仕方がない措そ置ち……なのだが。

　おかげで翔は、深彩との仲直りを果たせていない。深彩だって、編入後はじめて、学校をお休みすることになってしまった。

「それよりも……翔、わかっておるな？」

「ああ。今回は、すぐに決着をつけるさ」

　でなければ深彩に会えない。仲直りができない。養分をもらう相手がわかっていることもあり、翔は今回は一日で、この騒そう動どうを終わらせるつもりだった。

「あのおかしな娘むすめがおらぬのは痛いが……もらりすとの娘よ、貴様も、翔をしっかり支えてやってくれ」

「うん、わかってる……任せて」

　あいすはもしもの時……たとえば、エリーの神しん芽がの暴走がまた進んで錯さく乱らんして、戦うようなことになってしまった場合の戦力だ。

　あいす自身にも神芽の暴走が進む危険があるため、できれば巻き込みたくないのだが。

　ティファレが深彩の表面に出ずっぱりないま、彼女に隠かくしておくことは不可能で。あいすの善意からくる申し出を、翔は受け入れざるを得なかった。

　だが、おそらく彼女の手は煩わずらわせずに済むだろうと、翔は楽観的になっていた。

　翔が養分を吸収できるのは暴走状態にある神芽のみだが、昨日別れた時点では、エリーのアザにはまだ、赤い斑はん点てんがわずかに残っていた。そして心が壊こわれかけていた彼女は、もうほとんど正気に戻っている。

　昨日だって話し合いで上手くいったのだ。詳くわしく伝えられていない翔の事情を、エリーに一から全部話して、ちゃんとお願いすれば、彼女はきっとわかってくれる。

「さ、翔ちゃん、いこっ。遅ち刻こくしちゃう」

「ああ、そうだね……それじゃあ、行ってきます」

　そうして翔とあいすは、家を出て。通学路を歩いていった。

　どう言ったら、どう頼たのんだら、エリーは翔に、アザへのキスという破は廉れん恥ち行こう為いを許してくれるだろう。歩きながら考えるのは、そんな会話のシミュレーション。

　前回の騒動では、早とちりや説明不足で多くの誤解を生んでしまったから。翔は過去の自分の轍てつを踏ふむまいと、何度も何度も思考を巡めぐらせた。

　そして、あいすと並び歩くこと、約二十分。

　翔たちは、英えい知ち学がく園えん高等部の正門に到とう着ちやくした。

「翔ちゃん……ごめん！　ちょっと付き合って！」

　と、登校中は珍めずらしくずっと黙だまっていたあいすが、唐とう突とつに翔の手を摑つかんで走り出した。

「ちょっ!?　清せい野のさんいきなりどうしたんだい!?」

　そうして引っぱられ、翔があいすに連れてこられた場所は、教室のある本校舎ではなく、その隣となり。特別教室棟とうの屋上。

　……夢む依いの私室同然の、第二図書室だった。

「な、なんで清野さんが、僕をここに？」

　いったいどこで手に入れたのか。あいすは腰のポーチから合あい鍵かぎを取り出して、第二図書室の扉とびらを開けた。

「美み郷さとさんと話すまえに、翔ちゃんは虹にじ元もとさんと話をしなきゃだよ」

　喧けん嘩か別わかれしたままの夢依と和解して、万全の態勢で事態に挑いどめ、ということか。夢依とは揉もめてばかりのあいすが、そんな風に気を利きかせてくれるとは、意外だった。

「でも清野さん、虹元さんはきっと怒おこってるよ……」

　深彩の危機の再来に加えて、ティファレがしつこく求めたこともあって、翔は昨夜のうちに夢依との仲直りを試こころみたのだ。

　しかし、何度電話をかけても、夢依は出てくれなかったのである。

　昨日翔は沸ふつ騰とうした自分勝手な頭で、彼女に酷ひどいことを言ってしまったのだから、当然といえば当然だった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ翔ちゃん。虹元さんも勘かん違ちがいで揉めちゃったこと、翔ちゃんに謝りたがってる。素直になれなくて、電話に出れなかったんだって言ってた」

「え、本当に？　それなら……」

　仲直り、してもらえるのだろうか。

「ささ、翔ちゃん、入って入って」

　翔はあいすに促うながされ、俯うつむきながら第二図書室に足を踏み入れた。

　どんな顔をして夢依に会えばいいのか、どう切り出せばいいのか。翔は迷ってしまって、なかなか顔を上げられない。

　だが、とにかく……まずは、自分の非を謝るところから始めよう。

　翔はほどなくして意を決し、顔を上げた。

「虹元さん、僕は…………って、あ、あれ？」

　夢依が、いない。室内を見回しても、どこにもいない。

　これはいったい？

「ぐあッ!?!?!?」

　突とつ然ぜんやってきたのは、身に覚えのある痺しびれと痛み。いきなりすぎて、何が起きたのかまるでわからない。

　だがこれは、この痛みは、確かに……。

　床ゆかに倒たおれた翔は、驚きよう愕がくしながら、ぎこちなく首を傾かたむけた。

「せい……の……さ、なん……で」

　そんな翔の肩かたに、もう一度、

「ごめんね、翔ちゃん……」

　屈かがんだあいすが、バチバチと鳴る電磁棒スタンロツドを押し当てた。







　翔が意識を失ったのを確認すると、あいすは電磁棒を腰こしにかけ直して立ち上がる。

「少しだけ、ここで寝ねてて……私たち、がんばるから」

　その時、電磁棒の反対側にかけたあいすのポーチが、モゾモゾと動き。

　携けい帯たいゲーム機が、まるで生き物のようにひとりでに。ひょっこりと半分だけ顔……ではなく、画面を出した。

【人の発言を捏ねつ造ぞうしないでくださいよ、まったく……】

　画面に映っているのは、夢依である。

「でも、実際そうだったでしょ？」

【あんな緊きん急きゆうの電話で仲直りなんてごめんなだけです。どうせなら全部片付いたところで、華はな々ばなしく感動的にやりたいんですよ、私は】

「……翔ちゃんにヘンなことするのはダメだからね？」

　あいすが第二図書室を出て、外から鍵かぎを閉める。そして彼女は、自分の頰ほおを両手で、ペチンと叩たたき。

「……行くよ？」

【ええ、『ひと狩かり行こうぜ！』です！】

　しかし、夢依の勢いとは裏腹に、あいすは時が止まったように固まっていた。

【……？　ペタンコ？　どうしました？】

「ねぇ、虹元さん」

　あいすがポーチのゲーム機を手に取って、画面の中の夢依に疑いの目を向ける。

【……何か？】

「出てこないつもり？」

【…………チッ】

「って舌打ち!?　まさか虹元さん、ここに来てやっぱり私だけを悪者に……」

【私はプロですよ？　別に責せき任にん逃のがれなんて見苦しい真ま似ね、これっぽっちも考えてやしません。ちゃんと動きやすいようにお膳ぜん立だてもしてあげたでしょう？】

「そ、そうだけど、でも！」

【このまま国民的カノジョをリスペクトして夢依プラスしていた方が、絶対に都合がいいんですよ。心配しなくても理由はすぐにわかります】

「だったらいま教えてくれてもいいじゃない」

　しかし、夢依にはどうやら、その気はないようで、

【まったく、錯乱にストーカーと来て、次はなんですか、神芽の暴走で今度は面めん倒どう臭くさい女になってるんですか？　どうなんですか、そこのところ】

　彼女はさっくりと話を逸そらした。

「変なこと言わないでよ！　確かに、アザは結構まえから赤いけど……」

【それは昨日聞きました。慣れなのか何なのか、とにかく貴女がいまそれなりに正気なのはわかってます。ジョークですよ、ジョーク】

「全然冗じよう談だんに聞こえなかったよ!?」

【それより早く動いてください。タイミングを逸いつしたら、せっかくの仕込みが無む駄だになります。何もしないままに先せん輩ぱいが起きることになりますよ？　いいんですか？　よくないでしょう？　はい、早く行く！】

「う、うん……ああもう、しょうがないなぁ……」

　急せかされて、危機感を覚えたのか。あいすはゲーム機をポーチにしまいながら、特別教室棟の屋上を出て行った。
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　遅刻手前で登校してきたエリーを、正門でクラスメイトたちが待っていた。

「あ、来た来た！　おはよう美郷さん！」

「遅おそいから、何かあったのかって心配しましたよ……おはようございます」

「あ、うん、おはよう……」

「どうしたの？　具合でも悪い？」

「ちょっと、朝からお腹がね……」

　お腹を出した服のまま寝たものだから、冷えでもしたのだろうか。とにかく腹は異様に痛くて、エリーは今日学校を休もうかとすら思ったほどだった。

　だが、欲しかった本当の友達が、やっと出来て。これから楽しいことがいっぱいいっぱい待っているはずだから。帰りには何とかこのクラスメイトたちの目を盗ぬすんで、翔を遊びに誘さそおうと、エリーは昨日一晩中考えて決めていたから。

（翔の話も、聞かなきゃだもんね……）

　昨日の今日で欠席なんて絶対にしたくなくて。エリーはこうして痛みを堪こらえながら、よろよろと登校してきたのだった。

「とにかく、早く教室に行こう？」

　クラスメイトたちの先導で、エリーは本校舎へと向かっていく。

　その足取りは、別に普ふ段だんどおりなのだが。いまのエリーには、ちょっと速い。

「美郷さん、大丈夫？」

「う、うん、何とか……」

（心配なら肩くらい貸しなさいよっての……）

　クラスメイトたちの対応は、まさに言葉だけ、上うわ辺べだけ。エリーは内心で舌打ちしながらも、強がって懸けん命めいに歩調を速めた。

（こんなとき、翔だったらきっと……って、またっ!?）

　腹の痛みがいきなり強まる。今度のそれは、どうも耐たえられそうになく。立っていることすら辛つらすぎて。

「ご、ごめんあたしちょっと！」

　エリーはすぐそこにあったトイレに駆かけ込んだ。

　バタン。個室の中で便器に腰をかけ、ブラウスをめくる。

「ああもう、何なのよホントに」

　そしてエリーは、痛む腹を恨うらめしく見つめ……。

「え……あっ、あれ？」

　エリーは思わず、目を丸くした。

　おかしい。理由がない。原因がわからない。昨日翔から聞いた限りでは、そうなるのは宿やど主ぬしの想いの否定があってこそのはずなのに。

　ヘソの下のアザは、再び真っ赤に染まっていた。

「なんで？　だって、あたしの想いは……」

　美しければ万事オッケー。翔にはそう言ったし、自分でもそんなところだろうと思っていたが。果たして、本当にそうなのか？

　自信が……ない。確証が持てない。

　エリーは頭を抱かかえ、不安に駆られるままに、自らの記き憶おくを掘ほり返した。

　昨日まで、そしていままた赤いこのアザが、最初は黒だったことは覚えている。では、それはいつから、完全に赤くなっていた？

　友達が欲しかったのは本当だ。しかし、それは昨日までの神芽の暴走に、本当に直接関係していたのか？

（もしかしてあたし、何かすごい勘かん違ちがいしてる？）

　だが、エリーが疑問の答えにたどり着くまえに。

　ピンポンパンポンと、校内放送が鳴った。

『生徒の呼び出しです。二年Ｃ組の美郷エリーさん、至急生徒指導室まで来てください。虹元先生がお呼びです。くり返します……』

「え、あたし？　何で…………って、あぁ～……そっか……」

　呼び出し主は統とう治じ。となれば、おそらく一昨日おとといの体育倉庫でのことだろう。

「サイアクだわ……」

　がっくりとうなだれる。

　できれば行きたくないが、あの暴君に呼ばれた以上、もはや逃にげても無駄である。

　追い詰められて派手に仕置かれるか。大人しく自首して、お説教されるか。選択肢は残念ながら、その二つしかない。そして、後者の方がはるかにマシ。

　それはそれで、もちろん気は重くならざるを得ないが。

　エリーはしばらく悶もん々もんとしたものの、やがてあきらめて。

「ああ、もうっ……痛いわねぇ！」

　疼うずく腹……いや、神芽のアザを手で押さえながら、立ち上がった。
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　パリン！　工こう鳴な家のリビングで、虹にじ色いろの光が弾はじけ飛ぶ。留守番中のティファレが、また暴れ出した深彩の神しん種しゆ……その背にあるアザの赤い発光を抑よく制せいしたのである。

「なるほどな……」

　ティファレはソファーにどっかりと背を預け、ため息をついた。

　一度矯きよう正せいを行い、しばらくは大だい丈じよう夫ぶだと思っていた深彩の神種たち。その早すぎる再発はつ症しようは、どんな形であれ想いの強さから来たものに間ま違ちがいない。

　では、この器うつわ……深彩が今回募つのらせた想いとはどんなものなのか。

　以前はあいすという想いの一いち翼よくの存在により、曇くもってよく見えなかった深彩の核かく心しん。ティファレはいま確かに、心の海に潜もぐってそれに触ふれ、ハッキリと、すべてを把は握あくした。

「自分は遠からず死んでしまうから。死んだ後も兄が幸せでいられるように、か」

　それが、深彩の想いの核かく、と言えばそうなのだが。

　ティファレは呆あきれながら、頭を振ふる。

「核心ですら気づいておらぬとは、性た質ちの悪い」

　想いの発はつ祥しよう地ちは、これはおそらく、禁断の愛と呼べる類たぐいのもの。しかし、深彩自身はそのことには否定的で、ただ兄の幸せを願っている、と本気で思っている。

「まったく、根からして酷ひどい矛む盾じゆんもあったものだ……」

　病気で死ぬはずだった深彩は、さきの一件で健康体に戻もどってしまった。そして無理だとあきらめていた小さな憧あこがれの数々は、どんどんと叶かなえられはじめた。

　ひとつ叶えば、次もまた。そうした欲よく深ぶかさのさきで、想いの核は本人の望まない形に変形して、暴走をはじめてしまった。

　今回の深彩の再発症の理由は、そんなところ。だが、

「何ともまた複雑なものだ……まさか、伝でん播ぱしておったとはな」

　その暴走のきっかけを与あたえてしまったのは、他ならぬティファレである。

　翔からティファレへの、回収した養分の譲じよう渡と。深彩は、さきの一件でのアレを意識してしまっているのだった。

　それについては、ティファレは自分の非を感じざるを得ない。仕方ないと言えば仕方ないが、まさかこんな副産物が生まれるなど、想像もしていなかった。

「器から零こぼれる力、か……」

　そして、同時に判明した、もっと大きな事の発ほつ端たん。こちらもまた、複雑で。

　ティファレは思わず、額に手を当てた。

「……道理で、印があるわけだ」

　神種は宿主の強い想いによって発芽し、体のどこかにアザを形成して、宿主に超ちよう能のう力りよくを与える。

　しかし深彩はひとりひとつのものを七つもその身に宿した影えい響きようか、状態が神種でありながらすでに、歪いびつな星形のアザを背中に形成している。

「事例がないゆえ、考えもせなんだが……」

　深彩はすでに無意識下で、超ちよう常じようの力を発揮しているのだ。しかも、自分の想いとは矛盾する方向で。

「ともあれ、ゆえに……か。まったく、滑こつ稽けいよな」

　深彩の心の海の中。底に沈しずんだ核心に触れてみて、ティファレは知った。その核心の裏側に隠かくれるように、器には小さく、しかし重大な穴が空いていて。その穴から零れる力は、深彩ではなく他者に作用していた、という事実を。

「よもや我が勉強させられるとは。人の意思がもたらす異常とは、かくも恐おそろしい。だが、ならば神しん樹じゆとして、我のやるべきことは……」

　ティファレは、体中から虹色の光を放ち、満足げに立ち上がり。赤く光る瞳ひとみを閉じて、再び深彩の心の海へと潜っていった。

　そして、海の底に沈む核心を、押し退のけて。小さな小さな零れ穴と対たい峙じする。

「器よ、済まぬが『それ』は、貴様には過ぎている」

　この穴があったから、始まった。ならば、これを塞ふさげば、面めん倒どうは一気に片付く。

　やればどうなるか。大体の予想もついている。そして、決して悪いようにはならない。ティファレはそう確信して、穴にそっと、虹色に光る手を伸のばした。
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　ドガン！　轟ごう音おんと共に、生徒指導室の扉とびらが吹ふき飛び、暴風が飛び出てきた。

「ふざけんな！」

「美郷さん、鍵かぎを壊こわしたりしたらダメだよ？」

　学園本校舎一階の廊ろう下かに、二陣じんの風が吹き抜ぬける。その発生源は、高速で駆ける二人の女子生徒。逃げるエリーと、追うあいすだった。

「うっさい！　何であたしが襲おそわれなきゃなんないのよ！」

「逃げないで？　大人しくしてくれればすぐに済むから、大丈夫だよ」

「大丈夫なわけないでしょアンタ頭大丈夫!?」

　生徒指導室に入ったエリーを待っていたのは、統治ではなく、あいすただひとり。

　そしてあいすは当初、統治の指示だから反省文を書けとエリーに促うながし、エリーは腑ふに落ちないながらも言うとおりにしていたのだが。

　しばらくして唐とう突とつに、あいすが電磁棒でエリーに襲い掛かかり、エリーはわけもわからないうちに逃げ出した、というのが、これまでの経けい緯いである。

「なんで風紀委員長がこんなことするわけ!?」

　エリーが加速すると、長い廊下はあっという間に終点を迎むかえた。

「ああもう……でぇぃっ！」

　ブレーキもかけず、エリーが勢いのままに、階段の上へとジャンプする。

　一段飛ばしどころか全段飛ばし。その着地点は、階段が折り返す踊おどり場ばだった。

「逃がさないよ、絶対に」

　あいすもまたエリーと同じように、階段全段飛ばしで追いすがる。その瞳からはすでに光が消え、顔には殺人犯のような笑みが浮うかんでいた。

「ひっ……顔怖こわッ!?　来ないでよッ！」

　もう一度、二人は残り半分の階段を全段飛びして、二階の廊下を走り出す。

「誰だれかーッ！　誰か助けてーッ！　風紀委員長が乱心してるーっ！」

「叫さけんだって、無む駄だだよ」

　そこでエリーは、走りながら首を巡めぐらせた。

「噓うそッ!?　なんでどの教室も誰もいないの!?」

　この状じよう況きようは、あいすのポーチに入った携けい帯たいゲーム機内の夢依が、理事長を動かして事前に仕込んだ人ひと払ばらい。

　他の生徒は教師も含ふくめて全員が、エリーが生徒指導室に入った直後から移動を始め、いまは緊きん急きゆうの集会で講堂にいるのだった。

　それはあいすと夢依のコトが終わるまで丸一日続けることも辞さないという、無限全校集会。生徒たちは不ふ審しんに思っても、統治が見張っているため絶対に逆らえないという、完全な布ふ陣じんだった。

「ふふっ、それはね……」

【余計なことは言わないでください。バレると面倒です】

「あ、うん……なんでだろうね？　あはっ……」

「っていまの声はなに!?　幽ゆう霊れい!?」

　それは、エリーに夢依の姿が見えていないからこその困こん惑わく。

　得体の知れない恐きよう怖ふをまえにして、やがてエリーが叫び出す。

「か、翔っ！　翔はどこなのよ!?　助けて翔！　友達のピンチなのよ!?」

「気安く翔ちゃんの名前を呼び捨てないで！」

【ペタンコ、そこでキレてないで、いい加減に本気を出してください】

「もう出してるよっ！　でもっ！」

【ということは……なるほど、どうやらあちらも、また最高にハイになっているというわけですね】

　廊下を走り抜けて、階段を全段飛ばしして、また廊下を走って……と、二人は本校舎の中を駆かけ抜けていく。

「翔ッ　翔ッ！　ここにいないなら……外？　外なの!?　ええええええいっ！」

　そして最上階に到とう達たつすると、先行するエリーは廊下の窓を開けて、外に出た。

　当然、そんな高さから飛び降りたら、ただでは済まない。しかし、彼女は、いや、彼女たちは。窓の縁ふちを摑つかんで体を支え、壁かべを蹴けり、テンポ良く地面まで降りて行った。

「翔どこ!?　……ってぇええええ!?　まだ追ってくるの!?」

「逃がさないって、言ったはずだよ？」

　それは追う側追われる側、共に神芽の暴走で人体のリミッターが外れているが故ゆえの、常じよう軌きを逸いつした鬼おにごっこ。

「翔！　もしかして学校にも来てないの!?　それなら、アンタん家ちに……」

「学園からも、出さない」

　その直後、エリーは英知学園の敷しき地ちを覆おおうフェンスを飛び越こえようと、大きくジャンプしたが……バチン！

「痛ッ!?　って、いまの……秩ちつ序じよの光？」

　一いつ瞬しゆんだけ現れた赤い文字は『ＫＥＥＰ ＯＵＴ』。あいすの『輝愛ゴツドライト』のバリアはいま、有効エリアである学園の外周を囲むように、広こう範はん囲いで物理遮しや断だん能力を発揮していた。

「まさか、アンタがモラリストなの!?」

「だったら、どうするの？」

「それなら……相手が同類なら、あたしだって！」

　エリーが勢いよく腕うでを払はらうと、その隣となりに音もなく、同じ姿のエリーが現れた。

「こういうことも、できるんだからッ！」

「って、これ……分身の術ってこと!?」

「まだまだ！　綺き麗れいなあたしを、もっともっと鏡映し！」

　二つに分かれたエリーそれぞれから、もう一度。そしてさらに、もう一度。瞬またたく間まに、あいすの前には八人ものエリーが現れていた。

【自分で綺麗と言い切るとは、痛い女ですね……】

「翔に会うまで、絶対に捕つかまってなんかやらないんだから！」

　八人のエリーが、一いつ斉せいに、猛もうスピードで走り出す。

　あいすはそのどれを追っていいのかわからず、ひとまず四人の集団で逃にげるエリーたちを追いかけ……。

「虹元さんどうするのこれ!?」

【落ち着いてくださいペタンコ。正解なら前方、左から二人目です。残りは質量のない虚きよ像ぞうに過ぎません】

「え、な、なんでわかるの？」

　あいすがポーチからゲーム機を取り出し、その画面に向かって尋たずねる。

【電子の妖よう精せいと化した私をナメないでください】

　その画面には、宙に浮いて瞳を黄金に光らせ、まるで天使か何かのようになっている夢依……壮そう大だいなイベントＣＧが映し出されていた。

【現実には持ち込めずとも、こっちでならやりたい放題。リアルワールドの事象を絶対知覚するくらい、やってやれないことはありません】

　それは『真世界アナザーデイメンジヨン』の、画面内におけるキャラクター能力の付ふ与よ。夢依はいまその状態で、英知学園全体の人の動きを、丸ごと感じ取っているのだった。

【ちなみに、五時方向距きよ離り二百……これはプールでしょうか。『快楽煩ぼん悩のうキラー』とクレイジーガイが、私たちと似たようなことをしているようです】

「悠ゆう子こちゃんが？　なんで？　だって皆みんな講堂にいるはずじゃ……」

【まああの人、教師の言うこと聞かなそうですし。負けを食らわされて復ふく讐しゆうに燃えてでもいるのでしょう。あとは、生徒会室で寝ねてるのと……女子寮りよう？　まあ、これは無視で。ともあれ、見つかったら面倒です。近づかないように注意を】

「う、うん、わかった！」

　あいすがそう答えた直後、前方を走っていたエリーの一団が分散した。

【左から三番目にチェンジ……って、しまッ、これは……ペタンコ急いでください！　行かせてはなりません！】

「な、何何どうしたの!?」

　夢依の怒ど声せいを聞くのと同時に、あいすが顔を上げ、追うべきエリーを確認する。

「翔ッ！　どこにいるの!?　いるなら返事しなさいよバカ───ッ！」

　そのエリーはロッククライミングのように、素手で特別教室棟とうの壁をよじ登っていた。
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　うっすらと目を開ければ、第二図書室の天てん井じよう……夢依が貼はったのだろう何かのアニメ作品のポスターが目に入った。

「あ、あれ……僕は……うっ」

　キンキンという激しい耳鳴りが、立て続けにする。翔はそんな悪お寒かんに襲われながら、ゆっくりと体を起こした。

「あぐっ!?　ぉぉぉ、なん、だ……これ」

　頭が猛もう烈れつに痛い。胸も締しめ付つけられている感じで、ひどく苦しい。視界までぐるぐると回っていて、平へい衡こう感かん覚かくすら怪あやしかった。

　翔は額に脂あぶら汗あせを浮かべながら、すぐにがっくりと膝ひざをついた。

「でも、僕は……行かなきゃ……やらなきゃ……いけないはずで……」

　翔は、深彩のために、エリーから養分を回収する。

　どうも記き憶おくが混こん濁だくしているようだが、それだけはハッキリしていた。

「深み……あ……や……っ」

　思い浮かべたのは、深彩の笑顔。だが、その時。

　大事な妹の笑顔が。何より誰より、自分の命よりも大切で、翔が生き甲が斐いとし、すべてを捧ささげてきた妹の姿が。

　頭の中で……パリン！　無残にも、割れ砕け。

　粉が風に飛ばされるようにして、消えていった。

「いまのは……いったい？」

　その直後、翔を苛さいなんでいたあらゆる苦痛は、何事もなかったかのように消え失せた。

　不思議と、気分が清すが々すがしい。まるで生まれ変わったようだった。

　いまなら、何でもできる。

　そんな気がするほどに。体は驚くほど軽くなっていて、まるで羽毛のように、ほとんど重さを感じなかった。

「僕は、どうしちゃったのかな……」

『救済』がいきなり鳴った、ということは、何か神芽の力の影えい響きようを受けたのだろうが。

　そういう問題ではなく、何かが根本的におかしいような……。

　なんて、翔が顎あごに手を当てて考えていたら。

　ガシャン！　第二図書室の外で、屋上のフェンスが鳴った。

「鬼ごっこは終わりだよ、美郷さん」

「ひっ……こ、来ないでっ！」

　翔は何事かと、第二図書室の鍵かぎを内側から開け、外に出た。

　屋上にいたのは、見知った二人の少女。

　あいすが電磁棒を、フェンスに体をめり込ませたエリーに突つき出していた。

「って二人とも何やってるの!?」

「か、翔、ちゃん？　そんな、もう起き……ッ」

　翔が声をかけると、あいすが驚きよう愕がくした様子でたじろぐ。

　一方エリーは、フェンスから飛び出して、翔の胸に飛び込んできた。

「翔っ！　翔ッ！　遅おそいわよバカぁ！」

　そのあまりの勢いで、ぽよんと、翔にエリーの巨乳が強く押し付けられる。

「おっと……危ない」

　翔は押おし倒たおされないようにと足を踏ふん張ばり、また彼女を支えようと、エリーの細い腰に手を回した。

「あいつがいきなり襲おそってきて、どれだけ逃げても追ってきて、幽霊みたいな声もするし……怖こわかった……あたし、怖かったんだからぁ！」

　エリーが翔の胸に顔を埋うずめ、わんわんと泣き出した。

「翔ちゃん、こ、これは、その……わ、私たちは……」

　あいすが電磁棒を背に隠かくし、申し訳なさそうな顔で翔を見る。

　それで翔は、何があってこうなっているのか、大体の想像がついた。

　あいすはきっと、翔が以前のように誤解で変なトラブルを起こさないよう、がんばってくれたのだろう。

　そんなことをしてくれなくても、翔なら大だい丈じよう夫ぶなのに。

　だが……。

「ごめん、また僕のせいで、迷めい惑わくかけちゃったみたいだね」

「……へ？　お、怒おこらないの？」

「怒る？　どうして？　おかげでこうして、人のいないところで美郷さんと話ができる。むしろお礼を言いたいくらいだよ。ありがとう、清野さん」

　不思議と心は凪ないでいて。翔はあいすに笑顔を向けた。

「か、翔……ちょっと待ってよ、それ、どういう意味？」

　エリーが困こん惑わくした様子で、翔の顔を見上げる。

「大丈夫だよ、美郷さん。彼女は怖くない。ただ僕を気き遣づかってくれただけなんだ。本当は僕の方が、美郷さんに用があるんだ。だから、許してあげてくれないかな？　彼女がやったことは、僕からも謝るから」

　翔は落ち着いて、エリーにも事情を説明しようとしたが。

「なんで……こんな女を、かばうの？」

「だって彼女は家族も同然だからね」

「家族って……ここはあたしを助けるところでしょ!?　……何なの？　アンタ、これ、何なのよ……何の真ま似ねなのよっ!?!?」

「美郷さん、何を言ってるんだい？　僕は別に」

「アンタあたしを裏切ったの!?　弄もてあそんだって、遊びだったって、そういうことなの!?」

　その時、エリーの蒼あおい瞳ひとみが、突とつ然ぜん、赤に染まり。

　ドン！　翔はエリーに、突き飛ばされた。

「ちょっ……どうしていきなり!?」

　瞳だけではない。エリーの腹部にある神芽のアザも、制服越ごしに赤く光っている。

　昨日彼女の神芽は、暴走の第一段階で落ち着いていたはずなのに。それは紛まぎれもなく、暴走が第三段階に入ったことを示す光だった。

「美郷さん、とにかく落ち着いて！　それはダメだ！」

　第二段階による錯さく乱らんの比ではない、支し離り滅めつ裂れつ。自分が本来何を尊たつとんでいたのかすらわからなくなる、意思の崩ほう壊かい。それが暴走の第三段階の諸しよ症しよう状じよう。

　そして……この状態になると、かつてあいすが秩ちつ序じよの光をバリアとして使い出したように、神芽の能力が進化する場合もある。

「バカみたい……あたし、ひとりで舞まい上がって……バカ……みたい」

「流されちゃいけない！　気をしっかり持って僕の話を聞い」

「聞きたくない！　裏切り者の話なんて聞きたくないわよ！　バカ──────ッ！」

　ピカッ！　その時エリーの髪かみが、黄金に輝かがやき出し。彼女の背後から、まるで後光が差しているような形で、光の筋が何本も飛び出した。

【なっ……止めなさいペタンコ！　あれは洗脳ビームです！】

　一いつ瞬しゆん、どこからか夢依の声がしたが。

　空中でターンして向かってくる光が、あまりに綺き麗れいで。翔は思わずその輝きに見み蕩とれてしまっていて……。

「翔ちゃん危ないっ！」

　あいすが翔の前に立ち、秩序の光のバリアを展開する。

　ドガン！　と、鈍にぶい音。エリーのビームは、バリアに道を阻はばまれ、翔たちの背後へと流れていった。

「ありがとう清野さ……あ、あれ？」

「翔ちゃんに当たったら……どうするの？　ねぇ、美郷さん、翔ちゃんを洗脳して……ナニをさせるつもりだったの？」

　翔はあいすの低い声を聞き。次に目を疑った。

「って、清野さんも!?　ちょっと落ち着いて！」

　あいすもまた、瞳と、そして神芽のアザがある胸元が赤く光っている。どういうわけか彼女も、神芽の暴走が第三段階に入ってしまったようだった。

「ダメだよ……そんなの」

　あいすが無表情で、エリーに向かって歩き出す。

「どうして!?　なんでこうなっちゃうのよ!?」

　泣なき喚わめくエリーの背後から、再度何本ものビームが放たれる。

　今度のそれは、すべてあいすに向かっていった。

　しかし……バチン！　ビームはまたも、秩序の光に弾はじかれる。

「人の気持ちを能力で曲げさせるなんて、ゼッタイダメ」

「こんなに綺麗なのに！　がんばって磨みがいてきたのに！」

　もう一度ビームが放たれ、そして弾かれる。

「異性への気持ちは、真しん摯しに、優しく、慎つつましく……」

「なんであたしを見てくれないのよっ！」

　意味のわからないエリーの叫さけびと、あいすの自己主張。共に神芽が大暴走している二人の声は、全くかみ合わない。

「じゃあ……どこよ？　あたしだけを見てくれる人は、どこにいるのよ……」

　やがてエリーは頭を振ふって、ふと、屋上からとある一点を見つめ、

「って、いたあああああああああああああああっ！」

　急に目をキラキラさせて、屋上のフェンスに走り出した。

「オシオキ、しなきゃ……」

　そして、あいすもまた駆かけ出す。

「ちょっ……まさか!?　二人とも止まって！」

　嫌いやな予感がして、翔はすぐさま二人を追いかけたが。

　二人はともに異常な跳ちよう躍やく力を発揮して、フェンスを飛び越こえてしまった。

　この屋上は四階相当の高さ。まっさかさまなんてことになったら、当然……。

　翔は本気で焦あせり、フェンスに貼りついて下を見た。

「……って、あれ？」

　だが、翔の心配をよそに。二人は平然と着地していた。

「ぶ、無事なのはよかったけど……」

　エリーとあいすが、また猛もうスピードで駆け出す。彼女たちが一直線に向かっているのは、どうやら講堂のようだった。

　ならばと、翔も急いで……。

【ちょおおおおおおおおおおおおおおおっ!?】

「うわっ!?」

　その時、翔の頭に突然何かがぶつかった。

「……な、何？」

　ふと周囲を見回すと、翔の足元で、

【痛たた……よもや私を落とすとは、ペタンコめ……壊こわれたらどうしてくれるんですか】

　何やら黒く四角い物が蠢うごめいていた。

　床ゆかでむくりと、生き物が起き上がるように動いたそれは、よく見れば携けい帯たいゲーム機。　その画面に映っていたのは……。

「に、虹元さん!?」

　翔は驚おどろきと共に、ゲーム機を手に取った。

【先ぱ……ひゃうッ!?】

　と、なぜか夢依が画面の中で顔を真っ赤にして？

【ううっ……大だい胆たんなところにタッチしやがりますね、エロ鳥先せん輩ぱい】

　画面の中の夢依が、両手を股またに挟はさむ格好で屈かがむ。よく見れば、画面のちょうどその部分には、翔の指が触ふれていた。

　タッチ、とは、やはりこれのことなのだろうか。

　翔は首を傾かしげながら、すっと指を横に滑すべらせた。

【ひゃっ!?　くっ……お、お願いですから、画面には触れないでください！】

「……どういうこと？」

　まったくわけがわからない。しかし、彼女は……。

【その…………感じてしまうので】

　歯切れ悪そうにそう言った。

「これで感じるの？　だってこれ、画面だよ？」

【ちょちょちょやめっ……やめて！　やめてください！　やめろっつってんだろ！】

　いきなりゲーム機がぐにゃりと歪ゆがみ、まるでキックでもするように、げしっと、翔の指を弾き飛ばした。

【わざとやってるんですかエロ鳥先輩！】

「いや、別にそんなつもりは……って、いまはそれどころじゃなくて！」

　翔はゲーム機を手にしたまま、気を取り直して立ち上がった。

「早く美郷さんたちを追いかけないと！　虹元さんも力を貸して！」

　そして、屋上の出入り口に向かって駆け出す。

【ちょっ、私たちいま喧けん嘩か中なんですよ!?】

「じゃあごめん僕が悪かった！　仲直りしよう！」

【じゃあって、何たる薄うすさ！　誠実さのカケラもな……ひぃっ!?　せ、先輩！　だから画面を触さわらないでくださいと言ってるでしょう!?】

「ああごめん。でも、じゃあどうしたら仲直りしてくれるのさ？」

【だから画面を……って、ああもう！　わかったわかったわかりました！　仲直りでも何でもしますから画面触んな！　ポケット！　せめてポケットに入れてください！】

「え？　あ、うん、わかったよ……ありがとう、虹元さん」

　翔は微笑ほほえみながら、夢依のゲーム機をズボンのポケットにしまった。

　ちょっと駆け足で申し訳ないが、これで夢依とは、仲直り。

【くぅっ、この私がこんな脅おどしに屈くつするなんて……先輩、なんで今日はそんなに勢いあるんですか？】

「そう？　ごめんちょっとよくわからない！」

　そんなことより、あいすとエリーだ。

　人体のリミッターが外れたまま争ったら、共とも倒だおれにだってなりかねない。

　翔は二人の身を案じながら、階段の踊おどり場ばから、次の踊り場まで、一足飛びで軽々と飛び下りていった。
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　その頃ころ、プールではもうひとつの騒さわぎに決着がつこうとしていた。




「かかったな、バカめ！」

　腫はれ上がった顔の痛みも、垂れる鼻血の存在も忘れて、桜さくら之の介すけは叫んだ。

　ここは桜之介が数多あまたの切り札を仕込んだ決戦場。プールの水はそのすべてがあの衣類溶よう解かい剤ざいとトリモチを結合したものであり、水底にはあらゆる角度の噴ふん射しや装置が仕込まれている。そして、飛び込み台から伸のびる幾いく多たの特製のワイヤーが、

　たったいま、悠子の腕うでを、脚あしを……その体を、同時に搦からめ取ったのだった。

「……はぁ。また油断してしまいましたわね……」

　豊満極きわまる巨きよ乳にゆう……というか乳首こそ、秩序の光で守られているが。悠子のブラウスはほとんど溶とけ落ち、肩かたには切れたブラ紐ひもだけが引っかかっている。そして、肩や腰こし、太ふと股ももといった、露ろ出しゆつしている肌はだには、すでに破られた、だが布ふ石せきとして効果を発したピンク色の粘ねん液えきが、ところどころに付着していた。

「ククク……フハハハ！　アーッハッハァ！　どうだ、今度こそ動けまい！」

　ブサイクに変形した顔で、桜之介は勝かち誇ほこる。ボコボコにされながらも、耐たえに耐えた甲か斐いがあった。

　エリーによる翔の覚かく醒せいを待つこともできず、悠子に追おい詰つめられて、やらざるを得なくなった苦肉の一戦。

　やられれば終わり。勝てば大反はん撃げき。そんな背はい水すいの陣じんでの賭かけに、勝ったのだ。

　これで今度こそ、アンダーハートは、復活の狼煙のろしを上げられる。

「叩たたいても潰つぶしても、より強く起き上がる……本当に、重い責任ですわね」

「なにぃ～？　聞こえんなぁ～？」

　桜之介が手首のリモコンを操作すると、悠子を縛しばるワイヤーがキュッと締しまった。

「あっ……くぅっ!?」

　悠子の表情が、苦痛と恥ち辱じよくで赤くなる。

　胸、腰、尻しり。そして太股に二の腕。ナイスバディが持つ魅み力りよく的な肉という肉が段を作る。肌に残った粘液は太陽の光でテカり、艶つやっぽさに拍はく車しやをかけていた。

「いかにおまえでも、この緊きん縛ばくは破れんはずだ！　俺はついに六十六パンチラの壁かべを越えたんだからな！　ハーッハッハァ！」

　あのワイヤーは、先日悠子に敗れてから、桜之介がずっと寝ねないで作った新エロ器。

　恨うらみを晴はらすため。さきのトリモチの反省を活いかし、斎さい藤とう悠子という女に勝つためだけに作り上げた対策なのだ。

　その耐たい久きゆう力がついにパンチラ力の物理法則限界を凌りよう駕がしたのは、勢いで作った自分でも正直驚いたが。

　ならばこそ、あれが破られることは絶対にあり得ない。

「おまえのボインはそんな光では隠かくし切れん。秩ちつ序じよの光があろうが、十分にＲ‐18生写真として機能する……頂くぜ、今度こそ！」

　桜之介はポケットから小型のカメラを取り出し、高らかに宣言した。

「……壊れ始めていますのね、桜ちゃん」

　だが、悠子は桜之介の予想に反して、恥辱に塗まみれた表情を消し去り。呆あきれ顔でため息をつくばかりだった。

「わたくしを撮とりたければ、どうぞ、お撮りなさいな」

　その悠子の余よ裕ゆうが、どうにも不気味で。

「な、何だと？　い、いいのか!?　本当に撮るぞ!?　撮っちまうぞ!?」

　桜之介は思わずたじろいだ。

「どうぞ、と言いましたわよ？　もっとも……できるものなら、ですけれど」

　悠子が細めた片目が、桜之介を射い貫ぬく。

　撮れば、何かまずいことになるような。言い知れぬ恐きよう怖ふ感かんで、桜之介の下心に暗雲が立ち込める。

　だが、ここで折れては下心が廃すたるから。桜之介を信じて待っている勇者たちに、申し訳が立たないから。

　やるしかない。いますぐやれ。桜之介は自分にそう言い聞かせた。

　しかし、カメラのファインダーは覗のぞけても。

「クソッ！　俺の下心が、この程度で……やれ、やるんだよッ！」

　桜之介は、なかなかシャッターを押すことができなかった。
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「か、翔ちゃん何するの!?」

「暴れないで！　すぐ終わるから！」

　背中に手を回して、彼女の小さな体を抱だき起おこしながら、片手で器用にブラウスのボタンを外し……開く。

「ふひゃっ!?　い、いいいいいいきなり!?」

　そして口に含ふくんだのは、まるでマシュマロのような、柔やわらかく心地ここちよい感かん触しよくの肌。

　翔は覚えのあるその弾だん力りよくを、思い切り吸い込んだ。

「ふぇぁああっ!?　ひゃああああああああっ!?」

　講堂へと繫つながる渡わたり廊ろう下かに木霊こだましたのは、あいすの嬌きよう声せい。それと同時に口に流れ込んでくる、温かい何か。

　翔が倒たおれていたあいすに駆かけ寄より、最初にやったのは、その胸のアザにキスをして、彼女を正気に戻もどすことだった。

「か、翔……ちゃん？　あ、あれ？　私……あ、そっか、美郷さんを追って……」

「体は大だい丈じよう夫ぶかい？　清野さん」

　ぺたんと座り込んだあいすに微笑みかけ、翔はたったいま自分で半脱ぬぎにさせた彼女のブラウスを、素早く元に戻した。

【先輩が躊躇ためらいなくだなんて……バカな……】

　ポケットの中の夢依が、声を震ふるわせる。

「僕いま、そんなに変なことした？」

【……喧嘩売ってます？】

　そんなつもりはないのだが。

「うぅぅ……も、戻してくれたのは嬉うれしいけど、翔ちゃん、なにもこんなところでこんなときじゃなくても……しかもいきなりだし……」

　あいすもなぜか、疑ぎ惑わくの視線を翔に向けていた。

　どうにも居い心地ごこちが悪い。

「そんなことより！　とにかくまずはこっちだよ！」

　翔は立ち上がり、講堂の入り口に目をやった。

「え、り、い……」

　ゾンビのようにフラフラと歩み出てきたのは、虚うつろな目の執しつ事じ。

【はぁ。まったく、我わが兄ながら情けない。なぜそこで『イエスマイロード』とか気の利きいたセリフを言えませんかね】

　エリーを追ったはずのあいすがこんなところで倒れていたのは、統治によって講堂から弾はじき出されてきたからなのだった。

　さっき見たエリーの、夢依曰いわく、洗脳ビーム。統治はきっと、あれにやられたのだ。

　そういうことなら……。

「消えろッ！」

　翔は統治を見て念じた。『救済イレイザー』の能力その二、消しよう滅めつである。

「え、り……さい、……こ」

　しかし、統治の歩みは止まらない。

「ちょ、なんで？　消えろっ！　消えてくれって！」

【無む駄だでしょう。先せん輩ぱいの消滅が有効なのは、目に見えている力のみ。洗脳ビーム自体はともかく、すでに人間に浸しん透とうした効果は消せない。多分そういうことです】

　夢依の解説で、翔にも合が点てんがいった。

　だが、ではどうすれば？

「グオオオオオオオオオオオオオッ！」

【ああ、来ますよ？　先輩下がって。ペタンコはバリアを】

「ふぇ!?　で、でも……ッ！」

　あいすが戸と惑まどいながら立ち上がるのと、統治が突つっ込こんできたのは、ほぼ同時。

　事前に夢依が言ってくれなかったら、一いつ瞬しゆんでやられていただろうが……

　ガチンッ！

　あいすが展開した秩序の光のバリアにより、統治のパンチは、

「あうっ！」

「え？　うわあああああああっ!?」

　突とつ然ぜんの暴風。翔はあいすの背を抱だき止める形で、校舎の壁かべ際ぎわまで吹ふっ飛ばされた。

　校舎の窓が何枚も割れ、翔たちにガラスの破片が降り注ぐ。もしあいすのバリアがなければ、きっと裁縫道具の針山みたいになっていただろう。

「いまのって……衝しよう撃げき波はってこと？　ああ、そうか、それで清野さんはさっき……」

　こんな余波、反則だ。統治は確かに完かん璧ぺき超ちよう人じんだが、さすがにここまで来ると、何かの能力者なのではないのかと疑いたくなる。

【まあ、ガチモードのお兄さまなら衝撃波くらい造作もないですからね。一応ですが、私も本気出せばちょっとはできます】
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「できるの!?」

「驚おどろいてる場合じゃないよ翔ちゃん！」

　確かにそうだった。統治はまるでゾンビみたいにゆっくりとではあるが、ゆらゆらと体を揺ゆらしながら、またこちらに向かってきている。

「とにかくじゃあ虹元さんなら、先生とそれなりに張り合えるってことだよね!?」

【ま、まあ、そう……なんですけど……】

　だが、ポケットから聞こえてきた返事は、どうにも気まずそうで？

「ああもうじれったい！　翔ちゃんちょっとごめん！」

「あ、ちょ……清野さん!?」

　あいすが翔のポケットをまさぐり、夢依の入ったゲーム機を取り出した。そして、画面上でそっぽを向いている夢依に叫さけぶ。

「いいから早く出てきてったら！　いつまでイジけてるつもりなの!?　虹元さん風に言えば、これって見せ場のはずでしょ!?」

　と、夢依は何やら後ろめたさそうに視線を泳がせた挙句、




【……すみません、実は私、いま画面からですね、その、出られなくて、ですね……】




「はぁ!?　こんな時にふざけないでよ！」

【真しん剣けんと書いてマジ、です……仰おつしやるとおり見せ場ですので？　私だってできることならいますぐにでも『ここは任せろ』プレイをしたくてたまりませんよ】

　画面の中の夢依が、悔くやしそうに爪つめを嚙かむ。なら、本当に？

「なんだっていきなりそんなことに……」

【神芽が暴走中だからかなと。あ、ちなみにいま、私のアザ真っ赤です】

　その瞬しゆん間かん、翔は思わず、あいすの手からゲーム機を奪うばい取った。

「それ大丈夫なのかい!?」

　夢依は平然と言ったが、アザが赤なら、暴走は第二段階。ということは夢依にも錯さく乱らんなどの症しよう状じようが……。

【だから先輩は画面を触さわらないでくださいって！　出入りができなくなっただけで、私なら冷静ですよ……。第二段階の症状の個体差。私の場合はトチ狂くるうのではなくこうなったようで……って、先輩！　お兄さまが！】

「え、り……えり、ぃ……」

　話しているうちに、統治がもうすぐそこまで来ていた。

　しまった……。

「翔ちゃん離はなれて！」

　ドンッと、あいすが翔を、横に突き飛ばす。

　直後、統治があいすに拳こぶしを突き出し……ガチンッ！

「はうっ!?」

　あいすは再びバリアで防ぼう御ぎよしたが、やはり衝撃波のせいで、再び校舎の壁かべに叩たたきつけられてしまっていた。

「清野さん大丈夫!?」

　翔はあいすを助けようと、すぐさま立ち上がったが。

「来ないで！」

　彼女自身の叫びに、止められた。

【なるほど……理解しました。チャンスですよ先輩】

「え？　どこが!?」

「私なら大丈夫だよ！　ここなら！」

　壁に背をつけたあいすに、統治が何度も何度もパンチを放っている。あいすはそれらをすべてバリアで防ぐものの、やはり……？

「あ……そ、そうか！」

　衝撃波は受けても、壁に背をつけた彼女は、それ以上には飛ばされない。そして、統治は翔には目もくれず、あいすだけを狙ねらっているようだから。

【おそらくお兄さまは、ペタンコをヤれ、とかそんなような命令を受けているんです】

　いま翔と、そして夢依は、フリー。

　あいすを置いていくのは、もちろん心苦しいが。

　ならばここは、割り切るしか……。

「美郷さんを正気に戻せば、先生の洗脳も解いてくれるはずだよ！　だから翔ちゃん！　早く行って！」

　そんなあいすの声に背を押されて。

「わかったよ……ごめん清野さん！　すぐ終わらせるから、もう少しがんばって！」

　翔は講堂へと駆け出した。







　第六章　それは無垢なる下心




　英えい知ち学がく園えん高等部の全生徒を収容できる、広い広い講堂。そこで翔かけるが見たのは、はっきり言って怖こわい光景だった。

　自らの意思をなくして蠢うごめく生徒の群むれは、いったい何百人いるのか。男女問わずその場にいただろう全員が、ものの見事に洗脳されていて。

「「「グオオオオオオオッ！　エリーチャンサイコ─────！」」」

「「「キャ────！　エリーチャ────ン！」」」

　流は行やりの歌か何かのＢＧＭにのって、空気を揺ゆるがす大音量の声せい援えんを送っていた。

「皆みんな～！　ありがと～！」

　マイクを手を群衆に手を振ふるのは、壇だん上じように立つたったひとりの少女、美み郷さとエリー。

「さ～って、じゃあ次は何歌おっかな～♪」

　まるで人気アイドルのライブか何かのようだった。

【先せん輩ぱい、ここはコッソリ交じってゆっくり近づきましょう。それから】

「美郷さん！　バカな真ま似ねはもうやめるんだ！」

　翔は壇上のエリーに、大声で呼びかけた。

【Ｏｈ……】

　その瞬間、ＢＧＭがピタリと止まり……。

「あ、翔？　ねぇねぇ見てよこれ！　あたし、こんなにいっぱい友達できちゃった！」

　エリーがこちらを向いたのに少し遅おくれて、生徒の群れが一いつ斉せいに振り向く。

　向けられる瞳ひとみはすべて虚うつろで、異様としか言いようがなかった。

「アンタもカラオケに交ざりたくて来たんでしょ？　ふふっ、どうしよっかな～。翔あたしのこと裏切ったし。そうね……靴くつを舐なめる係とかなら、やらせてあげてもいいわよ？　皆も、そう思うわよね！」

「「「エリーチャ───ン！！！」」」

「「「キャ────！　ステキ────！」」」

「ふふ、やっぱり～？　ごめんね～かわいくて！」

　エリーが赤く光る瞳を細め、うっとりと頰ほおに手を当てた。

　だが、どれだけ支持されても、彼女が学園で一番人気の美少女なのだとしても。これが洗脳された結果である以上、あれはエリーのひとり芝しば居い。

　あまりに、痛々しい。翔は思わず、ため息と共に頭を振った。

【完全に㌧でますね、あれは】

「そうだね、早く止めてあげないと」

【聞こえてたなら叫ばないで欲しかったです……】

「ごめん、でも、あんなのを見せられたら」

　居ても立っても、いられなかった。

　あんな風に生徒たちを洗脳したって、それは友達なんかでは決してないのに。

　翔を裏切り者と言いながら、仲間に入れる気があるあたりは、特に顕けん著ちよ。彼女はもう、自分が何をやっているのか全然わかっていないのだろう。

「ほら翔！　その場で土下座しなさいよ！　『エリー様、裏切ってすみません、一生貴女あなたの奴ど隷れいになるから許してください』とか言うなら、許してあげなくもないわよ？」

　もはやあいすの時の比ではない。友達がここまで壊こわれてしまうと、見ているのも辛つらくて、泣きたくなる。

　一刻も早く、元に戻もどしてあげなければ。

「美郷さん……すぐに、そっちに行くから」

　翔は決意と共に、力強く一歩を踏ふみ出した。

【先輩まさか……特とつ攻こうするつもりですか!?　無む謀ぼうです！】

「でも、もうそうするしかないッ！」

　そして翔は、群衆に向かって、全速力で駆かけた。

「何よ！　まず謝りなさいよバカッ！　皆！　翔を押さえつけて！」

「「「ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！！！」」」

【私が出で張ばれれば……ああもう、『歯がゆいねぇ！』ですっ！　先輩、右右左の左右でステップ！　隙すき間まを縫ぬって！】

「ごめん無理わからない！　このまま行く！」

【それができたら苦労はしないんですよ！】

「多分だけど……大だい丈じよう夫ぶ！　何とかなる！」

【いやなりませんからね!?】

　だが、いまの翔なら、やけに体が軽い自分なら、きっと無茶を通せる。

　翔は不思議と、本当に何とかできる気がしていた。

　目指すは壇上。エリーのもと。

「「「ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！！！」」」

「退どいてくれッ！」

　翔は伸のばされる生徒たちの手を次から次へと払はらいのけ、搔い潜くぐり、そして時には殴なぐり、押し飛ばす。

　数の差がどれだけあっても、一度に翔に触ふれる人数は限られるから、

「でやああああああああああああああっ！」

　つねに暴れながら突つっ込こめば、それなりに前には進めた。

【先輩、右です右手薄うす！】

　だが、結局は多勢に無ぶ勢ぜい。翔は講堂の半分も進まないうちに、

「おあっ!?」

　背後の女子に、振り抜ぬいた腕うでを摑つかまれてしまった。

【ああもう、『ほら見ろ～！』ですっ！】

「ナーイス！　そのままみんなで押し潰つぶしちゃえ！」

　引ひき倒たおされたら、終わり。周囲の生徒たちがチャンスとばかりに、背後や左右から一斉に翔にのしかろうと迫せまってくる。

　しかし、翔はまだあきらめていなかった。

「いや、いける……大丈夫ッ！」

　思い切り前に跳とんで、目の前の男子の胴どうを踏むように押し込む。その男子は、翔の重さで倒されそうになったが、彼の背後にも生徒は山ほどいて。

　満員電車の中で、斜ななめに立たせられ続けてしまうように。

　倒れかけたその男子は、そのまま翔の足場になった。

「うおおおおおおおおおおっ！」

　もう一度全力でジャンプすると、その勢いを抑おさえきれず、翔を摑んでいた女子の手が離れていった。

「ごめん！　通らせてもらうよ！」

　床ゆかではなく、並び立つ生徒たちの肩や頭を足場にして、翔は壇上へと駆けて行く。

　まるでスーパーヒーローにでもなったような気分だった。

【バカな……先輩にそんな真似ができるはず……】

　ポケットの中で、夢む依いが驚おどろきの声をあげた。

　まったくもって翔も同感だが。できる気がして、事実できた。ならもう、細かいことはどうでもいい。

　ともかくこれで、翔は……。

「ひっ……ちょっ、こ、来ないでよっ！　みんな！　あたしを守って！」

　みるみるうちに近づいていく、エリーとの距きよ離り。

　足元の生徒たちは手を伸ばせど、翔はその手を踏んで、だが足を摑まれるまえに次の一歩を踏み出しており、捕とらわれない。

「美郷さん！　こんなのは友達なんかじゃない！　僕は本当の友達として、ちゃんと君を、その壊れかけの神しん芽がを、止めてみせる！」

　そして翔は、叫さけびながら最後の一歩を踏み出し、ついに壇上に足を……。

　ドガ────ン！

「えっ？」

　その時、講堂の側面で、突とつ然ぜん爆ばく発はつが起きた。

【あっ、せ、先輩避よけて！】

　夢依が警告を発してくれたが、手て遅おくれだった。

「うわっ!?」

　ドンッ！　翔はいきなり飛んできた何かに衝しよう突とつされ、その勢いのままに、

「うわああああああああああああああっ!?」

　横殴りに吹ふっ飛ばされ、講堂の壁かべに叩たたきつけられてしまった。

　もう少しで、エリーに手が届いたのに……。

「痛いつぅ……い、いったい何が……」

　体を起こしてみると、目の前に男子がひとり横たわっていた。

　彼の顔はところどころ腫はれあがっているし青たんもできていて、しかも白目を剝むいているが。よく見てみれば、

「ってこれ山やま基きくん!?　なんで!?」

　赤茶の髪かみにキレ長だっただろう目など、桜さくら之の介すけの面おも影かげを微び妙みように残していた。

【完全に爆ばく死ししたヤムチャのポーズですね……って、先輩離はなれて！】

「何何何今度は何!?」

【いいから早くッ！】

　夢依の鬼き気き迫る勢いに慌あわて、翔はすぐさま横に飛び退すさった。

　次の瞬しゆん間かん、桜之介が飛ばされてきた穴から、もうひとり。今度は肌はだ色いろが弾だん丸がんのごとく講堂に飛び込んできて。

　ズガ─────ン！

　講堂の床に、クモの巣のような亀き裂れつが走る。そして、桜之介の脳天には……竹刀しない。それがピシッと音を立てて割れ散り、中から木刀が現れた。

　桜之介は、飛んで来た時点でそもそも意識があったのか怪あやしいが、もはやピクリとも動かない。

「……残念、また撮とれませんでしたわね」

　そう言ってゆっくり体を起こした木刀の持ち主は、最強の風紀委員、悠ゆう子こである。

「さ、斎さい藤とうさん？　なんだって君がここに……」

　悠子はどういうわけか、上半身が素すっ裸ぱだかも同然だった。

　胸にはもちろん秩ちつ序じよの光が出ているが、大きすぎるくらいの胸は、上うわ乳ちちと下した乳ちちが光からはみ出している。腰こしはグラビアモデルも顔負けの引き締しまり具合で、だがその足は適度に肉がついており、健康的で魅み力りよく的。

　そんな美しい肢し体たいに、翔は思わず目が釘くぎ付づけになった。これは一いつ般ぱん的に見れば、完かん璧ぺきなのではないだろうか。

「工こう鳴なくん？　それにこの状じよう況きようは……って、どこを見ていますの？」

「どこって、胸だけど？」

【先輩、さすがの私もそろそろキレますよ？　笑えません】

「あらあら？　いまの声は……？」

　悠子が人差し指を唇くちびるに当てる。それがまた妙みように様になっていた。眼帯で顔の半分は隠かくれているが、高身長で大人びた顔立ちの彼女には、そういうポーズが本当によく似合う。

「あれ～？　なになに、アンタもあたしの友達になりたいわけ？　じゃあ、しょうがないわね～！　せ～のっ！」
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　壇だん上じようのエリーの髪が光ると、その背からまたあの後光のようなビームが飛び出し、空中で向きを変える。

　翔はそれを見た瞬間、ようやく我われに返り、

「あっ……消えろッ！　消えろッ！」

　パリン、パリンと、数本のビームを打ち消した。

　しかし、拡散して、かつ歪わい曲きよくしているビームはあまりに数が多く、一度にまとめて視界に捉とらえることもできず。

　消しよう滅めつのペースが、追いつかない。

「斎藤さん危ない！」

「……はい？」

　悠子を包囲するように、だがちょっとした時間差で飛んで来る、エリーの洗脳ビームの数々。

　もし、あれを悠子がくらったら。英知学園で統とう治じに次ぐスペックを誇ほこる超ちよう女じよまでもが、洗脳されてしまったら。

　翔はビームを一本ずつ消滅させながらも、冷ひや汗あせをかかずにはいられなかった。

　だが、いよいよビームが悠子に着ちやく弾だんしようという、その時……ブォン！

　翔に見えたのは、彼女の周囲で幾いく重えにも重なった、三日月の軌き跡せきのみ。

　そして彼女に降り注そそいだはずのビームは、すべて消えてなくなっていた。

「……え？　ど、どうなったんだ？」

【これはまた……ずいぶんな化物ですね】

　戸と惑まどう翔をよそに、悠子が木刀を眼前に持ち上げて眺ながめる。

　よく見ればその刀身には、金色の長い針が何本も刺ささっていた。

「針……いえ、これは、髪の毛……でしょうか」

　それがおそらく、エリーのビームの正体なのだろう。

　だが、そんなことよりも。

「さ、斎藤さん、もしかして、いま……」

「全部払いましたわよ？　まあ、木刀には刺さりましたけれど」

　悠子があっけらかんと言い放った。

「う、噓うそ……当たってないの？　何？　何なに!?　アンタ何なの!?」

　壇上でたじろぐエリーを眺めながら、悠子が木刀をひと振ふりする。まるで刀の血ち糊のりを払うように、木刀に刺さっていた針……いや髪の毛が、床に散らばった。

「なるほど、こちらもお取り込み中だったようですわね。大体事情は察しましたわ」

「え、察したって……まさか斎藤さん……」

　この講堂の状況は、一般の生徒からしたら異常そのもの。学園で噂うわさになるような超ちよう常じよう現象の真っ最中。

　それを、まったく動じることなく『察した』と言い切れるということは。

「まさか君は……いや、君も？」

　翔が尋たずねると、悠子は仕方ない、といった感じでため息をつき……？




　　　　◆




　ガチン！　ガチン！　響ひびき続ける鈍にぶい音。体を襲おそう衝しよう撃げき波はは、もうとっくに三百回は超こえている。

　それは防戦一方の、ただ翔を信じて耐たえ続ける、あいすの戦い。

「くぅ……翔……ちゃん」

　だが、衝しよう撃げきを受け続けた体にはだんだんと力が入らなくなってきて。あいすは統治の拳こぶしを『輝愛ゴツドライト』のバリアで防ぎながらも、自分の限界が近いことを感じていた。

「大だい丈じよう夫ぶ……かな……」

　ふと視線を送ったのは、講堂。

　あいすが信じる彼だから。夢依だってついているのだから。きっとやり遂とげて、エリーを止められるとは思うけれど。

　果たして、間に合うだろうか……。

「え、り……さい、こー」

「あぅっ!?　くぁっ……ふぁっ!?　かはっ!?」

　衝撃波を食らうたびに、尻しり餅もちをついた体が跳はねる。

　ついに口からは血が零こぼれ、目も霞かすんできた。『輝愛ゴツドライト』の光に浮うかび上がるＫＥＥＰ ＯＵＴの文字だって、色が薄うすくなってきた気がする。

（でも、いま虹にじ元もと先生があっちに行ったら……）

　今度は翔が、統治にやられてしまうかもしれない。もうすぐ終わるという最悪のタイミングで、彼は邪じや魔まされてしまうかもしれない。

　だから……。

（辛つらいけど、もうちょっと……あと三回、がんばろう）

　それから三度、衝撃波を受けたあいすは、

（あと五回、がんばる……そしたら、きっと翔ちゃんが……）

　その回数の更こう新しんは、無限とすら思えるくり返し。

　しかし、どれだけ強く想っても、本人の意思とは裏腹に。

　限界は、容よう赦しやなくやってくる。

（あ……れ？）

　統治が腕うでを引き、次のパンチのために構えたその時。ずっとあいすを守ってくれていた『輝愛ゴツドライト』のバリアが、フッと消滅した。

　このままでは、直ちよく撃げきだ。そして統治の、あんな衝撃波を生むようなパンチなんて受けようものなら。もしかしたら、本当に死んでしまうかもしれない。

（翔ちゃんとさよならは……イヤだな……もうちょっとがんばろうよ、私……）

　どれだけ自分を応おう援えんしても。気持ちを奮ふるい立たせようとしても。涙なみだは滲にじめど、『輝愛ゴツドライト』のバリアは消えたまま。

　だが、それでもあいすは。

（あと十回……十回だけでいいから……）

　決してあきらめることなく、左胸の神芽に願い続けた。

　そしていよいよ、統治の拳が……。

「え、り…………ゴフッ!?」

　その時、あいすの前から、統治の姿が搔かき消え……

　ズドン！　と、遠くで爆ばく発はつのような音がした。

「あらあら、これはギリギリセーフ、でしたかしら」

　統治の代わりに現れたのは、あいすにとっての親友。風紀委員長の立場としては右腕の、もっとも頼たよれるクラスメイト。

　彼女はなぜか、上半身が裸はだかだったけれど、

　……裸？

　………………はだ、か？

「ゆ、悠子ちゃんなんて格好してるの!?」

　瞬しゆん間かん、あいすは飛び起きた。

「あら、戻もどりましたわね。まだまだ元気みたいで何よりですわ、あいす」

「え？　戻った……って？」

「ちょっとの間ですけれど、完全に消えてましたもの。あいすの、秩序の光」

「ふぇえっ!?　ゆ、悠子ちゃん、なんでそれ!?」

　彼女はあいすがモラリストだと知らないはずなのに。いや、いま『輝愛ゴツドライト』のバリアを見られたからか。

「こ、ここここれにはね、理由がね！　深い理由があってね！」

　ともあれあいすは、取り乱した。もはや完全にバレている。どうやって悠子に説明すればいいか、突とつ然ぜんのことすぎてさっぱり考えがまとまらない。

「あいす、わたくし、まえに言いましたわよ？　全部わかってますわ、って」

「へ……？　い、いや、でもそれは翔ちゃんとのことで」

「確かに、わたくしはいま、工鳴くんに頼たのまれて来たわけですけれど」

　と、悠子はおもむろに、顔の左半分を隠かくす大きな眼帯を、ペラッとめくって見せ？

「え？　……ええええええええええええええええええっ!?」

　合が点てんは行ったが、驚おどろいた。

　わかってみれば確かに、彼女のすごすぎる身体能力からして、それもそうか、なんて納得する。まさか悠子も……神芽の宿主だったとは。

「さて、わたくしのことよりもいまは……あいす、お行きなさいな」

　悠子が唐とう突とつに、あいすに背を向ける。ふと、彼女の視線を追ってみれば。

「え……り……」

　統治がまた、あいすの方に向かってきていた。

「デザートが物足りなかったところですし……虹元先生は、わたくしが。うふふ……実は先生とは一度、本気でやり合ってみたかったんですの」

　そう言って、ペロリと舌なめずりした悠子は、美女兼けん野や獣じゆう。それはとても頼もしくて、彼女なら本当に、統治とも渡わたり合えるのだろうが。

「悠子ちゃん、そういうのやめよ？　えっちぃよ……」

　同じ女としては。この親友には、そっち方向では絶対に敵かなわないのだろうなと、あいすは悟さとらざるを得なかった。




　　　　◆




　数分前とは一転して、悠子が駆かけ抜ぬけた講堂は死し屍し累るい々るい。洗脳された生徒はすでに、その全員が床に倒れていた。そんななか、翔は生徒たちを踏ふまないように隙すき間まを縫ぬって、だが急いで、壇だん上じようへと這はい上がり。

　舞ぶ台たい袖そでから逃にげようとするエリーの手を、ぎゅっと摑つかんだ。

「放して！　放してよ！　裏切り者のくせにッ！」

　エリーが泣きながら髪かみを振り乱みだす。

「僕は裏切ってなんかいない」

「あたし、せっかく友達がいっぱいできたのに！　邪魔しないでよ！」

　彼女の背後からまたビーム……いや、髪の毛が飛び出した。

　それは一度エリーの遥はるか頭上まで飛んでから、進行方向を変えて、翔に向かってくる。

　が。正面からまとまってくるのなら、まったくは問題はなかった。

「こんなビームは……消えろッ！」

　パリン！　翔は『救済イレイザー』の消しよう滅めつを使って、ビームをまとめて打ち消した。

「美郷さん、洗脳した相手が友達だなんてどうかしてるよ！　それはただの人形だ！」

　胸に去来する感情は、ただただ哀あわれみ。

　だが、翔が養分を吸すえば、神芽の暴走は止まる。壊こわれた彼女の心は、元に戻せる。

「思い出して。君が本当に欲しかったのは、そんな友達じゃないはずだ！」

「うっさいバカ！　何でアンタにそんなこと言われなきゃなんないのよっ！」

「友達だからだよ！」

「ふぁあっ!?　え、ちょっ!?」

　翔は思い切りエリーの手を引き寄せる。彼女が抵てい抗こうしたことでバランスは崩くずれてしまったが、それはむしろ好都合。

　翔は勢いに任せて、エリーを床ゆかに押おし倒した。

「友達の間ま違ちがいをちゃんと言ってあげられるのが、本当の友達だ。そりゃあ、意見がぶつかることだってあるだろうけど。言いなりなんかとは、絶対違ちがう」

「本当の……とも……ダチ……？」

「親友が、欲しかったんだろう？　だったら君がやっていることは、間違ってる」

　翔の言葉が届いているのか。赤く光っているエリーの瞳ひとみが、明めい滅めつする。その拍ひよう子しに、暴れていた彼女は、ふと大人しくなった。

　チャンスだ。やるなら、いま。

「正気に戻れば、必ずわかるはずだ！」

　エリーの胸むな元もとに両手をかけ。翔は勢いよく、

　ビリッと。ブチンと。

　彼女のブラウスの前を、思い切り開いた。

「ってちょっとおおおっ！　エッチバカ変態何やってんのアンタ!?」

　ぷるんと、大きな胸が束そく縛ばくから解放されて揺ゆれる。悠子のそれに勝まさるとも劣おとらない、形の整った、そして大きい乳ち房ぶさは、あまりに魅み惑わく的で、思わず揉もんでしまいたくなるが。

　いま翔がやるべきは、彼女のヘソの下で赤く点てん滅めつする、神芽のアザへのキス。

「すぐに終わるよ。大丈夫、怖こわくない」

「怖いに決まってんでしょうが！」

「僕に任せて、美郷さん」

「そういう問題じゃ……あっ、ひゃっ!?」

　翔は微み塵じんも迷わず、エリーの下腹部に唇くちびるを吸いつけた。

　かつて、そして今日もあいすのアザにそうしたように、思い切り吸う。神芽の暴走による余よ剰じようの養分を吸い出そうと、一心不乱に吸う。

「痛……痛いって！　放しなさいよバカ！」

　しかし、エリーはずっと暴れ続けていて。翔の口にも、養分を吸った時の温かい感かん触しよくは、一向にやってこなかった。

（ああ、そうか……彼女は、感じていないんだ）

　条件がひとつ足りていない。この状態でエリーが感じなければ、養分は吸い出せない。

　では、どうすればいいか。翔は咄とつ嗟さに考えて。

　エリーを押さえつけていた片手を離はなし、

　彼女のスカートを、めくった。

「ちょぉっ!?　やめてよバカッ！」

　だが、中のパンツは秩ちつ序じよの光が現れたために、全然見えない。

「これじゃあ場所がよくわからないな……」

　パリン！　翔は躊躇ためらいなく、秩序の光を『救済イレイザー』で打ち消した。

　暴かれたパンツの色は、エメラルドグリーン。フリルやビーズといった装そう飾しよくのついたそのかわいらしい下着は、彼女らしい、オシャレな逸いつ品ぴんだった。

（ええっと、確か……）

　翔はむき出しにしたスカートの中身を見て、位置を確認し、手を伸のばす。

【ちょっと待ってください先せん輩ぱい！　それはダメです洒落しやれになりません！】

　その時、翔のポケットから、携けい帯たいゲーム機……夢依が飛び出してきた。彼女はまたゲーム機の本体を生き物のようにしならせて、パシンと、翔の手を弾はじいた。

「虹元さん、なんで止めるんだよ」

【あとは吸うだけと思って傍ぼう観かんしていれば……ダメに決まってるでしょうが！】

「？　いや、でも……だって……」

　翔だって考えがあってやっている。




「女の子は、ココを触ると感じるんだよね？」




　保健体育の授業に、クラスの男子たちがよく話しているようなことを総合すると、間違ってはいないはずだ。

【ふざっ!?　ななな何ぶっこいてるんですか!?】

「虹元さんだってさっきこれで感じてたじゃないか」

【た、確かにそうですけど、私の場合は画面であってですね！　いやリアルでもそうかもしれませんけどっていうかそうでしょうけど！】

　夢依が顔を真っ赤にして、しかし、怒おこっている。

　なぜだろう？　と、翔は思わず首を傾かしげた。

【先輩ガチでぶっ壊れてますよ!?　本当にどうしちゃったんですか!?】

　どうしたも何も、翔はエリーを感じさせなければならないのだから、当然の選せん択たくだ。

「僕がココを触って、何かまずいことでもある……おぶっ!?」

　エリーの膝ひざが、翔の脇わき腹ばらに食い込んだ。

「あるわよバカッ！　アンタそんなことして、ちゃんと責任取る気あるわけ!?　お嫁よめにいけなくなるでしょうが！」

「そういうもの……なのかい？」

「そうよっ！」【そうですっ！】

　エリーと夢依が、息ぴったりで声を重ねる。

　だとすれば、それはまずい。きっと良くないことなのだろう。

　しかし、では翔はどうやって、エリーを感じさせたらいいのか。

「う～ん、困ったなぁ」

　翔は眉み間けんに皺しわを寄せ、頭を搔かいた。

【ええぃ……仕方がありません。かくなる上は、この私が胸を揉むしかッ！】

　と、夢依が意い気き揚よう々ようと、ゲーム機を蠢うごめかせ……。

「あたしは翔と話してるのよっ！」

　ペチン。

【のわぁっ!?　っておいいいいいいいいいいいぃぃぃぃぃ……!?】

　エリーの手に払はらわれて、夢依の入ったゲーム機は、壇だんの下に落っこちてしまった。

　だが、翔はいま、確かに聞いた。

「そうか、その手もあるんだね」

「どうなのよ翔！　どうせ責任なんて取る気ないんでしょ!?　だったら！」

「うん、だったら……」

　はちきれそうに大きいエリーの胸。

　この間は顔を埋めたその場所に、いま翔は手を這わせ……ぽよん。

「ってちょっとぉ!?　あたしまだ返事聞いてな……あふっ!?」

　そして揉む。揉んだ。柔やわらかい。柔らかすぎる。

　まるでふかふかの肉まんだ。

　鷲摑みの形になっている翔の指は、見事なまでに肉に埋まっている。

　世間的に巨きよ乳にゆうが好かれる理由が、翔はこの時、少しわかった気がした。

　それほどに、この弾だん力りよくは圧あつ倒とう的てきすぎるのだ。

「んあっ!?　ちょっ!?　やめっ!?　やめなさいよバカ！」

　耳を突つく喘あえぎ声。翔がひと揉みするたびに、エリーの体がビクンと跳はねる。

「これなら、イケそうだね」

「ハァ!?　アンタまさか……って、ふぁぅ!?」

　翔は再びエリーの神芽のアザ……ヘソの下の蠍さそりに口付けた。今度はアザを全力で吸いながら、手も動かす。

　この状態だと、胸の方はよく見えないが。

「いた……痛いっ……って、言ってるのに……ちょ、え？　それ、ひぅっ!?」

　揉む角度を変え、握にぎる力に強弱をつけ、さらに指を立てたり、這わせたり、掠かすらせたり。翔はあれこれと試していき、

（ここ、かな……よしっ！）

　胸の先せん端たんで反応のいいポイントを探り当ててからは、そこを集中的に攻せめていった。

「なっ、ちょっ……それ、擦こすれて……ひゃっ!?」

　やがて、エリーの嬌きよう声せいと共に。

　翔の口に、ついに温かいものが流れ込み始めた。

「ひっ……あっ、ちょ、ダ、ダメ！　翔それ以上はダメだって！　ふぁあっ!?　ふぁあああああああああああぁぁぁぁぁぁっ!?」

（よし！　今度こそ成功だ！）

　ごくん、と。翔は吸ったものを飲み込んで、顔を上げた。

　もはやエリーのアザの色はすっかり黒一色。神芽の暴走は終わっている。

　これで、彼女は元に戻もどった。本当の自分を、取り戻せたはずだ。

「はぁ……はぁ……ば、バカぁ……それ以上は、ダメだって、言ったのにぃ……」

「おかえり、美郷さん。悪い夢はもう終わったから、安心して」

　未だ呼吸の乱れているエリーに、翔は満面の笑みでそう言った。

　そして、ゆっくりと彼女から離れ……。

　ビリッ！「ほわぁっ!?」

　視界になぜか、火花が散った。

　それは今日二度目の、身に覚えのある感覚。

「翔ちゃん、いまのはさすがに、やりすぎだと思う……」

　いつの間にかそこにいたあいすの濁にごった瞳を見ながら、翔はばったりと倒たおれ伏ふし、

「ぎゃああああああああああああああああああああっ!?」

　続く二発目の電でん撃げきで、悲鳴の果てに意識を失った。




　　　　◆




　ゆっくりと開けた目に映ったのは、見慣れた天てん井じよう。

　翔はぼんやりしたまま、よろよろと上体を起こした。

「うふふ。おはようございます、工鳴くん？」

「え……さ、斎藤さん？」

　声でふと首を巡めぐらせれば、そこは自宅のリビングだった。しかし、なぜ翔の家で、ジャージ姿の悠子がくつろいでいるのか。

　ベランダの窓の方には、あいすとエリーが座っている。その隣となりには、犬型の小さなロボット。犬の顔にあたる部分には、夢依を映した携帯ゲーム機が装着されていた。

「仕方がなかろうと何度も説明をしておるではないか……我われとて好きでやっているわけではないのだぞ？　何だその目は。そんな目で見るでないわ」

　彼女たちの前に立つティファレは呆あきれ顔で、早口で喋しやべっていた。

「ええぃ、だからいい加減に気を取り直さぬか！　いつまでもぐちぐちぐちぐち引きずりおって面めん倒どうな！」

「だって、あんなの見せられたら……ねぇ？」

「シカタナイ、シカタナインダヨネ、ウン、ワカッテル」

【まさかとっくの昔に出し抜ぬかれていたとは、なんたる……はぁ】

　ティファレに答えたのは、エリー、あいす、夢依の順。彼女たちは皆みな、なぜか唇に手を当てて、ティファレから目を逸そらしていた。

（何がどうなってるんだろう……？）

　翔が首を傾げると、悠子がすっと立ち上がった。

「皆みなさん、お取り込み中すみませんけれど、起きましたわよ？　工鳴くん」

【「「!?!?!?】」」

　座っていた女子三人が、揃そろって翔から目を背そむけた。

「えーっと、ティファレ、いったい何がどうなってるんだい？」

「……ん、んんっ!?　なに、些さ事じである！」

　ティファレまでなぜか、わざとらしい咳せき払ばらいをしている。

「さ、さて翔！　まずは、此こ度たびも大たい儀ぎであったと言っておこう」

　彼女は急に強気になると、翔の前に仁に王おう立だちした。

　どうも何か、はぐらかそうとしているような空気を感じるが……。

「それよりも、だ。翔、貴様に話さねばならぬことがある」

「……一応聞くけど、また何か重要なことを言い忘れてたわけじゃないよね？」

　言い忘れを言ったと思い込む悪あく癖へきを持つティファレのことだ。翔はまさかとは思いつつも、咄とつ嗟さにそう尋たずねていた。

「言い忘れていたわけではないが……まあ、何というかな。うぅむ、どうもいまの貴様には説明が難しいな……なあ翔よ、貴様は此度の一件、どこまで正確に覚えておるのだ？」

「と、言われても……全部覚えてるけど？」

　翔は深み彩あやのためにエリーから養分を回収しなければならなくなって。あいすが翔を手伝おうとしてくれて。色々あったが、ともかくエリーからはもう養分を回収した。

　少なくとも、そのはずだ。

「では、自分が何かまずいことをした、という認識は？」

　なのになぜ、ティファレはこんなにも、罪人を責めるような目をしているのか。

「美郷さんから養分を回収するのが、何かまずかったのかい？」

　と、ティファレが何やら……いや、彼女だけではなく、このリビングにいる女子全員が、盛大にため息をついた。

「……自覚はなし、というわけか」

「え？　……え？　何？　全然わからないんだけど？」

　それからティファレは、ゆっくりと翔に歩み寄ってきて。

　虹にじ色いろに光る手を、翔の頭にそっと置いた。

　そして……パリン！

「ぬあっ!?」

　まるで頭をトンカチでぶっ叩たたかれたような衝しよう撃げきに、翔はすっ転んだ。

「な、何をするんだ、ティファレ……」

　翔は痛みに呻うめきながら、何とか言葉を絞しぼり出した。

「改めて、自分の記き憶おくを掘ほり返してみよ。何かおかしい、とは思わぬか？」

「おかしい？　って、いったい……え？　あ、あれ……？」

　思わず額に手を当てる。いまティファレに何かされたせいなのか。翔は急激に、自分という存在に違い和わ感かんを覚えていた。

　エッチな状じよう況きようを前にして、目を隠かくす自分。女子に触ふれることすら躊躇ためらっていた自分。そして、妄もう想そうで苦く悩のうしている自分。

　思い出される記憶はすべて、翔のもの。なのに、なんで自分がそんなことをしていたのか、それの何がダメなのか、まるで意味がわからない。

「気づいたか？」

「これはどういうことなんだい？　ティファレ、僕に何をしたんだ？」

　記憶喪そう失しつ、とは違ちがう。歪ゆがんでいる、とでも言えばいいのだろうか。

「これまでの貴様と、いまの貴様の違いを、正しく認識させてやっただけのことだ」

「ごめん、わからない。もう少しわかりやすく」

「……貴様は戻ったのだよ。五年前の、本当の貴様の精神構造に、な」

「それじゃあいままでの僕が偽にせ者ものみたいじゃないか」

「まさに、そういうことだな」

「……え？」

　戸と惑まどいの連続で、余計に混乱する。

　と、ティファレは胸に手を当てて……。




「妹想いのお堅かたい兄。それが、この器うつわの望みによって歪ませられた貴様の姿だ」




「……はい？」

　違和感の残る記憶から客観的に判断すると、翔が深彩に歪ませられていた、というのはつまり？

「精神への干かん渉しようは、五年前のあの日からすでに起きていたのだよ。貴様の妄想は、おかしくされそうになっていたのではない。我との契けい約やくで『救済イレイザー』を得たがために、完全におかしくされていたところから、本来の精神に戻ろうとする作用だったのだ」

　この五年間、翔はずっと深彩に洗脳されていた。その前提で考えていくと、なるほど、確かに記憶の諸もろ々もろが腑ふに落ちてくる。

「ええっと……ごめん、ちょっといいかい？　五年前っていうことは、多分だけど、事故で僕の両親がなくなった日、だよね？」

「然しかり。あの日、貴様の純じゆん粋すいすぎる強き意思に惹ひかれた神しん種しゆたちは、雄おすの貴様には宿れぬが、何とかその願いを聞き届けようと、この器に宿ったのだろう。すべての発ほつ端たんは、実は貴様の方にあったというわけだな」

「僕の方に？」

「まあ、ひとまずは黙だまって聞け。違和感のある記憶と擦すり合わせれば、いちいち聞かずとも、おのずと理解が始まるだろう」

「あ、ああ、うん……そういうことなら……」

　それからティファレは、今朝までの翔が抱いだいていた疑問や不可解な状況に、ひとつずつ解答を並べていった。

「そんな風に純心無む垢くで、何をしでかすかわからぬ貴様だから、この器は将来を案じて、ちゃんと誠実になって欲しい、などと願ったわけだ。それを神種たちが拾ひろい、結果貴様の精神は、この器が考える『良い兄』に、書き換かえられたのだろう」

　ティファレが世に神種を蒔まいた、五年前のあの日。翔たちが両親を失ったあの時から、翔は自覚のないままに、深彩の体から漏もれ出る養分……事実上神芽と同等の力により、過か剰じように妹バカと化し。以後、深彩の力によって、『ここ一番』で守られてきた。

　それが先日、翔がティファレと契約し、神芽の力を打ち消す『救済イレイザー』をその身に宿したために、深彩から来る養分の影えい響きよう力が格段に下がり、翔に変化が起き始めた。

　その一例が、翔が見ていたあのエッチな妄想。

「貴様の妄想はおそらく、過剰な抑よく圧あつを受け、本来の成長を阻はばまれた本能。溜ためこまれ続けて膿うみきった性せい欲よくの表れ、といったところなのだろうな。運動能力についても、まあ似たようなものだ。ここ一番ですごいあにー、を演出するためには、常日頃は平へい凡ぼんに留め置くのが手っ取り早いのだからな」

　翔に影響を及およぼしていたそれらすべては、深彩の想いの深層、それも最さい奥おうに隠れていた零こぼれ穴から来ているもの。それは神種たちが、本来宿りたかった翔を求め、深彩の想いに乗じて作ったもの。

　ティファレは今回、深彩の想いに密接に触れたことで、その穴の存在と、力の流れを察知し…………穴を、塞ふさいだ。

　その結果がいまの翔。偽いつわりの心の下で眠ねむっていた本心は、五年もの眠りからついに醒さめることになった、ということらしい。

　それはとても、はいそうですか、と信じられるようなことではなかったが。実際に別人のような自分の記憶を持つ翔としては、信じるしかなかった。

「僕、そんなにダメな兄だったのかなぁ……」

　そう呟つぶやいたのは、告げられた事実にいまいち実感がなかったから。いまの翔には、深彩がこの自分をＮＯと判断していたことの方が、重くのしかかっていた。

　記憶にある自分ほどの妹バカ、とまではいかないが。この翔だって、十じゆう分ぶん深彩が大切だ。洗脳なんかされなくとも、深彩のために色々とやっていたはずだ。

　だが、いまの翔は深彩にとって、いい兄ではないわけで。いまの自分ではダメだと思われたから、変えられてしまったわけで。

「そう滅め入いるな、翔。実際、これまでの貴様といまの貴様の違いは、性の認識と運動能力くらいものだ。過剰に妹バカにされたとはいっても、程度には個人の価値観というものもある。それが不満なら、これからいくらでも取り返せばよい」

「まあ、そうだけどさ……いっそあのままの方が、深彩には良かったのかなって。どこをどう直せばいいのかなんて、僕にはわからないよ」

「ならば、あの娘むすめらに聞けばよかろう」

　言われて翔は、ふと顔を上げ、窓まど際ぎわに目をやった。

　あいすと、夢依と、エリー。三人の少女が揃って、心配そうに翔を見つめている。

「貴様らも、戸惑いはあろうがな。まんざらではないはずだろう？　言ったとおり、この翔と以前の翔は大差がない。むしろ……純白に色を落とせる好機だ」

　ティファレがニヤリと、意地悪そうに口元を歪めた。

　事前に何か話が通っていたのだろうか。彼女たちはまたさっきのように、揃って俯うつむくばかりだった。

「……どういうこと？」

「女の話だよ。貴様は気にせずとも良い」

　ティファレはそれから、ソファーにどっかりと背を預けた。

「まったく、わかってみれば何とも、笑えぬ話であった」

　ティファレはそこでひと息つくと、どこか悲しそうにも見える笑みを浮うかべ……。

「だが翔、貴様は喜ぶがいい。此度の調整をもって、事は終わりだ」

「…………え？」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのかわからなかった。

　深彩の神種は全部で七つ。ティファレはそのすべてを調整しなければならないと言っていたはずなのに……。

「我が器から去れば、神種たちはやがて枯かれる。この器は、貴様という存在あってこその異い端たんであったのだ。貴様との繫つながりを断たれるや否いなや、神種はすっかり萎しぼんだよ」

「じゃあ、深彩は……」

「もう異常に苛さいなまれることもあるまい」

　今度こそ深彩は、本当に完治する。神種を巡めぐる異常から解放され、普ふ通つうの女の子に、戻もどれる。

　それはもちろん喜ぶべきことだが。突とつ然ぜんすぎて、その衝しよう動どうは完全に出で遅おくれていた。

「我われとしてはぬか喜び、期待はずれであったことが否めぬが……ともあれ、ご苦労であったな、翔。我はこれにて、在るべき場に戻るとしよう」

　ティファレがゆっくりと、赤い瞳ひとみを閉じる。

「ちょっ、待ってくれティファレ！　終わりなら終わりで、ちゃんとお礼を！」

　させてもらわなければ、翔としては気がすまないのに。

　彼女は、問答無用で。

「娘らよ、上手くやれよ？　そして翔、我わが契約者よ。いつの日か時が満ちたならば、再び見まみえよう……」

　またとんでもないことを言い出した。

「再びって、まだ何かあるのかい!?」

　以前彼女がこうして、深彩の体から出て行ったときの記憶が脳のう裏りをよぎる。

　あの時、翔はもう深彩の危機は終わりだと思っていたのに。彼女は七つの神種すべてを調整する、という大事なことを、あいすには言っておきながら、翔には言い忘れていた。今回の一件で、そのことは覆くつがえったようだが。

　これは絶対に、彼女はまた……。

「言い忘れてる！　絶対何か言い忘れてるよティファレ！　帰るならせめてちゃんと全部話してからにしてくれ！」

　しかし、翔の叫さけびに対して、ティファレはただ、微笑ほほえんで。

「ふふっ……ああ、そうだな。だが、いまの貴様にこれは詮せん無なきこと。その日は来ると限らぬゆえ……」

　深彩の頭上に、七色に輝かがやく光の粒つぶが浮かび上がり、輪を描えがく。

『再会を楽しみに、此度はあえて、言い忘れておくとしよう』

　その声はもう深彩のそれではなく、以前も聞いた、知らない大人の女性の声。

　ティファレはそんな、きっと本当の声で……パリン！

　酷ひどいことを言い残して、深彩の体から出て行ったのだった。




　　　　◆




　エリーは翔と悠子と、夕暮れの住宅街を歩いていた。

　今回の件の説明と謝罪を兼かねて、家まで送ってもらっているのである。

「まあ大筋はあいすからもう聞いてたけど……やっぱり本人の口から気持ち込みで聞くと、納得の具合が違ちがうわね」

「少なくとも、まえはそう思ってた……みたいだよ。ごめんね、僕もまだ自覚があんまりなくて、うまく説明できないや」

「十分よ。でも……人の心を歪ゆがめるチカラ、かぁ。考えさせられるわね」

　エリーもいまや、そういう類たぐいの能力を手にしている。だからこそ、妹にずっと洗脳されっぱなしだったという翔のことは、重く心に響ひびいていた。

「そういうの、意外と多いのかな。深彩ちゃんに、あたしに、それから……」

「わたくしも、ですわね」

　翔を挟はさんで向こう側を歩いている悠子が、苦笑する。

「斎藤さんはてっきり、強くなる能力だと思ってたけど……」

「あたしはどうせそんなところだろうって思ってたわよ？」

　ティファレと翔の話を聞いていた時、エリーは似たような能力を持った自分も責められているような気がして、居い心地ごこちが悪かった。

　そんな自分と同じで、悠子も苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしていたから。あとでその能力の詳しよう細さいを聞いたときも、特に驚おどろきはしなかった。

「人には色々と、思うところがありますのよ。もっとも、わたくしの場合はもう、罪の清算でしかありませんけれど」

　ライバルに越こえられれば、自分が越え返す。そして自分に越えられたライバルは、やがてまた自分を越えてくる。そんな関係を作る、『闘争本能エターナルライバリー』。

　悠子の神芽は、本人と本人が指定したライバルの二者を強化・進化させ続けるという、不思議な能力を持っていた。

　だがそれは、いつまでも熱い戦いを続けたいと願った彼女の、夢の残ざん滓し。

「能力のオンオフや『敵』の切り替かえができれば、何も苦労はありませんのに……。我ながら、困った神芽ですわ。でも……」

　中等部時代、悠子は能力による進化の果てに、競い合っていたライバルを失ったらしい。その時に神芽が暴走して、錯さく乱らんして。代わりとして選び直してしまったライバルが、当時何かと張り合うことの多かった、クラスの男子のリーダー格……。

「桜ちゃんを選んでしまったのは……おかしくなっていたとはいえ、わたくし自身。だからわたくしには、桜ちゃんを止め続ける責任がありますのよ」

　悠子に選ばれて進化が始まった桜之介は、下心が過剰に育ち、エッチなアイテムを開発する天才と化し、アンダーハートなんていう狂くるった組織まで結成してしまった。

　その進化の方向性があまりにバカらしくて、悠子は自然と神芽の暴走から冷めた。しかし、一度選んだライバルはもう変えることができなくて。悠子は責任を取るために、風紀委員として活動をはじめた。

　彼女が能力の詳細と共に語ったのは、翔と深彩とはまた違った形の、そんな因いん縁ねん。自分で願った能力が、神芽の暴走で呪のろいのようになってしまうとは、皮肉な話だった。

「でも、あれだけやられれば、さすがに桜之介も懲こりるんじゃない？」

　悠子にやられてまたも入院した桜之介は、今度は集中治ち療りよう室しつ送り。どう考えてもしばらくは出て来れなそうである。

　だが、悠子はというと、

「折れた鉄を鋼鉄に仕立て直してしまうのが、わたくしの神芽ですのよ。桜ちゃんはいつか……いえ、そう遠からず、また立ち上がってきますわ」

　後こう悔かいどころか、そこはかとなく嬉うれしそうな微笑みを見せていて。

　エリーはふと、気がついた。

（ああ、そっか。これ、結局建たて前まえなんだ……）

「その時は、彼には悪いけれど、また止まってもらうしかないね。僕たちも力を貸すよ。だからこれからは、もう少し斎藤さんの負担も軽くなると思う」

　その翔の笑顔に裏なんてないのだろうが。本当に善意から出た言葉なのだろうが。

　……わかっていない。

「ありがとうございます。でも工鳴くん、これはわたくしの問題ですから……どうか放って置いてくださいな」

　案の定、悠子はあっさりと拒きよ否ひした。

「え、いや、でも……」

「翔、やめときましょ。こっちに火の粉こがかからないうちは、好きにさせとけばいいわ。あいすはまあ……大変そうだけど」

「美郷さんまで……皆みんなで山基くんを何とかしたほうがいいに決まってるじゃないか」

「決まってないわよ。だって悠子は、何とかしたくないんだから」

　残滓であっても、夢は夢。その想いは、形を変えても続いている。だから今日まで悠子は、身近にあいすがいながら、何も話していなかったのだ。

　下手に『邪じや魔ま』をしようものなら、きっとろくなことにならない。

「さて……どうでしょう？　うふふ」

　その片目を細めた妖よう艶えんな笑みは、エリーにはもはや、関わってくれるなという脅おどしのようにも感じられた。

「……では、わたくしはここで。もうひと暴れしてから帰りますわ」

　と、悠子がふと交差点で足を止め、民家の上に見えている英知学園を指さした。

「もうひと暴れって……いまから学園に戻るのかい？」

「ええ。ずっとお預けになってしまって、まだ潰せていませんもの。講堂のどこかにある、アンダーハートの秘密基地」

　悠子はここのところの桜之介の逃とう走そう経路から、講堂にあたりをつけていたらしい。そして桜之介の前で壊かい滅めつさせようと彼を吹ふき飛ばしてみれば、そこにはエリーたちがいて、うやむやになってしまった、というわけだ。

「せっかく戻ってきても、すでにアンダーハートは壊滅済み……うふふ、桜ちゃんの絶望した顔が目に浮かびますわ……」

　まったくもって酷いサディストだ。

「工鳴くん、美郷さん、また明日あした。送り狼おおかみはダメですわよ？　あいすが怒おこりますから」

　エリーはボケている翔と共に、悠子が去っていくのを、肩かたを竦すくめて見守る。

　去り際ぎわ、悠子がエリーに向けて、軽くウィンクをしてみせた。

　どうもあの、全部お見通しだというような目は好きになれないし、なんでまたそんな気を利きかせてくれるのかはわからないが。いまは、素直に感謝しよう。

　だって、これでようやく……二人きり。

　翔の事情でずっとお預けをくらっていたのは、悠子だけではなくエリーもだから。

　ここからは、自分の番。

「翔、ぼーっとしてないで、行きましょ？」

「え、あ、うん……」

　エリーは翔の手を取って、早足で歩き出した。

　向かった先は、家路の途と中ちゆう。以前翔と待ち合わせた、あの公園。

　そこは二人にとって、出会いの場所ではなかったが。神芽が暴走する中で、おぼろげながらも大事なことに気づきはじめた、と言えるかもしれない場所。

　だからエリーは、公園に着くや否や、その敷しき地ちの中央まで駆かけて行って。

「ど、どうしたんだい美郷さん、公園に何か用？」

　意を決して、翔に向き直った。

「ありがとね……」

　言うならここで、と決めていたその言葉は、神芽の暴走を止めてくれたことと、気づかせてくれたことの、二つの意味。

　エリーは自分が神芽を得たきっかけ、想いの核かくというのが、よくわかっていなかった。美しければ万事オーケーだとか、漠ばく然ぜんと思っていた。

　でも、やっぱりそれは、違ったのだ。

「ど、どうしたんだい、いきなり？」

「何だかあたしたち、ヘンな出会いかたしちゃって、ヘンに関係進んじゃったけどさ、あたしとしては、あれこれ思い出すたび、恥はずかしくて死にたくなるわけなのよ」

　エリーは自じ嘲ちようしながら、ブランコに腰こしをかける。

　最初は本当にフリのつもりだった。

　しかし、この公園での一件から先は、少し変わった。

　暴走した自分は、心の底では過あやまちを犯したがっていた。

　桜之介の入いれ知ぢ恵えがあったとはいえ。本来のエリーなら絶対に望まない方法で、手に入れようとしたのだ。

　ちょっと気になっただけの、この彼を。

　本当に、最低だ。夢依にはビッチと罵ののしられたが、まったくもってその通りだ。

「けど、アンタがあたしの誘ゆう惑わくに乗っからず、ちゃんと諭さとしてくれたから。でもって、養分取ってくれたから。こうして戻ってこれた。自分の想いも、ちゃんとわかった」

　求めていたはずの親友は、入り口にすぎなくて。本当に欲しかったのは、親友をも超えた、もっと上の、唯ゆい一いつ無二。

『好きな人を振ふり向かせたい』という、色しき欲よくの表れ。それがエリーの、本当の想いの核。

　その始まりとなった最初のひとりが誰なのかハッキリしない、という体たらくなのは、自分でもどうかと思うが。

　ずっと磨みがいてきた容姿も、芽め生ばえた能力も、すべては本来、そのためのものだった。

　長い間、好きな人はずっと欠けていて。寄ってくる人は上うわ辺べばかりで、トキメキもなく。想いは行き場を失い、おかしくなった。

　そしてやっと出会ったこの彼を、友達、親友と認識し、本心に一線を引いてしまったのが、今日の再発の原因。……完全に自じ爆ばくだった。

「ホントに、ありがと……」

「お礼を言われるようなことなんかじゃないよ。それに、君にそう言われるべきなのは……僕じゃない、僕だ」

「変わんないわよ、そんなの。アンタはアンタでしょ？」

　あいすと夢依はビックリ仰ぎよう天てんしていたが。エリーにとっては、この翔と、昨日の翔、どちらがホンモノだろうが、実はそう大差がない。どちらもエリーにとっては恩人で、そしてエリーは元々、彼のことをあまり知らないのだから。

　もちろん、機会があればぜひ知りたいとは思うが。

「そう言ってくれるとありがたいけど…………ごめんね。せっかく元に戻れたのに、今度は僕のヘンな事情に巻き込むような格好になっちゃって」

「バカね。あたしたち、もう友達でしょ？　だから今度はあたしが助ける番」

　いまはただ、彼が気になる、そして、好きになれる、という実感さえあればいい。

「妹ちゃんに好かれるいい男に戻りたいんでしょ？　なら、あたしにドーンと任せときなさい。アンタをピッカピカに磨いて、妹ちゃんにまえよりもっとかっこよくなったって、言わせてあげるわ」

　ライバルは多いから、あんまり悠ゆう長ちようにはしていられなそうだけど。それでも、今度は見失わないように。

　友達からやり直して、大切に、想いを育はぐくんでいこう。

　なんて、ひとり決意に浸ひたっていたら。

「……ありがとう美郷さん。助かるよ」

　翔が真正面から、エリーに屈くつ託たくのない微笑ほほえみを向けていた。

　…………むずがゆい。顔が熱い。

　エリーはチラチラと目線を外してみるものの、翔はずっと、目を逸そらさない。

　やがてエリーは、その視線に耐たえ切れなくなり。何かこう、内心を見み透すかされているのではないかという不安に駆られて。

「な、何よその目は？　文句でもあるわけ？　べ、別に、裏なんてないわよ？　ヘンなことなんて考えてないんだからね!?」

「？　考えてたのかい？」

「うっ……」

　咄とつ嗟さに出た強がりは、完全に墓ぼ穴けつを掘ほっていた。

　またやってしまった。恥ずかしい。これは自分の悪い癖くせだとわかっているはずなのに。どうにも抑おさえが利かなくて。

「本当に違ちがうわよ!?　何ならいまこの場で証明してあげたっていいんだから！」

「どうやって？」

「そ、それは……その……」

　墓穴がさらに深くなった。こうなったらもう、勢いで煙けむに巻まくしかない。

「と、とにかく違うったら違うの！」

「……だ、大だい丈じよう夫ぶ？　浮うき沈しずみが激しくなってるし、顔も赤いよ？　もしかして、また神芽が暴走しはじめてるんじゃ」

「これは元々よ！　悪かったわね！」

　おかげでいつもいつも、内心で後こう悔かいばかりしている。

「美郷さん、やっぱりおかしいよ！」

　なのに翔ときたら本気で心配してくれるのだから、余計にペースが狂くるってしまう。

「大丈夫ったら大丈夫よバカッ！　こ、来ないでよ！」

　素直になる、というのは、なんとも難しい。

「ちょっとアザ見せて！」

「ハァ!?　こんなところで!?　ちょおっ!?　ひゃっ!?」

　翔が高まっているらしい身体能力を無む駄だに発揮して、すっとエリーの腰を押さえ、ブラウスの裾すそを捲まくり上げる。そしてスカートのウエストを引っ張り、中を覗のぞき込んで……。

「あれ、おかしいな？　アザが真っ黒だ」

「やめてよバカ！　エッチ！」

「えっちって……そ、そうなの？　ごめん、どのあたりが？　詳くわしく聞かせて。ちゃんと聞かせてくれたら直すから！」

「アンタはあたしにナニを言わせようとしてるわけ!?」

　しかも翔の性への認識不足のせいで、話は妙みような方向に逸それてしまっていて。せっかく一からやり直すと決めたのに。またヘンな発展をしてしまって。

　すっかりいたたまれなくったエリーの目には、涙なみだが滲にじみ始めた。

「うぅっ……っ。なんでよぉ……」

「み、美郷さん!?　なんでいきなり泣き出し……落ち着いて！　やっぱり神芽が!?」

　そして再び、エリーのブラウスを捲り上げる翔。これで悪意はなく無知なだけなのだから、もう性た質ちが悪いったらない。

「なんで、こうなるのよぉ……」

「くっ……神芽は暴走してないのに、どうしてなんだ!?」

　だから大丈夫で、元々エリーはこういう女だというのに。

「ああもう、しょうがない、こうなったらとりあえず！」

　ついに翔がお腹に口を寄せてきたから。

　パシン！「ぶはぁっ!?」

　エリーは思わず、翔をビンタで引ひき剝はがし、

「なんでこうなっちゃうのよ～！　バカあああああああああ！」

　すぐそこの自宅まで、猛もうダッシュで逃にげ帰ったのだった。




　　　　◆




【おかえりなさい……】

　目の前には、顔の部分にゲーム機が装着された、犬型の小さなロボット。帰宅した翔を玄げん関かんで待っていたのは、夢依だった。

「よかった、まだ帰らずにいてくれたんだね」

【このままで帰れるわけがないでしょう】

「それもそうだ……深彩と、清野さんは？」

【二階で看病中です。だから私は、その間に……】

「その間に……何？」

　翔は屈かがんで、画面の中の彼女と目線を合わせた。

【先せん輩ぱい、貴方あなたが本当に、私の知る先輩と同質なのか、私ちょっと、小ずるい手段で確かめさせてもらってもいいですか？】

「ああ、うん。それはもちろん、構わないけど……」

　と、夢依はじっと、翔をジト目で見つめ。虹にじ色いろに光る瞳ひとみで、見つめ続け……。

　パリン！　突とつ然ぜん、翔の頭の中で『救済イレイザー』が鳴った。

「え、あれ？　虹元さん、もしかして……」

　どうやら彼女はいつかのように、翔の心を読んでいたらしい。

【杞き憂ゆう、でしたね……すみません先輩。ありがとうございました】

　犬のロボットが踵きびすを返し、リビングへと向かっていく。

「待って、虹元さん」

　翔は慌あわてて靴くつを脱ぬぎ、夢依の入ったゲーム機を、犬のロボットから外して手に取った。

「君の神芽の暴走も、止めないと」

【はぁ……先輩、気持ちはありがたいですが、それができたら苦労はしないと……】

「できるよ。きっと」

　翔は家に帰りながら、あれこれと考えてきたのだった。

　ティファレは、『救済イレイザー』を翔の胸に残していったから。翔はまだ、夢依の『真世界アナザーデイメンジヨン』を丸ごと消しよう滅めつで打ち消せる。そして、超ちよう常じようの力で動いているこのゲーム機は、翔の目に見えているのだから……。

　答えは、至し極ごく簡単。きっとできると、翔は根こん拠きよもなく確信していた。

【ちょっ……せ、先輩、まさか？】

　翔は画面の中の夢依をじっと見つめ……念じた。

「消えろ、『真世界アナザーデイメンジヨン』……」

　パリン！　ゲーム機の画面から、虹色の光があふれ出し……弾はじけ飛んでいく。

「ああああああああああああああっ!?」

　そんな光の中から浮かび上がってくるのは……肌はだ色いろ？

「うわっ!?」「きゃぅっ!?」

　衝しよう撃げきを受けて、翔はドテッと、廊ろう下かに尻しり餅もちをついた。

　だが、ふと胸むな元もとを見下ろせば、そこにあったのは、黒くて長い、綺き麗れいな髪かみ。

『真世界アナザーデイメンジヨン』を打ち消したことで、夢依が、画面から飛び出してきたのだった。

「いきなり何をやらかしやがりますか……下手をすれば私ごと消滅するかもしれなかったんですよ!?　なんてハイリスクな！」

「でも、出てこれたよ？」

「そうですけど！　ええ、確かに結果オーライですけど！」

「ならもういいじゃないか。おかえり、虹元さん」

　翔は安あん堵どと共に、夢依の肩かたに手を置いた。
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　と、何やらぷよんと、弾だん力りよくのある手て触ざわりが……？

「あ……」

　そこで翔は、初めて夢依の顔から下を見て……遅おくればせながらに気がついた。

　……素すっ裸ぱだかである。

　長い黒髪が、艶つややかな色白の肌はだをいっそう引き立てている。まるで作り物のように整った体つきは、ＣＧか何かを見ているようで。翔は思わず、

「綺麗な体だね……白くて、妖よう精せいみたいだ」

　そう、素直な感想を口にした。

「へ……？　んなッ!?!?!?」

　と、自分の体を見下ろした夢依は、次の瞬しゆん間かん、

「あ、ああ……あああああ……あああああああああああああ……」

　声を小刻みに震ふるわせて。目も丸くして、

「うっ……くぅっ！」

「ちょっ……に、虹元さん!?」

　逃げるのではなく、逆に、翔にぎゅっと抱だきついてきた。

「く、くっついていれば……見えないはずです……」

「そうだけど、これじゃあ暴走が止められないよ。第三段階に入るまえに、早く終わらせなきゃ」

　夢依の神芽のアザは、右の太ふと股ももの内側。この状態では到とう底てい無理な話だった。

「すみません先輩、少しだけこのまま、心の準備をする時間をください。ちゃんとできたら、私……抵てい抗こうしませんから」

　夢依が翔の胸に顔を埋うずめる。聞こえたのは彼女らしからぬ、気弱で、消え入りそうな声だった。

「そういう、約束でしたからね……そう、矜きよう持じにかけた、約束」

　それは翔の記き憶おくにある、夢依との約束。かつて誤解で夢依と戦ってしまった翔が勝ち取った、勝者の権利だった。

「そんなの……覚えてたんだね。あれは僕のせいで、全部誤解だっただろうに……」

「暴走してみて、考えてみて、自覚できました。『真世界アナザーデイメンジヨン』が狂ったのは、私が己おのれを曲げたから。だから私はいまから、今度こそ、矜持を貫つらぬき続けます」

　胸元の夢依が、顔を上げる。その頰ほおは、赤く上気していて。瞳は潤うるんでいて。

「もう少し、このままでいてください。ピンチをチャンスに変える時間を、私にください……三分間だけで、いいんです」

　これまで見たことのないその切なげな表情に、翔は……。

「……わかったよ」

　思わずドキッとしてしまって、所在なげに、天てん井じようを見上げた。

　エリーのアザにキスをしたときのことを思い出せば、彼女がいま、どれだけ複雑な心境なのかは推おし量はかれる。

　夢依のアザはあの、男が触さわってはまずい場所に、とても近い。

　それがいまの翔には、もうわかっているだけに。

（強引には……やっぱり良くないもんな。同意があるなら、ちゃんと待たなきゃ……）

　夢依の胸から伝わってくる鼓こ動どうが、徐じよ々じよに徐々にとペースを落としていく。

　一分、二分……。翔は秒を数えて、その時をじっと待った。

　そして、ようやく三分が経たとうという頃ころになって。

　宣言どおりに、夢依が顔を上げ……。

「時間です……答えを言います」

「え、こ、答え？　虹元さん、何を言って……」

　何か嫌いやな予感がして、翔は思わず尋たずねたが。

　時すでに遅おそく、翔の眼前には……。

「『バルス！』ですっ！」

　ブシュッ！

「ぎゃああああああああああああああああああ！！！!!」

　突然の目め潰つぶし。翔は目を押さえて、床ゆかをのた打ち回った。

「い、いきなり、何を……するんだ……」

　目が痛すぎて開けられない。開けてもしばらくは見えるかどうか。

　だが、翔が痛みに悶もだえるなか、

「先輩、そのまま……動かないでくださいね」

　腹の上に体重がかかり、翔の頭が持ち上げられた。

「え、あ、あれ……むぐっ？」

　翔の唇くちびるが、ふと、柔やわらかい肉に触ふれる。

「ふっ……くぅっ……」

　聞こえてくる夢依の吐と息いき。口に流れ込み始める温かい何か。

「ひぅ……ど、どうですか、養分、吸えてます？」

　視界は真っ暗ながら、翔の口がどこに触れているのかは明白だった。そして養分が口に来ている、ということは。

「……ずれたら、ふぅっ!?　ち、致ち命めい傷しよう……。絶対、責任、取らせますから……ね」

　彼女はいま……生まれたままの姿で、自分から？

　翔の頭を押さえていた手の感かん触しよくは、もうない。つまり、彼女の手はいま……。

　イメージするだけで、自然と体が熱くなった。

　……ごくん。やがて養分を飲み込んだ翔は、ぷはっと、口を夢依の体から離はなし。

　無意識のうちに、夢依の体を求めて、手を伸のばした。

「……むんっ！」

「ごふぁっ!?」

　しかし、首の後ろに衝撃を受け、翔はまた、今度はぐったりと床に倒たおれた。

「すみません先輩、流されたいのは山々ですが……これ以上は矜持に反します」

　目を開けても、視界はかすんで、白い何かが動いているくらいにしか見えない。そして意識も、徐々に遠のいて。

「この続きは、どうぞ夢の中で。リアルでやるなら、すべてのフラグを立ててからにしましょう……」

　自分でもよくわからないままに、なぜか残念な気分になって。

「ありがとう、ございます。そして、ごめんなさい。でも……ありがとう」

　そんな夢依の言葉を最後に。翔の意識は、桃もも色いろの夢に吞のまれていった。







　エピローグ




　翔かけるが本来の自分に戻もどってから、約二週間。悠ゆう子この活かつ躍やくによって秘密基地を潰つぶされたアンダーハートが解体され、学園が夏休みに入った、とある日の昼。工こう鳴な家のリビングでは、一風変わった授業が勃ぼつ発ぱつしていた。

「……清せい野のさん、もうやめにしないかい？」

　食しよく卓たくに広げられた問題集から逃のがれるように、翔がどかっと椅い子すに背を預ける。その対面には、あいすが座っていた。

「でも、翔ちゃんは早く、元の翔ちゃんみたいになりたいんだよね？」

「そうだけど……」

　本当の姿に戻ったあの日から、翔はあれこれと性について学習し、彼女たちの助言もあって、徐じよ々じよにではあるが、以前の翔に近づいてきている。

　だが、そんな翔をもってしても。あいすが中心となって、女性陣じんが以前の翔の性格を考こう慮りよして作ったというこの問題集は、まったく解けないのだった。

「はい、じゃあ翔ちゃん、次の問題」

　あいすが無む慈じ悲ひにも、問題集のページをめくる。

　Ｑ．自分の部屋で幼おさな馴な染じみと二人きりでいい雰ふん囲い気き。こんなとき、翔はどうする？

　そんな問題に添そえられているのは、恥はじらっている様子の女の子のイラスト。そして、三さん択たく形式の答えは……。

　Ａ１、ずっと君のことが好きだった、と告白する。

　Ａ２、そんなことよりゲームしようぜ。

　Ａ３、彼女を置いて友達と遊びに行く。

「………………」

　さっきからずっとこんな問題ばかり。だが、翔が下手に答えて間ま違ちがえると、あいすが食卓の下に電磁棒スタンロツドを伸ばしてくる。

　おかげで翔は恐きよう怖ふに怯おびえ、解答すらできないという悪あく循じゆん環かんに陥おちいっていた。

「……清野さん、本当にこの中に正解があるのかい？」

「へ？　ち、ちゃんとあるよ？　やだなぁ翔ちゃん、ヘンなこと言って～」

「う～ん……そういうことなら……」

　どれが正解か、翔は顎あごに手を当て、唸うなりながら考える。

「こ、困ったら、とりあえず一番を選んでおけばいいんじゃないかな？」

「適当に答えたら、やる意味がないじゃないか」

「そ、それは……そう……だけど……お勧すすめは一番かなって……」

「？　どうしたの？」

「な、なんでもないよ！　こ、これはちょっと難しかったかな！　じゃあ、次の問題にしよっか！」

　そうしてあいすは、また問題集のページをめくろうとしたが。

「ターンエンドですよ、ペタンコ」

　パシッと、テーブルに現れた夢む依いの手が、問題集を押さえた。

　いまのいままで彼女は、テレビ前のソファーで、翔たちから少し離れ。深み彩あやの宿題の講師を、自分から買って出てくれていたのだが……。

「あにー、しゅくだいぜんぶおわった～！」

　夢依に続いて深彩が、夏休みの友を持って飛び跳はねながら、食卓の前にやってくる。

「え、ほ、本当に？」

「うん！　む～ちゃんがわかりやすくおしえてくれたおかげだよぉ～」

　ぎゅっと、深彩が満面の笑みで、夢依の腰こしに抱だきついた。

「ありがと～む～ちゃ～ん！　にゅっふふ～」

　夢依が突とつ然ぜん現れたのには驚おどろいたが。深彩があまりにゴキゲンだったので、翔は思わず頰ほおが緩ゆるんだ。

　いつか深彩がちゃんと大きくなったら話そうとは思っているが。深彩はまだ、自分の身に起きていたことも。翔の変化のことも。何も知らない。

　おかげで翔が失言をするたびに、あにーがおかしい、なんて怪あやしまれもする。しかし、それらは夢依のフォローによってほとんど、冗じよう談だんやごっこ遊びという形で済まされていた。

　そして深彩は、いまやあいすと同じくらいに夢依にも懐なついて、毎日が楽しそうだから。

「……本当に、ありがとう、虹にじ元もとさん。今度ちゃんと、お礼、させて」

　日に日に積もり重なる感謝も相まって、翔は素直に、夢依にお礼を言った。

「礼には及およびませんよ。私はただ、誰だれも損をしない形で、工鳴家のヒエラルキーを利用しているだけですから」

　なのに夢依が、ニヤリと口元を歪ゆがめるから。また彼女が何か悪だくみをしていそうな気配を感じて、翔は苦笑せずにはいられなかった。

「これでなつやすみ、いっぱいあそべる～！　あにーもはやくおわらせて、いっしょにあそぼうよ～！」

「では工鳴妹、あにーを少し貸りてもいいですか？　私にかかればすぐに宿題など終わって、気き兼がねなく皆みんなで遊べるようになりますよ？」

「ホントに!?　じゃあおねがい～！」

「フフ……ではもう少し、ペタンコとここで待っていてください」

「む～ちゃんがいれば、あにーのしょうらいもあんしんかも！」

「っ!?!?!?!?」

　と、なぜかあいすが仰のけ反ぞるような姿勢になった。

「では先せん輩ぱい、さっそく二人で先輩の部屋にしけ込んで……」

「じ、じゃあ二人で翔ちゃんのお勉強に協力しよ！　虹元さんは頭がいいっていっても一年生だし！　同学年の私もいれば、絶対もっと早く終わるよ！」

「……チッ。しぶといですね……」

「おぉっ！　あにー、りょうてにはなの、かんぺきなふじんだよ～！」

「確かに、それならすぐに終わりそうだけど……」

　深彩は屈くつ託たくのない笑みを浮うかべていたが。なぜか夢依がフキゲンになったいま、翔の中では嫌いやな予感が加速してしょうがなかった。

　またあいすと夢依が喧けん嘩か、なんてことにならなければいいのだが……。

「……いいの、かな？」

　翔はお伺うかがいを立てるように、夢依に目をやった。だが、仏ぶつ頂ちよう面づらの彼女を差し置いて、翔に答えたのは。

「いいのいいの！　翔ちゃんの宿題が終わる方が大事だもん！」

　あいすが引きつった笑みを浮かべながら、手作りの問題集をゴミ箱に投げ捨てる。

「あ、あれ？」

　翔はあれで過去の自分を学んでいるはずだったのだが、あの扱あつかいはいったいどういうことなのか。深彩に見られたら変に勘かんぐってきそうだから、見られないように、というのはわかるが。

　何も、棄すてなくても……。

　ピンポーン、ガチャッガチャッ！

「何で鍵かぎかかってるのよ！　翔！　開けなさいよ！　まさか襲おそわれてるんじゃないでしょうね!?　翔～！　翔ったら～！」

　その時、新たな少女が工鳴家に到とう来らいした。

「…………はぁ。いま開けるからちょっと待って！」

　どうもさらにコトがこじれそうな感じがするが、出ないわけにもいかない。

　翔は重い心持ちで玄げん関かんに出て、ドアの鍵を開けた。

「ああ、良かった、無事ね……」

「無事って、どういうこと？」

「こっちの話。それより翔！　見て見て！」

　買かい物もの袋ぶくろを持ったエリーが、勢い良く突とつ入にゆうしてくる。

　彼女が突つき出しているのは、三枚のチケットだった。

「水着買ったら福引券もらって、それでプールの招待券当たっちゃった！　せっかくだし、妹ちゃんも一いつ緒しよに、これから行かない？」

　そんな突然のお誘さそいに、翔は……。

「翔ちゃん」「先輩」

　背後から呼ばれただけなのに、異様なほどに伝わってくるプレッシャー。

「え、えっと……でも、僕、宿題をしないとだから……」

　あいすと夢依の気配が怖こわすぎて、翔は咄とつ嗟さにそう答えた。

「宿題なんて最終日にパパッと適当に片付けちゃえばいいじゃない。あんな二人に過去押しつけられてたら、アンタも息苦しいだろうし？　息抜きよ、息抜き。それに、妹ちゃん、娯ご楽らく施し設せつってまだあんまり知らないんでしょ？　だったら……」

　そこでエリーは、ふと翔の背後に目をやって。

「ねぇ妹ちゃん！　プール、行きたくな～い？」

　満面の笑みで、リビングから顔を出した深彩に呼びかけた。

「学園のよりすっごく大きいのよ？　ウォータースライダーなんかもあるんだから！」

「で、でも、あにーは、その……おねぇちゃんたちとおべんきょう……しなきゃだし……」

「っ!?」

　深彩のもじもじとした表情を見るや、翔は落らく雷らいに打たれたような衝しよう撃げきを受けた。

　元々大事な家族なのだ。以前ほどではないにしても、いまの翔だって、深彩がどんな気持ちであんな顔をしているかくらい、すぐにわかる。

「でも、やっぱり、でも、その……」

　あれは行きたい顔だ。ものすごく、興味のある顔だ。くり返される『でも』は、我が慢まんしようとしている証あかし。きっと内心では、『あにーのしょうらいのために、わたしはがまんしなきゃ』なんて思っているに違ちがいない。

　ならば、深彩が望んだという以前の翔を目指すいまの自分が、やるべきは。

「深彩、行ってみたい？」

「ふにゃっ!?　い、いや、それは……その……」

　まだいまの翔は、過去の自分とは少し違っていて、同じにはなれていない。だが、工鳴翔という男にとって、何より重要なことだけは、もうちゃんとわかっているから。

「僕のことは気にせず、素直に言って」

「うぅ……も、もちろん、いきたい……けど……」

「じゃあ、行こう」

　翔は笑みと共に、即そつ決けつした。

「マジで!?　やったぁ！　じゃあじゃあ、早さつ速そく行きましょ！」

「ちょっ、翔ちゃん!?」「先輩……」

「ごめん、清野さん、虹元さん。勉強は、また今度にしよう」

　それで深彩が笑顔になるなら。少しでも幸せになるなら。他の何だって、比ひ較かくになんてなりはしないのだ。

「で、でもあにー、わたし、みずぎ……がっこうのしかないよ？」

「行く途中でちゃんとしたのを買おう。大だい丈じよう夫ぶ。サイズはわかってるし、兄ちゃんが深彩に似合う飛びっきりのを選んであげるから」

　深彩がプールで楽しく遊ぶ姿が、早くも脳のう裏りに浮かんで、顔がにやける。

「先輩、いまサラッと言いましたけど、ギリギリアウトですよ？」

　そうなのだろうか。まったく自覚がないが。とにかく、ダメなら学習しよう。

　そんなことよりも、いまは深彩だ。

「わ、わたしじゃあ、たおるもってくるね！　あと、おでかけするならきがえなきゃ！」

　深彩が喜んでくれるなら、自分が変態扱いされようが、翔は別に構わない。

　工鳴翔は、たとえ神しん芽がの超ちよう能のう力りよくなんかで洗脳されていても、されていなくても。エッチなことに対する認識がどうだろうとも。ここだけは、変わらない。

　翔は妹が大事で、深彩の笑顔のために生きる。昔も、いまも、そして、これからも。

　せっかく一切の憂うれいなく、元気に遊べるようになった深彩のためにも。そこだけは、絶対に変えてはいけないと思うから。

「あ、深彩！　走らないで！　危ないよ！」

　きっと感情が昂たかぶって階段を踏ふみ外はずすだろう妹を追って、翔は大急ぎで駆かけ出した。







　翔と深彩が階段を上がって行ったあと。玄関に残された女子たちは、視線を交こう錯さくさせては火花を散らしていた。

「まったく、とんだ乱入をしてくれますね、このビッチが……工鳴妹をダシにして、先輩を引っぱり出すとは……」

「虹元さん、自分のことを棚たなに上げるのはどうかと思う」

「あ、あたしは別に、純じゆん粋すいに友達と遊ぼうと思っただけよ？」

「美み郷さとさん、そんな軽い気持ちなら……そのチケット、私に譲ゆずってくれないかな？　ちゃんとお金は払はらうから」

「ああ、それは名案ですね。別に自腹で行けばいいとは思いますが、ここでひとつ勝負して、格付けを済ませておきましょうか」

「ちょっ……ハァ!?　何!?　何何!?」

「勝った女が、先輩たちとプールに行く……そういうことです」

　ブックホルダーから携けい帯たいゲーム機を取り出して、画面を光らせる夢依。

「二人が行ったら、翔ちゃんに何するかわからないもん……私、絶対負けないよ」

　電磁棒を手に取るあいす。

「あたしのチケットよ!?　ふざけないで！　いいわ、そっちがその気なら、洗脳でも何でもして、退ひかせてやるんだから！」

　そして、髪かみを黄金に輝かがやかせるエリー。

　いまここに始まる、少女たちの三みつ巴どもえ。

　アンダーハートの壊かい滅めつにより、英えい知ち学がく園えんの『性戦』は終われども。翔を巡めぐる彼女たちの戦いは、まだまだ始まったばかりなのだった。







　あとがき




　出版業界の片かた隅すみからこんにちは（シャリッ）。

　呪のろいのアイテムに憑つかれてしまった根ね岸ぎし和かず哉やです（バリリ……）。

　このように、キーボードを打っている間も、聞こえてきます（シャギュッ！）。

　黒板を爪つめで引っかくのに似た、イヤな感じの音が……（ギュギィ！）。




　これがホントの、ラップ音。




　何の話だ？　と思われた方。いまこそ著者近きん況きようをチラ見する時です。

　いやぁ、一部製品は特に音が激しくて困りますね。でも音のしづらいのを探そうにも、二十メートル使い切らないと次にはいけない。

　そんなもったいない精神の悲しさを胸に秘ひめ、長いあとがきと戦います。

「いまから本気出す……」

　→鳥とり肌はだに耐たえ切れなくなったので爆ばく音おんなヘッドホンを装着。




　というわけで改めまして。

　一巻発売から約三ヶ月。再びのエンカウントありがとうございます。

　さすがに再び……ですよね？

　え？　二巻の表紙でピンと来て、本屋さんであとがきからチェックってこともある？

　ある……の？　でも大だい丈じよう夫ぶ！　いますぐ一巻を手に取れば間に合う……はずっ！




　まあ、それはおいておいて（でも初見の方なら手にした一巻は置かないでね！）。

　少しばかり内容について触ふれますと……。




　ある日、モヒカンが村に凸ってきてこう言います。

　ヒャッハァー！　貞てい操そうだ！　貞操を寄よ越こせーっ！

　しかしこの村はすでに、二人の隠かくれモヒカンが水面下で支配権を争う決戦場。

　慌あわててＮＥＷモヒカンとの和解を試みた村長は、やがて隠された力に覚かく醒せいし……。




　ブーッ、ブーッ、ブーッ（震ふるえるスマホ）

　おや？　担当様から電話が来たようだ。




　…………。

　………………。




　ええと、どこまで話しましたか。ああ、そうだ。

『学園一の美少女が翔かけるにえっちく迫せまってきて、あいすと夢む依いは気が気じゃない！』

　という話でしたね。モヒカン？　やだなぁ、出てきませんよそんなの（爽）。




　新ヒロイン・美み郷さとエリーは、ちょっぴり（？）おバカ。清せい楚そ系だけどどこか間ま抜ぬけなお姉さんから、気の強い幼女まで……どんなおバカにするのか、ひと悶もん着ちやくありました。

　で、いまの形に決まったら決まったで、今度は。




　担当様「根岸さん、ここは18禁の世界じゃありません」

　……こうなるわけですよ！！！！

　そんな気はちょっとした！　しかしッ！

　根岸「いや、僕はこれギリギリセーフだと思うんですよ！」

　担当様「アウトです」

　根岸「セウトですよ！！！」

　担当様「だからそれアウトです」

　根岸「……よろしい、ならばアウーフだ……」

　こんな感じに捏ねつ造ぞうできそうな流れを経てできたのが、本巻のムフフ成分。

　果たして僕のリビドーはきちんと抑よく制せいされたのか？

　成否は『キミの目で確かめてくれ！』となっております。




　そんなこんなで、締切という名前の悪あく魔まに肩かたを叩たたかれまくってでき上がった二巻。

　少しでも、お楽しみ頂けましたなら幸いです。




　では、最後に謝しや辞じを。




　イラストを担当してくださったＨｉｓａｓｉさん。スケジュールを圧あつ迫ぱくしてしまってごめんなさい。これを書いている時点ではまだ完成品まで見れていないのですが、不安はないので先行入力しておきます！

　相変わらず素す晴ばらしいエロスをありがとうございます！　確かく認にん次し第だい僕はきっとトイレに（担当より：不適切にて削さく除じよしました）ッ！！！！




　担当のＮ野様。だから僕には締切をサバ読んで伝えてって言ったじゃないですかーっ！　……はい、すみません。サバ読みバリケードどころか本当の締切まで突とつ破ぱしてごめんなさい。悔くい改めるので捨てないでください……。

　ほ、本当です！　この目を見てください！　これが噓うそをついている人の目に見えますか!?　今回はしょうがなかったんです！　だって（担当より：不適切かつあまりに長いのでカットしました）




　いつも厳しくもありがたい指導をしてくださる、我らがＡ─ＴＥＡＭの水みず城き正しよう太た郎ろう先生。身に余る驚おどろきの応おう援えんをしてくださったＳ田さん、Ｋ田くん。順調に人生踏ふみ外してる僕を、それでも支えてくれる両親に、Ｋ子さん。この本に関かかわってくださった方々。




　そして、ワンチャンスを信じて本書を開いてくれた読者の皆みな様さま。

　本当にありがとうございます。




　まだまだ至らぬ僕ですが。某ぼうゲームとか、未定の次とか、またどこかで、皆様とエンカウントできるよう、今後もやり込みを続けていきたいと思います。




　お……俺たちの戦いはこれからだ！？！？！？





二〇一三年三月二十六日　　根岸　和哉
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